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十
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末
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ヨ
ー
・
ッ
パ
石
油
資
本
ー
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
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と
シ
ェ
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に
ー

第
二
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二
十
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紀
初
頭
に
お
け
る
世
界
石
油
業
界
ー
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
成
立
へ
の
歩
み
1

　
結
語
に
か
え
て

は
じ
め
に

　
本
稿
を
初
め
と
す
る
一
連
の
論
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
ダ
ソ
チ
“
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
（
菊
曙
巴
∪
暮
3
”
留
。
一
一
〇
．
o
ξ
9

9
ヨ
冒
三
8
）
の
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
を
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
ダ
ッ
チ
“
シ
ュ
ル
は
一
九
〇
七
年
国
際
的
規
模
を
誇
る
オ
ラ
ン
ダ
資
本
と
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
提
携
に
よ
っ
て
成
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
「
超
国
籍
企
業
」
（
ヰ
昏
巴
豊
9
巴
撃
8
も
『
誇
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
超
国
籍
企
業
」
と
は
所
有
n
支
配
関
係
と
経
営
関
係
の

両
面
に
お
け
る
多
国
籍
化
を
意
味
す
る
。
現
在
で
は
「
超
国
籍
企
業
」
は
「
欧
州
企
業
」
へ
の
過
渡
形
態
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
攻

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
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三
七
〇

勢
に
対
抗
す
る
ヨ
i
・
ッ
パ
企
業
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
ヵ
資
本
の
新
た
な
攻
勢
と

考
え
ら
れ
る
揚
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
成
立
・
発
展
を
史
料
と
経
営
史
研
究
の
成
果
の
中
か
ら
解
明
す
る
こ
と
は
幾
許
か

の
意
味
を
主
張
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
贅
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
史
上
最
初

め
「
超
国
籍
企
業
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
そ
の
企
業
規
模
に
お
い
て
世
界
で
首
位
を
争
う
ほ
ど
の
企
業
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
当
企
業
の
成
立
が
史
上
い
わ
ゆ
る
古
典
的
帝
国
主
義
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
筆
者
に
は
少
な
か
ら
ず
興
味

の
あ
る
点
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
「
帝
国
主
義
論
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
独
占
体
は
、
「
多
国
籍
企
業
」
で
は
あ
っ
て
も
「
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

国
籍
企
業
」
で
は
な
い
よ
う
に
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
企
業
（
”
独
占
体
）
と
国
家
権
力
の
癒
着
で
あ
る
と
説

か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
列
強
の
帝
国
主
義
的
対
立
の
中
に
あ
っ
て
、
「
超
国
籍
企
業
」
そ
の
も
の
の
成
立
を
阻
害
し
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
資
本
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
は
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
決
し
て
他
人
事
と
し
て
は

済
ま
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
利
用
さ
れ
る
史
料
・
文
献
に
つ
い
て
、
若
干
解
説
を
加
え
て
お
こ
う
。
外
部
に
公
表
さ
れ
た
史
料
は
、
専
ら
、
「
（
・
ン
ド
ン
）

タ
イ
ム
ズ
」
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
の
三
誌
が
利
用
さ
れ
た
。
三
誌
と
も
索
引
が
つ
い
て
お
り
、
石
油
関
係
の
記
事
は
出

来
る
限
り
眼
を
通
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
公
表
さ
れ
な
い
意
志
決
定
の
プ
・
セ
ス
、
或
い
は
、
企
業
間
の
秘
密
協
定
等
々
の
社
内
決
定
事
項
に
関
し
て
は
、
故
L
・
F
・
ヘ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ト
ソ
ン
教
授
の
大
判
四
冊
か
ら
な
る
「
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
史
」
（
一
九
五
三
ー
七
年
）
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
著
者
が
ユ
ト

レ
ヒ
ト
大
学
政
治
教
授
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
、
以
前
に
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
故
デ
ー
テ
ル
デ



イ
ン
グ
社
長
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
乏
い
う
こ
と
か
ら
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
教
授
は
本
書
を
上
梓
す
る
の
に
二
十
年

の
歳
月
を
費
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
唯
ひ
と
つ
短
点
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
史
料
の
出
処
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書

が
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
立
揚
か
ら
書
か
れ
た
ダ
ッ
チ
ー
ー
シ
ェ
ル
史
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
上
梓
さ
れ
た
R
・
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
の
「
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ー
カ
ス
・
サ
、
、
、
ユ
ア
ル
　
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
創
立
者
」
（
一
九
六
〇
年
）
は
、
シ
ェ
ル
の
立
揚
か
ら
ダ
ソ
チ
目
シ
ニ
ル
史
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
が
サ
、
・
・
ユ
ア
ル
の
遠
縁
に
当
る
こ
と
が
若
干
の
偏
見
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
の
利
用
出
来
な
か
っ
た
パ
リ
・
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
。
イ
ア
ル
。
ダ
ッ
チ
・

シ
ェ
ル
の
各
古
文
書
館
に
未
整
理
の
ま
ま
眠
っ
て
い
た
極
秘
経
営
文
書
が
勢
力
的
に
渉
猟
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

評
し
た
H
．
F
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ン
教
授
が
そ
れ
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
は
け
だ
し
当
然
と
言
え
よ
う
。

　
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
ダ
ッ
チ
u
シ
ェ
ル
の
成
立
ま
で
が
跡
付
け
ら
れ
る
。

（
1
）
　
本
稿
に
お
け
る
「
超
国
家
企
業
」
「
多
国
籍
企
業
」
の
意
味
は
宮
崎
義
一
稿
「
超
国
家
企
業
の
概
念
と
形
態
」
（
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
」
第

　
十
五
巻
二
号
）
に
拠
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
「
帝
国
主
義
論
」
中
に
あ
る
ダ
ッ
チ
随
シ
ェ
ル
に
関
す
る
叙
述
は
よ
く
意
味
が
解
せ
な
い
。
彼
は
「
オ
ラ
ン
ダ
植
民

　
地
の
資
本
の
油
田
（
き
わ
め
て
富
裕
な
サ
、
、
、
ユ
エ
ル
お
よ
ぴ
シ
ェ
ル
の
商
会
、
こ
の
商
会
は
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
と
結
ぴ
つ
い
て
い
る
）
」
と
記

　
し
た
。
宇
高
訳
一
一
七
頁
。

（
3
）
ρ
犀
o
。
暮
ぎ
p
匹
降
。
蔓
。
＝
ぎ
菊
。
鴫
巴
u
5
。
買
薯
。
5
ま
い
嵩
．

（
4
）
男
”
国
g
『
暑
。
ω
レ
鼠
『
8
ω
。
。
9
一
g
。
二
・
。
恥
。
－
一
§
扇
。
…
山
R
。
h
浮
。
＝
目
書
ω
℃
。
門
貫
且
↓
邑
凶
お
o
。
ξ
窪
ど
ま
9
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O
I
ω
ρ
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第
一
章

　
「
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
」
（
ω
ぎ
一
一
目
β
房
窓
陣
帥
呂
↓
旨
色
お
9
ヨ
℃
帥
弓
）
の
独
裁
的
経
営
者
と
な
り
、
後
年
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル

の
初
代
会
長
の
席
に
つ
い
た
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ァ
ル
（
旨
p
3
5
0
0
騨
ヨ
8
一
）
は
、
一
八
五
三
年
、
そ
の
時
既
に
東
洋
貿
易
で
資
産
を
築

い
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
（
従
っ
て
こ
の
親
子
は
同
名
異
人
で
あ
る
）
の
一
〇
人
目
の
子
と
し
て
、
・
ン
ド
ン
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
で
生
を
う
け
た
。

　
彼
の
父
は
、
一
八
一
一
三
年
、
東
印
度
会
社
の
東
洋
貿
易
に
対
す
る
独
占
権
廃
止
と
い
う
好
機
を
巧
み
に
捕
え
て
、
当
時
「
世
界
の
工

揚
」
と
し
て
の
地
位
を
着
実
に
築
き
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
製
品
の
輸
出
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
未
だ
近
代
的
な
取
引
網
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

達
せ
ず
閉
鎖
的
な
東
洋
市
揚
に
お
け
る
地
域
間
貿
易
に
た
ず
さ
わ
る
冒
険
的
な
商
人
の
一
人
と
し
て
成
功
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
自
由

な
貿
易
商
人
の
活
躍
が
、
実
は
、
自
由
貿
易
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
当
時
の
国
家
権
力
の
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
行
な
わ
れ
た

こ
と
は
、
か
の
阿
片
戦
争
（
一
八
四
〇
ー
二
）
の
一
例
を
想
い
だ
す
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
の
ち
の
「
シ
ェ
ル
」
の
由
来
が
、
父
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
こ
の
東
洋
貿
易
の
輸
入
品
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
上
流
階
級
向
け
の
装
飾
用
貝
殻
に

あ
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
彼
の
貿
易
相
手
国
が
東
洋
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
日
本
で
あ
り
、
イ
ギ
リ



ス
の
紡
績
機
メ
ー
カ
ー
た
る
ア
ッ
サ
・
リ
ー
ス
（
｝
。
。
ω
p
■
。
①
ω
痔
0
9
）
か
ら
紡
績
機
を
わ
が
国
に
輸
入
し
た
の
が
、
彼
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ユ
ア
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
者
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
こ
の
わ
が
国
と
の
関
係
は
次
節
で
触
れ
る
と
し
て
、
同
時
に
、
恐
ら
く
こ

の
よ
う
な
商
人
の
資
産
の
多
く
が
、
当
時
東
洋
に
お
け
る
市
揚
の
未
発
達
を
機
敏
に
捕
え
て
獲
得
さ
れ
た
巨
額
の
譲
渡
利
潤
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
マ
ル
ク
ス
は
「
イ
ギ
リ
ス
印
度
統
治
に
お
け
る
将
来
の
諸
結
果
」
（
一
八
四
八
年
）
に
お
い
て
、
庶
民
院
の
委
員
会
記
録
を
利
用
し
つ
つ

「
穀
物
が
カ
ン
デ
ィ
シ
ュ
で
一
ク
ォ
ー
タ
ー
当
り
六
な
い
し
八
シ
ル
で
売
ら
れ
て
い
る
時
、
粘
土
性
土
壌
の
道
路
が
通
行
不
能
に
な
り
そ

こ
か
ら
の
穀
物
供
給
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
プ
ー
ナ
で
は
そ
れ
が
六
四
シ
ル
か
ら
七
〇
シ
ル
も
し
、
そ
こ
で
は
飢
餓
の
た
め
人
々
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

街
路
で
死
に
瀕
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
特
に
こ
の
よ
う
な
状
況
を
利
用
し
た
も
の
こ
そ
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
親
子
で
あ
っ
た
。
一
八

七
三
年
、
あ
た
か
も
ヨ
ー
・
ソ
パ
に
お
い
て
「
大
不
況
」
が
襲
来
し
た
年
、
子
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
印
度
を
経
て
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
ま

で
お
も
む
い
た
が
、
途
中
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
食
糧
飢
饒
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
タ
イ
に
上
陸
す
る
と
、
こ
こ
で
は
余

剰
米
が
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
。
敏
捷
な
彼
は
、
直
ち
に
印
度
向
け
の
船
舶
を
契
約
し
て
米
を
ベ
ン
ガ
ル
に
輸
送
し
、
巨
利
を
掌
中
に
し
た

　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
必
要
物
資
を
最
短
距
離
か
ら
供
給
す
る
と
い
う
方
法
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
家
の
伝
統
的
営
業
政
策
で
あ
っ

（
7
）

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
の
父
の
東
洋
貿
易
と
い
う
事
業
を
引
継
い
だ
の
は
既
述
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
末
弟
の
サ
ム
の
二
人
で
あ
り
、
父
か
ら
彼
ら
二
人
に
与
え

ら
れ
た
遺
産
は
、
合
計
し
て
僅
か
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
過
ぎ
ず
、
パ
リ
支
店
の
そ
れ
を
加
え
て
も
一
万
ポ
ン
ド
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
だ

が
、
父
サ
、
・
・
ユ
ァ
ル
が
東
洋
の
主
要
な
商
社
や
政
府
の
要
人
と
の
間
に
得
た
対
人
信
用
は
、
彼
ら
が
事
業
を
始
め
る
に
当
っ
て
の
無
形
の

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
三



　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
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報
　
商
学
研
究
　
1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
四

資
産
で
あ
っ
た
。
・
そ
し
て
、
そ
の
活
動
領
域
の
一
環
と
し
て
対
日
貿
易
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
（
ω
帥
ヨ
琶
一
ω
碧
一
冒
9
痔
O
ρ
）

　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
上
り
、
戦
略
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
P
．
魎
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
（
1
図
べ
ト
κ
ト
・
エ
ン
ド
の
生
ま
れ
と
言
う
と
彼
が
下
層
階
級
の
出
身
で
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
易
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
父
の
商
取
引
の
関
係
か

　
　
ら
ロ
ン
ド
ン
港
に
面
し
た
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
住
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
父
は
裕
富
な
商
人
で
そ
の
遺
産
は
四
万
ポ
ン
ド
に
達
し
た
と
記

　
　
さ
れ
て
い
る
。

－
〈
2
）
　
当
時
の
イ
ギ
リ
添
東
洋
貿
易
に
関
し
七
は
松
田
智
雄
著
「
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
」
参
照
。

　
（
3
）
　
誓
亀
目
ヨ
聲
U
①
ρ
、
一
3
ρ
℃
・
罫
こ
の
、
．
．
浮
亀
目
B
鵠
．
．
は
「
シ
ェ
ル
石
油
」
（
日
本
）
の
社
内
報
で
、
一
・
九
五
六
年
か
ら
翌
年
に
か

　
　
け
て
末
尾
に
（
野
間
）
と
記
さ
れ
た
「
ン
ェ
ル
石
油
を
築
い
た
人
々
」
と
い
う
記
事
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
こ
れ
は
利
用
さ
れ
た
史
料
も
明
記
魯
れ

　
　
て
お
り
大
変
筆
者
に
は
参
考
に
な
っ
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
筆
者
億
原
史
料
に
当
っ
て
確
認
出
来
な
か
っ
凌
。
後
ヨ
滑

　
　
の
貴
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。
な
お
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
「
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
」
に
お
い
て
「
紡
績
機
」
を
「
力
織
機
」
（
一
8
ヨ
）

　
　
と
記
し
て
い
る
が
（
マ
闇
）
こ
れ
は
恐
ら
く
不
注
意
に
よ
る
間
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
牛
）
寄
二
冒
臥
糞
p
且
単
§
賊
莫
穿
α
q
①
一
切
8
窪
梓
跨
』
区
。
島
‘
ま
N
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
5
）
一
び
一
〇
‘
や
8
一
，

　
（
6
）
　
即
．
、
国
o
葺
凶
ρ
ロ
①
ω
噛
冒
霞
0
5
0
0
騨
ヨ
ロ
o
ど
一
8
ρ
℃
や
傘
～
ド

・
（
7
）
　
こ
れ
を
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
後
に
「
直
線
の
原
則
」
（
夢
。
冥
5
9
覧
o
鉱
¢
賃
巴
α
q
耳
一
首
o
）
と
呼
ん
で
、
こ
れ
を
営
業
方
針
と
し
た
・
イ
ア
ル
．

　
　
ダ
ッ
チ
の
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
経
営
政
策
と
対
照
さ
せ
て
い
る
。
即
頃
o
葭
β
口
β
o
サ
臼
ρ
－
や
お
～
9

　
（
8
）
　
こ
こ
で
サ
ミ
』
ア
ル
の
教
育
歴
に
簡
単
に
触
れ
る
と
、
・
ン
ド
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
対
象
に
し
た
小
学
校
に
通
つ
て
こ
こ
を
卒
業
し
、
そ
の
後
ブ



　
ラ
ッ
セ
ル
に
渡
っ
て
二
年
足
ら
ず
商
業
教
育
を
受
け
て
再
ぴ
・
ン
ド
ン
に
帰
り
兄
の
事
業
を
助
け
た
。
な
お
サ
ム
と
は
サ
、
、
、
ユ
ア
ル
の
略
称
で
、
従

　
っ
て
末
弟
は
正
確
に
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

（
9
）
　
普
通
彼
ら
の
企
業
は
わ
が
国
の
史
料
で
は
「
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ア
一
の
由
来
は
M
．
サ
、
、
、

　
ユ
ア
ル
の
祖
父
の
名
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
二
れ
が
「
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
」
（
零
o
o
帥
ヨ
目
①
一
欝
O
o
・
）
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

　
の
か
よ
く
分
ら
な
い
。
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
の
著
書
で
は
日
本
の
「
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
」
、
ロ
ン
ド
ン
の
「
M
．
サ
、
、
、
ユ
ア
ル
商
会
」
と

　
し
て
当
時
一
応
形
式
的
に
は
別
な
二
つ
の
商
会
が
存
在
し
た
も
の
と
記
し
て
あ
る
。
一
寓
負
つ
8
・

二

　
サ
ミ
ュ
ァ
ル
・
サ
ミ
ュ
ァ
ル
商
会
が
何
時
わ
が
国
と
貿
易
を
始
め
、
横
浜
に
支
店
を
持
つ
ま
で
に
成
長
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か

し
｛
父
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
七
〇
年
に
こ
の
世
を
去
り
、
・
子
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
サ
ム
が
事
業
に
乗
り
出
す
七
八
年
の
間
に
当
る
七
六
年
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

の
後
三
十
有
余
年
シ
ェ
ル
に
務
め
た
田
中
善
助
が
そ
の
支
店
に
招
聰
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
東
洋
の
他
の
地
に
お
い
て
と
同
様

に
、
父
サ
ミ
ュ
ァ
ル
が
横
浜
に
お
い
て
も
既
に
生
存
中
に
足
場
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
対
日
貿
易

は
同
商
会
に
と
り
、
と
り
わ
け
枢
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
当
時
の
在
日
外
人
商
社
の
中
に
あ
っ
て
も
、
同
商

会
は
常
に
そ
の
代
表
と
し
て
遇
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
一
九
世
紀
末
、
当
時
同
商
会
の
横
浜
支
店

長
だ
っ
た
W
・
F
・
ミ
ソ
チ
ェ
ル
が
「
横
浜
外
人
商
業
会
議
所
会
頭
」
を
兼
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
．
一
と
が
出
来
る
の
で
あ

臥
縄
、
こ
れ
は
次
に
記
す
よ
う
に
、
同
商
会
が
時
の
明
治
政
府
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
有
し
、
財
界
に
と
り
入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
由
来
す

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
五



　
　
　
　
　
一
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1
1
．
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六

　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
同
商
会
は
九
七
年
「
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
」
に
改
組
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
形
式
的
に
石
油
部
門
を
分
離
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
の
で
あ
っ
て
、
商
会
そ
の
も
の
が
こ
こ
で
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
否
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
シ
ェ
ル
の
石
油
部
門
に
対
す
る
資
金
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

達
源
と
し
て
そ
の
後
も
基
軸
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
と
り
あ
え
ず
次
の
三
点
に
絞
っ
て
対
日
貿
易
の
戦
略

的
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
日
　
商
会
が
イ
ギ
リ
ス
の
在
日
貿
易
商
社
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
し
た
が
、
商
会
の
わ
が
国
か
ら
の
輸
出
品

の
う
ち
、
古
河
鉱
業
の
関
野
炭
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
洋
市
揚
に
お
い
て
、
三
池
お
よ

ぴ
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
産
の
石
炭
に
激
し
い
競
争
を
い
ど
み
な
が
ら
、
そ
の
販
売
は
続
け
ら
れ
た
。
マ
ー
ク
は
東
洋
諸
港
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
建
設
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
こ
の
輸
出
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
財
閥
系
資
本
の
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

蓄
積
が
専
ら
石
炭
輸
出
を
軸
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
の
独
占
資
本
た
る
べ
き
シ
ェ
ル
に

と
っ
て
も
、
同
じ
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
．
｝
れ
に
対
し
て
、
輸
入
品
の
中
で
特
異
な
地
位
を
占
め
て
い
る
も
の
に
米
が
あ
っ
た
。
凶
作
と
み
る
や
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
米
を
輸
入
し

て
莫
大
な
譲
渡
利
潤
を
手
に
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
商
法
は
依
然
と
し
て
同
商
会
を
支
え
た
太
い
柱
で
あ
っ
た
。

　
團
　
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
事
実
は
、
同
商
会
が
一
九
〇
〇
年
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
、
日
清
戦
争
後
台
湾
を
領
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
政
府
が
手
に
入
れ
た
世
界
的
独
占
商
品
た
る
樟
脳
の
一
手
販
売
人
た
る
こ
と
を
、
入
札
を
通
じ
て
勝
ち
取
っ
た



、

　
　
　
　
ハ
　
ロ

こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
府
専
売
品
で
あ
っ
た
樟
脳
の
独
占
販
売
権
は
、
当
時
、
同
商
会
が
わ
が
国
の
政
府
と
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
そ
れ
を
更
に
発
展
せ
し
め
る
た
め
の
契
機
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
三
井
物
産
合
名
会
社
に
よ
る

委
託
に
移
っ
た
の
は
、
樟
脳
価
格
が
投
機
の
対
象
と
な
り
、
政
府
払
下
げ
価
格
と
市
価
と
の
懸
隔
が
余
り
に
も
大
き
い
ア
》
と
か
ら
由
来
し

　
　
　
　
（
1
0
）

た
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
こ
か
ら
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
が
、
政
府
専
売
商
品
の
世
界
敢
揚
に
お
け
る
一
手
販
売
で
得
ら
れ
た
独
占
的
利
潤
を
わ
れ

わ
れ
は
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
◎
　
最
後
に
逸
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
カ
ー
と
し
て
の
サ
、
・
ン
ア
ル
・
サ
、
・
、
ユ
ア
ル
商
会
の
日
本
に
お

け
る
画
策
で
あ
る
。
わ
が
国
の
外
債
発
行
は
「
日
本
外
債
小
史
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
・
ン
ド
ン
に
お
い
て
起
債
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ロ

た
九
分
付
外
国
公
債
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
も
っ
て
そ
の
鳴
矢
と
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
発
行
は
当
初
は
専
ら
・
ン
ド
ン
市
場
で

あ
り
、
次
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
揚
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
日
清
戦
争
の
際
の
臨
時
軍
事
費
特
別
会
費
を
閉
鎖
す
る
に
当
っ
て
、

政
府
は
こ
の
・
ン
ド
ン
市
揚
で
の
発
行
を
戦
後
の
対
日
信
用
の
増
大
を
背
景
に
、
積
極
的
に
推
進
し
た
の
で
あ
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三

〇
）
年
、
初
め
て
四
三
〇
〇
万
円
の
軍
事
公
債
の
発
行
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
代
表
に
な
っ
た
も
の
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翅
）

そ
、
他
な
ら
ぬ
同
商
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
例
か
ら
推
量
し
て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
割

っ
た
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
清
戦
争
の
戦
費
の
う
ち
一
億
千
七
百
万
円
は
公
債
で
賄
わ
れ
た
と
説
か
れ
て
い
る

の
で
、
商
会
は
こ
の
う
ち
実
に
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
引
受
け
た
勘
定
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
日
露
戦
争
の
際
の
軍
事
公
債
の
引
受
に
際
し
て
も
同
商
会
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
の
時
は
同
商
会
が
イ
ギ
リ
ス
政
府

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ロ
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
七



　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
八

の
支
払
保
証
を
要
求
し
た
た
め
実
現
せ
ず
、
ク
ー
ン
・
・
ブ
商
会
の
手
に
移
っ
た
。
だ
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
は
最
初
の
軍

事
公
債
の
成
功
に
続
い
て
、
横
浜
市
債
、
大
阪
市
債
等
の
発
行
引
受
に
乗
り
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
私
企
業
に
も
融
資
を
行
な
っ
た
。

塩
水
港
製
糖
会
社
、
日
高
製
糖
会
社
な
ど
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
企
業
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
前
に
同
商
会
台
北
支
店
主
任
の
荒
井
泰
治

の
設
立
し
た
企
業
で
あ
り
、
後
者
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
前
者
と
合
併
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
融
資
は
い
ず
れ
も
同

商
会
の
対
人
信
用
に
も
と
づ
い
た
融
資
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
（
1
）
　
o
o
げ
①
＝
艮
目
①
ω
曽
U
o
ρ
一
3
倉
や
旨
。

　
（
2
）
　
こ
の
フ
ッ
ト
．
、
・
・
ッ
チ
ェ
ル
は
後
に
帰
国
し
て
「
シ
ェ
ル
」
の
取
締
役
に
な
り
、
「
サ
ー
」
の
尊
称
を
与
え
ら
れ
、
一
九
一
〇
年
保
守
党
議
員

　
　
と
し
て
庶
民
院
に
席
を
置
い
た
。
な
お
、
o
o
ぼ
昌
目
ヨ
窃
ω
。
耳
。
G
鴇
を
参
照
。

（
3
）

　
園
’

（
4
）

（
5
）

（
6
）の

で
当
社
の
史
料
か
ら
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

そ
の
一
例
と
し
て
、
日
清
．
日
露
両
大
戦
の
た
め
の
日
本
向
軍
需
品
供
給
者
と
し
て
も
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。

国
o
員
5
岳
の
』
o
マ
o
一
f
℃
。
轟
o
。
9

＞
・
冒
o
ぼ
・
8
ぎ
9
一
≦
畦
（
這
ま
y
℃
・
轟
O
の
記
述
は
こ
の
点
で
誤
ま
り
と
言
え
よ
う
。

閑
・
頃
①
霞
β
ま
の
｝
o
や
o
一
梓
‘
℃
■
8
融
■

H
σ
式
‘
℃
マ
8
1
8
マ
ー
ク
と
は
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
長
男
を
指
す
。
な
お
、
わ
が
国
に
お
け
る
古
河
鉱
業
の
社
史
は
未
刊
行
で
あ
る

柴
垣
和
夫
著
「
日
本
金
融
資
本
分
析
」
（
一
九
六
五
年
）
参
照
。

罰
コ
Φ
震
β
口
β
o
マ
9
叶
こ
℃
や
a
～
命

oo

o
一
一
目
日
o
ω
り
》
仁
σ
q
，
一
3
ざ
℃
や
一
〇
。
I
N
9



（
1
0
）
　
一
げ
達
；
や
一
P

（
1
1
）
　
日
本
興
業
銀
行
「
日
本
外
償
小
史
」
六
－
一
〇
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
㊧
の
記
述
に
関
し
て
は
、
、
ω
ぎ
＝
目
ヨ
8
、
（
冒
藷
這
鴇
）

　
が
大
き
い
。

の
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
商
会
の
外
資
導
入
に
つ
い
て
」
に
負
う
と
こ
ろ

三

　
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
は
パ
ー
ト
ナ
ー
形
態
に
お
い
て
資
本
を
蓄
積
し
た
が
、
し
か
し
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
事
業
の
眼
目
は
、
む

し
ろ
そ
の
過
程
に
お
い
て
専
ら
パ
ー
ス
ナ
ル
な
信
用
を
基
礎
に
、
事
業
の
拡
張
が
行
な
わ
れ
た
点
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
勿
論
、
そ
れ
は
近
代
社
会
に
お
け
る
商
業
資
本
の
本
来
的
あ
り
方
と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
も
、
恐
ら
く
十
九

世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
貿
易
の
典
型
的
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
同
商
会
の
揚
合
、
東
洋
貿
易
に
従
事
し
て
約

半
世
紀
と
い
う
実
績
が
、
息
子
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
代
に
な
っ
て
も
大
き
く
も
の
を
言
っ
た
。
次
に
そ
の
経
営
の
特
色
と
し
て
、
商
会
自
身
の

雇
用
者
は
そ
の
事
業
規
模
と
比
較
し
て
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
経
営
方
法
を
理
解
す
る
上
で
と
り
わ
け
肝
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
の
・
ン
ド
ン
事
務
所
は
、
東
洋
貿
易
に
従
事
す
る
著
名
商
社
の
情
報
交
換
の
揚
と
な
り
、
商
会
は
共
同
で
当
座
的
事
業
に
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

加
し
た
り
、
共
同
で
輸
送
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
り
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
配
船
ブ
・
ー
カ
ー
が
一
枚
加
わ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
「
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
び
得
べ
き
事
業
組
織
は
、
必
要
な
従
業
員
の
数
を
著
し
く
少

数
に
押
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
と
改
名
し
て
株
式
会
社
に
改
組
さ
れ
た
九
七
年
で
さ
え
、
唯
一
の
部
局

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ロ
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
n
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
○

（
脅
冒
答
ヨ
①
旨
）
と
僅
か
一
ダ
ー
ス
余
り
の
常
勤
職
員
を
・
ン
ド
ン
事
務
所
に
抱
え
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
シ
ェ
ル
が
事
実
上
こ
の
時
点
に
お
い
て
さ
え
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
個
人
商
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
組
織
上
の
弱
い
面
を
も
提
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
な
お
か
つ
、
こ
の
よ
う
に
貧
弱
な
ス
タ
ッ
フ
で
大
き
な
事
業
を
な
し
得
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
な
イ
ギ

リ
ス
の
シ
ッ
ピ
ン
グ
業
界
に
お
け
る
独
特
な
事
業
シ
ス
テ
ム
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
米
、
タ
ピ
オ
カ
（
澱
分
の
一
種
）
、
小
麦
、
貝
、
石
炭
な
ど
の
取
扱
商
品
の
中
に
石
油
ー
燈
油
1
が
加
わ
っ
た
の
は
何
時
の
頃
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
多
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
石
油
産
地
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
で
あ
り
、
既
に
J
・
・
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

初
の
精
油
所
を
建
設
し
て
か
ら
二
〇
年
以
上
の
歳
月
を
経
過
し
て
い
た
。
そ
し
て
続
い
て
こ
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
競
争
相
手
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

登
場
し
た
の
が
コ
ー
カ
サ
ス
油
田
地
帯
、
と
り
わ
け
、
バ
ク
ー
（
ω
爵
β
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
カ
サ
ス
の
精
製
油
を
同
商
会
が
八
八

年
に
ド
ラ
ム
カ
ン
で
わ
が
国
に
輸
入
し
た
と
す
る
説
は
誤
ま
り
で
、
同
年
こ
れ
を
行
な
っ
た
の
は
ジ
ャ
ー
デ
ン
“
マ
シ
ス
ン
商
会
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
と
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
八
十
年
代
に
彼
が
石
油
輸
送
業
に
手
を
染
め
て
い
た
こ
と
は
前
後
の
事
情
か
ら
推
量
し

て
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
彼
の
名
を
一
躍
世
界
の
石
油
業
界
に
広
め
た
の
は
九
二
年
コ
ー
カ
サ
ス
の
灯
油
を
バ
ラ
積
み
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ま
り
、
タ
ン
カ
ー
に
よ
っ
て
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
さ
せ
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ア
ジ
ア
市
揚
の
独
占
に
対
し
て
挑
戦
し
た
時
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
実
は
石
油
の
バ
ラ
積
み
は
、
そ
れ
自
身
革
新
で
は
な
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
い
た
。
問
題
は
、
以
前
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
対
し
て
は
「
ス
エ
ズ
運
河
会
社
」
が
安
全
上
の
見
地
か
ら
そ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
に
、
同
商
会
に
対
し
て
は
、
新
規
約
に
準
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
こ
れ
を
許
可
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
二
点
が
浮
か
び
上
っ
て
来
る
。
第
一
は
、
全
く
新
し
い
安
全
基
準
に
も
と
づ
い
て
信
頼

性
の
お
け
る
巨
大
タ
ン
カ
ー
建
造
を
想
い
つ
い
た
サ
ミ
ュ
ァ
ル
と
そ
れ
を
設
計
し
た
フ
ラ
ナ
リ
（
男
閃
『
目
①
蔓
）
の
行
な
っ
た
革
新
で



あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
が
既
に
通
過
許
可
を
得
る
前
か
ら
着
々
と
建
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
由
来
す
る
一
抹
の
疑
惑
1
つ
ま
り
、
サ

ミ
ュ
ア
ル
が
事
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
高
官
あ
る
い
は
運
河
会
社
を
買
収
な
い
し
そ
れ
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

惑
で
あ
る
。
こ
の
点
は
さ
さ
や
か
な
論
争
の
種
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
詳
論
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。
否
定
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

来
な
い
こ
と
は
、
第
一
点
に
関
し
て
、
そ
れ
が
「
革
新
」
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
点
に
関
し
て
、
サ
、
・
ン
ア
ル
自
身
の
ち

に
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
働
き
か
け
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
要
望
と
解
す
る
か
圧
力
と
解
す
る
か
は
論
者
の
立

場
上
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な
判
定
は
困
難
な
こ
と
、
以
上
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
最
初
の
タ
ン
カ
ー
が
九
二
年
に
就
行
し
て
以
来
、
僅
か
二
年
と
経
た
な
い
う
ち
に
、
最
新
鋭
タ
ン
カ
i
十
一
隻

が
陸
続
と
進
水
し
、
東
洋
の
主
要
港
湾
に
お
け
る
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
建
設
と
相
ま
っ
て
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
は
ア
ジ
ア
石
油
市
揚
を
動

か
す
一
大
勢
力
と
な
っ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
石
油
産
業
に
お
い
て
当
時
最
も
戦
略
的
部
門
は
輸
送
・
販
売
の

両
部
門
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
掌
握
し
た
。
一
九
〇
六
年
ま
で
に
ス
エ
ズ
を
渡
っ
た
約
二
〇
〇
万
ト
ン
の
石
油
の
う

ち
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
電
撃
的
作
戦
の
成
功
を
示
す
も
の
と
言

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
こ
の
ス
エ
ズ
運
河
通
過
か
ら
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
形
成
ま
で
の
時
期
を
、
わ
れ
わ
れ
は
「
タ
ン
ク
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
（
肩
雪
犀

ω
岩
象
8
冨
）
の
時
代
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
事
業
組
織
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
か
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ぱ
、
東
洋
貿
易
に
従
事
す

る
貿
易
商
社
が
協
同
で
出
資
し
、
利
益
の
配
分
に
あ
ず
か
る
と
い
う
も
の
で
、
貯
蔵
タ
ン
ク
の
建
設
も
こ
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
わ
れ
た
。

変
っ
た
点
は
と
い
え
ば
、
固
定
投
資
を
必
要
と
し
た
結
果
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
以
前
の
よ
う
な
当
座
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
一



第1図　・シア石油価格輸出量

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究

生産量
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（コペノの0

．
出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
三
分
の
一
の
運
賃
低
減
に
成
功
し
た
。
折
り
し
も
九
〇
年
代
初
頭
は
、

ク
ー
の
精
油
が
暴
落
し
た
時
で
あ
り
、
こ
の
期
に
一
大
革
新
を
遂
行
し
得
た
タ
ン
ク
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
巨
大
な
利
益
を
掌
中
に
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
が
禺
来
た
。
何
故
な
ら
バ
ク
ー
の
「
ブ
ニ
ト
」
（
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
系
資
本
）
か
ら
の
灯
油
買
入
価
格
は
、
バ
ツ
ー
ム
（
ω
騨
ε
ヨ
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

現
地
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
契
約
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
二

期
的
な
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
ン

ク
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
M
・
サ
ミ
ュ
ア
ル

商
会
を
旗
頭
に
、
在
中
国
商
社
の
J
・
ア
ー
ン
ホ
ル
ド
商

会
、
在
マ
ド
ラ
ス
商
社
の
A
・
V
・
D
・
ベ
ス
ト
商
会
、

ボ
ン
ベ
イ
商
社
の
J
・
N
・
グ
ラ
ハ
ム
商
会
、
ペ
ナ
ン
商

社
の
ー
・
ヘ
ン
ダ
ス
ン
商
会
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
R
・
ジ

ャ
ー
ダ
ン
お
よ
び
A
・
ラ
ン
ジ
商
会
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の

」
・
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
ン
商
会
な
ど
で
あ
っ
た
。
付
言
す
れ

ば
、
彼
ら
は
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
ヘ
の
改
組
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
も
そ
の
事
業
を
引
継
い
で
株
主
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ミ
ュ
ア
ル
を
中
心
と
し
た
タ
ン
カ
ー
船
団
は
帰
国
の

際
、
砂
糖
、
タ
ピ
オ
カ
、
米
な
ど
を
荷
積
み
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
－
図
が
示
す
よ
う
に
、
原
産
地
バ



　
こ
の
暴
落
の
九
〇
年
代
初
頭
は
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油
業
界
も
、
ひ
と
つ
の
転
機
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
を
端
的
に
示
す
も
の
が
、
九
二
年
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ト
ラ
ス
ト
の
解
体
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
一
時
シ

ェ
ル
か
ら
眼
を
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
石
油
に
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
1
）
　
図
国
魯
二
2
＄
害
耳
。
器
o
o
p
ヨ
自
♀
マ
旨
鼻
ー

（
2
）
　
こ
の
「
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
事
業
に
対
し
て
始
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
後
述
の
ス
エ
ズ
運
河
通
過
の
是
非
を
廻

　
る
論
争
の
時
、
そ
の
反
対
者
た
ち
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

（
3
）
　
一
八
八
○
年
代
に
は
石
油
は
専
ら
灯
油
と
し
て
利
用
さ
れ
た
、
O
o
三
｝
蜜
o
穿
り
↓
箒
○
苧
≦
帥
『
一
や
ド

（
4
）
　
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
」
の
歴
史
に
関
し
て
は
最
も
権
威
の
あ
る
≦
・
卑
勲
言
国
・
属
置
ざ
空
o
器
R
言
α
q
3
国
お
切
島
ぎ
窃
聾
頃
巨
o
蔓

　
o
｛
o
o
＄
＆
貰
α
9
一
〇
〇
ヨ
唱
彗
『
（
這
軌
q
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
＞
・
竃
o
ぼ
・
o
や
o
霊
マ
8
・
な
お
、
コ
ー
カ
サ
ス
石
油
の
占
有
率
に
関
し
て
は
、
本
稿
三
九
八
頁
の
付
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
ω
『
o
＝
齪
日
窃
噌
》
冥
㌧
這
鴇
，
マ
一
〇
に
転
載
さ
れ
た
「
東
京
日
々
新
聞
」
の
記
事
。

（
7
）
　
最
初
こ
の
話
を
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
持
ち
か
け
た
の
は
「
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
形
成
の
陰
の
人
で
あ
り
、
国
際
的
な
船
舶
プ
・
ー
カ
ー
た
る
F
・
レ
ー

　
ン
で
あ
り
、
彼
は
ブ
ニ
ト
（
後
述
）
の
在
・
ン
ド
ン
代
表
を
兼
ね
て
お
り
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
東
洋
に
お
け
る
伝
統
的
地
盤
を
利
用
し
て
、
・
シ
ア
石

　
油
の
販
売
に
乗
り
出
す
こ
と
を
勧
誘
し
た
。
な
お
、
F
・
レ
ー
ン
億
シ
ェ
ル
の
創
立
と
と
も
に
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。
付
言
す
れ
ぱ
、
バ
ラ
積

　
で
石
油
を
輸
送
．
販
売
す
る
に
は
、
主
要
港
に
石
油
タ
ン
ク
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
出
来
る
だ
け
極
秘
裏
に
遂
行
し
た
の
が
サ
ム

　
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
お
お
む
ね
成
功
し
た
が
、
最
大
の
狂
い
は
最
終
消
費
者
ま
で
バ
ラ
販
売
す
る
こ
と
を
消
費
者
自
身
欲
し
な
か
っ
た
た
め
に

　
そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
石
油
タ
ン
ク
と
並
ん
で
ブ
リ
キ
罐
工
揚
が
急
ぎ
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
n
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
三



　
　
　
　
一
橋
大
学
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1
1
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2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
四

（
8
）
　
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
「
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
」
は
一
八
九
〇
年
三
月
一
五
日
号
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
石
油
の
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ラ
積
輸
送
の
た
め
に
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
タ
ン
カ
ー
利
用
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
公
衆
の
注
意
を
引
い
て
き
た
」
（
傍
点
引
用
者
）
。

（
9
）
　
「
シ
ン
ジ
ー
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
最
初
の
タ
ン
カ
ー
「
ほ
ね
貝
丸
」
（
．
冒
旨
貧
、
）
は
四
〇
〇
〇
ト
ン
の
積
載
能
力
を
誇
り
、
一
八
九
二
年
八
月
二
四

　
日
ス
エ
ズ
運
河
を
初
通
過
し
た
。
そ
れ
以
前
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
影
響
下
に
あ
る
」
強
力
な
「
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
が
、
石
油
を
バ
ラ
積
み
で
ス
エ
ズ
を

　
通
過
す
る
と
い
う
噂
が
広
ま
り
、
全
国
的
な
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
同
年
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
庶
民
院
で
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

　
政
府
の
基
本
的
態
度
は
規
約
が
守
ら
れ
る
限
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
こ
れ
に
干
渉
す
る
権
利
は
全
く
な
い
、
と
い
う
に
あ
っ
た
。
O
o
鼻
鳴
畦
一
5
ヨ
o
早

　
鼠
蔓
U
o
σ
舞
o
の
㌧
閏
o
自
誓
ω
R
●
触
＜
〇
一
。
目
一
一
ひ
＄
ー
N
O
”
＜
o
一
，
矩
リ
ニ
O
、
8
轟
－
鈎
一
旨
O
I
一
”
旨
O
P
一
8
一
ー
ド
＜
〇
一
り
＜
、
ω
O
I
一
一
ま
o
。
ー
P

　
頓
＆
1
♪
ひ
8
f
い
㌧
一
〇
＆
1
鉾
一
N
o
o
刈
ー
鐙
一
“
蜜
l
o
o
”
一
蕊
O
I
一
，

　
　
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
強
力
な
反
対
運
動
を
指
導
し
た
の
は
、
だ
い
た
い
三
つ
の
集
団
か
ら
成
っ
て
い
た
。
第
一
は
ア
メ
リ
カ
石
油
の
輸
出
に
従
事

　
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
配
船
業
者
、
第
二
は
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
錫
板
製
造
業
者
、
彼
ら
は
ド
ラ
ム
カ
ン
需
要
の
減
少
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
ブ

　
リ
ス
ト
ル
を
中
心
に
し
た
西
部
の
小
規
模
な
石
油
販
売
業
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
同
時
に
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
こ
れ
ら
反
対
運
動
の
資
金
は
ス
タ
ン
ダ
ー

　
ド
か
ら
そ
の
イ
ギ
リ
ス
販
売
会
社
た
る
「
ア
ン
グ
ロ
”
ア
メ
リ
カ
石
油
」
を
通
じ
て
流
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
O
o
鼻
↓
冨
国
8
き
ヨ
一
。
。
戸

　
蜜
畦
・
以
一
〇
〇
3
》
リ
マ
㌣
無
園
・
田
o
目
β
口
島
o
℃
■
9
f
唱
℃
」
一
q
～
曽
．
な
お
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
」
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
計
画
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。

　
9
獣
円
ざ
問
8
ぎ
ヨ
算
”
冒
p
o
一
〇
。
8
“
三
舞
二
一
。
。
塗

（
1
0
）
　
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
運
河
当
局
の
買
収
と
い
う
疑
惑
に
対
し
て
、
サ
ミ
．
一
ア
ル
の
行
動
の
規
範
は
「
社
会
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
」
こ
と
に
あ
り
、

　
当
時
・
ン
ド
ン
市
会
議
員
へ
の
出
馬
の
話
が
あ
っ
た
彼
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
種
に
な
る
よ
う
な
行
為
に
手
を
染
め
る
は
ず
が
な
い
と

　
強
く
サ
ミ
ュ
ア
ル
を
弁
護
レ
て
い
る
。

（
n
）
　
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
石
油
の
輸
送
費
は
約
三
分
の
一
節
約
出
来
た
と
言
わ
れ
る
。



（
1
2
）
　
園
，
国
o
霞
首
自
霧
㌧
o
マ
9
f
や
一
一
P

（
1
3
）
　
一
ま
“
マ
ま
避
な
お
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ト
」
の
形
成
に
参
加
し
た
企
業
は
十
二
で
あ
っ
た

　
と
言
わ
れ
る
。
O
o
鼠
、
目
げ
o
ω
9
『
呂
U
o
o
■
“
⊃
9
む
O
潮
マ
旨
O
O
ー

八
1
4
）
男
ρ
o
臼
。
ぎ
p
＝
算
。
蔓
。
h
夢
①
国
。
這
u
旨
F
く
。
＝
一
も
」
一
p

（
1
5
）
　
ロ
シ
ア
石
油
の
事
情
に
つ
い
て
は
本
稿
第
一
章
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
6
）
　
「
プ
ニ
ト
」
は
以
前
「
ワ
ル
ラ
ス
兄
弟
商
会
」
（
乏
毘
帥
8
ω
3
昏
R
の
）
次
に
「
マ
シ
ス
ン
商
会
」
（
旨
竃
p
島
。
ω
。
ロ
）
と
東
洋
に
輸
出
す
る
ヶ

　
ー
ス
・
オ
イ
ル
（
ド
ラ
ム
カ
ン
入
り
石
油
を
さ
ら
に
木
枠
で
捕
護
し
た
も
の
）
の
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
た
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
競
争
が
激
し

　
く
う
ま
味
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
と
の
契
約
は
一
八
九
一
年
末
成
立
し
た
が
、
こ
の
文
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス

　
は
バ
ル
ク
・
オ
イ
ル
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
買
入
価
楕
は
、
バ
ツ
ー
ム
灯
油
の
f
．
。
。
b
地
方
価
格
ブ

　
ラ
ス
「
プ
ニ
ト
」
の
た
め
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
支
払
方
法
は
三
－
四
ケ
月
手
形
で
あ
り
、
こ
れ
で
サ
、
、
、
ユ
ア
ル
の
運
転
資
金

　
は
著
し
く
節
約
さ
れ
た
が
、
価
格
そ
の
も
の
は
決
し
て
安
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

（
1
7
）
　
と
り
あ
え
ず
＞
り
7
8
ぼ
、
ε
且
f
や
巽
な
ど
参
照
。

四

　
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
と
こ
れ
か
ら
述
べ
る
と
こ
ろ
の
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
石
油
会
社
と
は
、
二
点
に
お
い
て
著
し
い
対
照
を
示
し

て
い
る
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
第
一
点
は
、
前
者
が
パ
ー
ト
ナ
i
制
か
ら
出
達
し
て
漸
次
自
己
資
本
を
蓄
積
し
た
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
個
人
的
色
彩
の
強
い
企
業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
が
当
初
か
ら
資
本
を
公
開
し
た
株
式
会
社
と
し
て
生
誕
し
た
と
い
う
点
。
第
ニ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
u
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
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商
学
研
究
　
n
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
六

は
、
前
者
が
石
油
産
業
の
流
通
部
門
を
基
盤
に
成
長
し
た
の
に
対
し
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
後
述
の
よ
う
に
採
油
部
門
に
根
を
下
し
て
、

徐
々
に
地
盤
を
確
立
し
た
と
い
う
点
。
こ
の
第
二
点
は
、
合
併
後
の
今
日
に
お
い
て
さ
え
、
ヘ
イ
グ
で
は
専
ら
採
油
・
技
術
開
発
を
担
当

し
、
・
ン
ド
ン
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
受
持
つ
と
い
う
形
で
引
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
お
お
い
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
に
お
け
る
油
田
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
鎖
鎖
な
前
近
代
的
土
地
制
度
の
た
め

に
、
開
発
は
甚
だ
し
く
立
ち
お
く
れ
て
い
た
。
の
ち
に
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
に
と
り
金
の
卵
と
な
っ
た
テ
ラ
ガ
・
サ
イ
ド
（
月
。
冨
撃
留
－

　
　
（
2
）

一
α
）
油
田
の
そ
も
そ
も
の
発
見
者
ゼ
イ
ル
ケ
ル
（
N
轄
犀
R
）
に
つ
い
て
は
、
種
々
伝
説
じ
み
た
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
こ
こ
で
は
全
く
触
れ
る
必
要
は
な
い
。
必
要
な
こ
と
は
、
の
ち
に
石
油
業
界
で
そ
の
生
命
の
長
い
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
「
テ
ラ

“
　
　
　
　
　
Φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

カ
．
タ
ン
カ
ル
一
号
油
井
」
（
日
。
一
卑
σ
q
帥
ゴ
ヨ
器
筥
）
の
発
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
集
め
た
資
金
は
底
を
つ
き
、
最
後
に
現
地
オ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ダ
鉱
山
局
の
援
助
、
と
り
わ
け
、
有
能
な
鉱
山
技
師
フ
ェ
ン
ネ
マ
（
閏
Φ
毒
Φ
ヨ
費
）
の
水
も
漏
ら
さ
ぬ
計
画
に
支
え
ら
れ
て
、
石
油
が
現
に

生
産
さ
れ
な
け
れ
ぱ
資
金
が
集
ま
ら
な
い
、
資
金
が
集
ま
ら
な
け
れ
ぱ
石
油
の
試
掘
か
ら
販
売
ま
で
の
道
も
開
け
な
い
と
い
う
当
時
の
悪

　
　
　
　
　
（
5
）

循
環
を
た
ち
切
り
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
生
誕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
の
設
立
に
際
し
て
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
た
数
名
の
オ
ラ
ン
ダ
財
界
人
が
い
た
。
ま
ず
指
を
折
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
前
ジ
ャ
ヴ
ァ

銀
行
頭
取
フ
ァ
ン
．
デ
ン
・
ベ
ル
ヒ
（
＜
目
（
一
窪
ω
。
品
）
で
あ
り
、
彼
は
以
前
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
開
発
に
は
母
国
か
ら
の
資
本
輸

出
が
不
可
欠
で
あ
る
と
説
い
て
、
そ
れ
に
適
合
的
な
金
融
機
関
の
改
革
を
促
進
し
て
き
た
。
か
く
し
て
彼
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
前
身

と
も
言
え
る
「
前
ス
マ
ト
ラ
石
油
会
社
」
（
＜
8
ユ
8
℃
お
o
望
ヨ
魯
声
零
窪
9
實
昂
客
舞
錺
o
ぎ
一
も
ご
）
の
経
営
に
も
参
画
し
、
来
る
べ
き

新
会
社
の
会
長
の
席
に
着
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



　
ま
た
短
期
間
で
あ
っ
た
が
前
植
民
地
総
督
フ
ァ
ン
・
レ
ー
ス
（
＜
き
男
。
¢
。
。
）
も
役
員
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
他
に
、
マ

ネ
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
と
し
て
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
の
築
港
工
事
で
名
を
あ
げ
た
デ
・
ヘ
ル
デ
ル
（
U
o
O
①
一
α
曾
）
が
迎
え
ら
れ
、
本
国
と

の
関
係
で
は
、
下
院
議
員
で
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
の
貿
易
商
人
・
イ
テ
ル
・
ゼ
イ
ル
ケ
ル
（
9
■
q
留
国
。
5
R
蟄
涛
①
『
）
1
企
業
の

実
質
的
創
立
者
ゼ
イ
ル
ケ
ル
の
実
兄
ー
も
取
締
役
会
に
加
わ
っ
た
。
新
株
発
行
に
当
っ
て
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
代
表
と
な
っ
た
も
の
は

G
・
C
・
B
・
ダ
ン
・
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
専
ら
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
ヒ
の
儘
力
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
は
こ
の
企
業
に
「
・
イ
ア

ル
」
の
名
を
冠
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
一
般
に
オ
ラ
ン
ダ
経
済
は
自
由
主
義
的
伝
統
が
強
く
、
こ
の
帝
国
主
義
期
に
お
い
て
も
こ
の
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

統
が
し
ば
し
ば
強
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
創
立
ま
で
の
事
情
を
考
え
る
と
、
国
家
と
の
結
び
つ
き
が
こ
こ
で
も
厳
と
し
て
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
と
を
否
定
出
来
な
い
。
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
凋
落
し
つ
つ
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
経
済
の
起
死
回
生
の
期
待
を
一
身
に

に
な
っ
て
産
ま
れ
た
企
業
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
か
く
し
て
一
一
〇
万
ギ
ル
ダ
の
株
式
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
発
行
市
揚
に
お
い
て
調
達
せ
ら
れ
た
。
ゼ
イ
ル
ケ
ル
は
こ
れ
と
は
別
に
、
一

七
万
一
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
の
現
金
と
二
〇
〇
株
の
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
株
式
を
受
取
り
、
後
者
は
そ
の
殆
ど
が
「
前
ス
マ
ト
ラ
石
油
会
社
」

の
出
資
者
に
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
株
式
市
揚
は
熱
狂
的
歓
迎
を
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
、
応
募
は
四
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

五
倍
に
達
し
て
、
こ
れ
を
比
例
配
分
し
て
割
当
株
数
を
決
め
る
と
い
う
ほ
ど
の
好
調
で
あ
っ
た
。

　
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
成
功
裏
に
終
っ
た
株
式
発
行
の
背
後
に
は
、
デ
・
ヘ
ル
デ
ル
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
綿
密
な
事
業
計
画

案
の
提
出
が
存
在
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
精
油
所
そ
の
他
固
定
投
資
と
営
業
資
金
の
所
要
額
は
、
以
前
フ
ェ
ン
ネ
マ
の
行
な

っ
た
精
緻
を
き
わ
め
た
試
算
額
が
そ
の
ま
ま
計
上
せ
ら
れ
、
合
計
し
て
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
も
新
資
本
金
で
ま
か
な
う

　
　
　
　
　
ダ
ソ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八

こ
と
が
出
来
た
。
需
要
の
測
定
は
次
の
よ
う
に
試
算
さ
れ
た
。
ま
ず
販
売
圏
を
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
諸
島
お
よ
び
海
峡
植
民
地
と
い
う
近
辺

に
限
定
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
に
対
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
輸
出
は
、
鉱
山
局
の
言
明
に
従
え
ば
八
六
年
に
一
〇
ガ
・
ン
入
り
約

二
七
〇
万
ケ
ー
ス
（
箱
）
、
海
峡
植
民
地
に
三
四
万
ガ
・
ン
、
印
度
に
三
二
〇
〇
万
ガ
・
ン
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
若
し
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
が
一
ケ
ー
ス
こ
れ
ら
の
地
方
で
二
・
六
七
ギ
ル
ダ
で
販
売
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
れ
を
基
礎
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
五
分
の
一
の

消
費
量
を
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
確
保
し
、
価
格
が
た
と
え
ニ
ギ
ル
ダ
に
低
下
し
た
と
し
て
も
、
年
に
一
二
万
三
二
五
〇
ギ
ル
ダ
の
原
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

償
却
後
、
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
が
出
来
る
と
い
う
の
が
、
彼
ら
経
営
者
側
の
試
算
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
色
の
将
来
に
包
ま

れ
て
「
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
石
油
会
社
」
（
X
9
冒
彗
陣
讐
¢
2
9
ぎ
ユ
p
コ
房
o
冨
客
墨
誘
3
省
℃
二
3
け
窪
覧
o
洋
暮
5
く
目
℃
卑
吋
o
一
Φ
β
ヨ
甲

耳
o
弓
魯
言
2
簿
箒
ユ
き
房
。
げ
註
＆
9
園
2
包
U
g
叶
9
9
一
9
ヨ
冒
ξ
）
は
資
本
金
の
調
達
を
終
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
国
民
の
期
待
を

集
め
て
石
油
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
直
ち
に
工
場
建
設
に
着
手
さ
れ
た
が
、
当
時
世
界
の
石
油
業
界
を
支
配
し
て
い
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
事
業
内
容
に
お
け
る
根
本
的
相

違
は
、
次
の
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
採
油
部
門
に
当
初
手
を
染
め
ず
、
精
製
・
輸
送
・
販
売
部
門
を
軸
に
カ
の
弱
い

産
油
業
者
を
次
々
に
支
配
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
採
油
か
ら
販
売
ま
で
を
一
貫
事
業
と
し

て
、
自
ら
の
手
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
競
争
に
お
い
て
重
要
な
部
門
は
ド
ラ
ム

カ
ン
製
造
で
、
錫
板
の
生
産
地
ウ
ェ
イ
ル
ズ
か
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
ヘ
の
運
送
費
は
当
ス
マ
ト
ラ
の
ラ
ン
カ
ッ
ト
ヘ
の
そ
れ
よ
り
若
干
な
り

と
も
安
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
当
地
の
安
い
労
働
力
に
よ
り
補
わ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
築
港
・
軌
道
な
ど
の
間
接
投
資
は
殆

ど
予
算
内
で
達
成
す
る
，
こ
と
が
出
来
た
。
精
製
装
置
は
専
ら
ア
メ
リ
カ
の
も
の
が
採
用
さ
れ
た
。
本
国
の
工
業
水
準
の
低
さ
か
ら
、
タ
ン



ク
と
か
架
橋
工
事
は
ベ
ル
ギ
企
業
の
手
に
落
ち
、
工
揚
の
大
部
分
は
ド
イ
ツ
、
軌
道
用
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
、
錫
板
は
イ
ギ
リ
ス
、
母
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

企
業
が
受
注
に
成
功
し
た
の
は
唯
ボ
イ
ラ
ー
の
み
で
あ
っ
た
。

　
現
地
パ
ン
カ
ラ
ン
臥
ブ
ラ
ン
ダ
ン
（
勺
目
讐
貧
雪
ω
霞
且
雪
）
の
工
場
建
設
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
の
計
画
通
り
に
は
進
行
し
な
か
っ

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
地
で
入
手
し
得
る
労
働
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た
価
値
観
と
労
働
慣
行
を
身
に
つ
け
た

「
前
期
的
労
働
者
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
机
上
の
プ
グ
ン
を
狂
わ
せ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
中
国
か
ら
海
を
渡
っ
て
来
た
苦
力
で
あ
っ
た
。
図

体
幾
人
の
彼
ら
の
生
命
が
こ
の
輝
か
し
い
大
事
業
の
美
名
の
も
と
に
失
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
筆
者
が
と
り
わ
け
強
調
し

た
い
と
二
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
近
代
的
巨
大
独
占
体
に
対
抗
し
得
た
・
イ
ア
ル
・
・
ダ
ッ
チ
が
、
最
後
に
そ
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
た
も
の
は
両
者
に
お
け
る
労
賃
の
差
、
す
な
わ
ち
後
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
植
民
地
に
お
け
る
安
い
労
働
力
の
価
値
を
、
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

そ
の
価
値
以
下
の
賃
金
で
購
入
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
弱
小
生
産
者
を
支
配
す
る
そ
の
無
慈
悲
な
手
口
は
余

り
に
も
周
知
で
あ
る
が
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
の
場
合
は
、
搾
取
さ
れ
た
者
が
そ
れ
を
伝
え
る
手
段
さ
え
な
か
っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。

第
二
油
井
「
テ
ラ
ガ
・
バ
ル
」
（
円
o
す
窓
ω
曽
置
）
の
成
功
は
、
現
地
の
経
営
者
の
努
力
と
と
も
に
、
彼
ら
労
働
者
の
文
字
通
り
血
と
汗
の

結
晶
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
敷
設
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
っ
て
精
油
所
の
蒸
溜
器
に
原
油
が
「
殆
ど
想
像
出
来
な
い
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
で
」
流
れ
込
ん
だ
の
は
、
九
二
年
二
月
二
八
日
早
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
生
産
は
軌
道
に
乗
っ
た
が
、
精
油
所
の
改
造
、
生
産
拡
大
に
と
も
な
い
営
業
資
金
が
不
足
し
始
め
た
。
設
備
投
資
の
節
約
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
若
干
営
業
資
金
を
喰
い
つ
ぶ
し
た
。
銀
行
か
ら
の
借
入
か
増
資
か
い
ず
れ
か
の
道
が
迫
ら
れ
た
。
最
初
前
者
が

選
ば
れ
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
銀
行
の
二
行
に
打
診
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
不
成
功
に
終
っ
た
。
理
由
は
種
々
あ
っ
た
が
、
根
本
的
に
は
オ
ラ
ン

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
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報
　
商
学
研
究
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1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇

ダ
国
民
経
済
の
体
質
、
つ
ま
り
、
貿
易
立
国
の
た
め
工
業
融
資
を
目
的
と
し
た
投
資
銀
行
、
と
り
わ
け
、
長
期
貸
付
に
応
じ
得
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

体
制
が
銀
行
の
方
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
、
折
か
ら
「
大
不
況
」
期
に
数
多
く
の
プ
ラ
ン
タ
ー

が
破
産
し
て
債
権
の
回
収
が
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
銀
行
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
保
守
的
に
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
増
資
が
企
画
さ
れ
た
。
財
務
委
員
会
は
一
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
の
資
本
金
増
加
を
決
め
、
さ
し
あ
た
り
四
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
が
発
行
市

揚
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
引
受
は
予
想
以
上
に
好
調
で
あ
っ
た
が
、
折
か
ら
灯
油
価
格
の
暴
落
を
背
景
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
て
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
株
は
売
の
対
象
と
な
り
、
会
社
は
増
資
を
達
成
す
る
た
め
に
極
密
に
市
揚
で
買
支
え
を
行
な
っ
た
。
付
言
す

れ
ば
、
こ
の
東
洋
に
お
け
る
灯
油
価
格
の
下
落
こ
そ
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
「
タ
ン
ク
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
ス
エ
ズ
運
河
通
過
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

て
巻
き
起
さ
れ
た
旋
風
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
九
一
年
に
行
な
わ
れ
た
無
理
な
買
い
支
え
の
も
と
で
の
増
資
は
完
全
な
失
敗
に
終
っ
た
が
、
し
か
し
、
当
面
こ
の
結
果
、
損
失
を

受
け
た
の
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
で
あ
り
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
資
金
の
調
達
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
だ
が
、
発
足
と
同
時
に
起
っ
た
こ
の
市
揚
価
格
の
低
落
は
予
期
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
事
業
は
当
初
か
ら
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
現
地
の
経
営
者
ウ
ォ
デ
ル
（
薯
＆
号
δ
は
こ
の
事
態
に
対
処
し
て
生
産
制
限
を
行
な
う
一
方
、
以
前
か
ら
面
識
の
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

1
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
ー
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
秘
密
交
渉
を
持
っ
た
り
し
た
。
彼
は
事
業
の
将
来
に
対
し
て
悲
観
的
で
あ

り
、
企
業
が
破
綻
し
な
い
う
ち
に
身
売
り
す
る
と
い
う
案
を
取
締
役
会
に
提
出
し
た
。
デ
・
ヘ
ル
デ
ル
も
こ
れ
を
支
持
し
た
が
、
彼
ら
は

少
数
派
で
あ
り
、
役
員
会
は
二
つ
に
分
裂
し
、
今
ま
で
現
地
に
赴
く
こ
と
な
く
采
配
を
振
っ
て
い
た
ヘ
ル
デ
ル
が
退
陣
し
ヴ
ォ
デ
ル
も
続

い
て
身
を
ひ
き
、
最
後
に
そ
の
後
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
ケ
ス
ラ
（
い
》
甲
国
霧
ω
一
段
）
が
陣
頭
に



立
っ
て
企
業
を
指
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
現
地
優
先
主
義
者
で
あ
っ
た
。
「
私
の
考
え
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
経
営
者
は
火
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

の
時
以
外
に
は
、
植
民
地
で
起
っ
た
問
題
に
対
し
て
嘱
を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
」
、
と
書
き
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
日
で
は
国
際
企

業
経
営
の
原
則
と
し
て
認
知
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
彼
が
既
に
経
営
方
針
と
し
て
と
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

　
し
か
し
、
当
面
は
ケ
ス
ラ
の
指
揮
の
も
と
に
お
い
て
も
銀
行
の
援
助
は
望
み
得
ず
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
灯
油
販
売
契
約
を
結
ぶ
こ
と
も
不

可
能
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
欲
し
た
も
の
は
長
期
か
つ
大
量
の
石
油
供
給
源
で
あ
り
、
僅
か
二
本
の
油
井
に
頼
る
当
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

は
こ
れ
に
答
え
る
資
格
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
九
三
年
三
月
ウ
ォ
デ
ル
が
そ
の
職
を
辞
め
た
時
、
生
産
額
は
僅
か
月
産
一
万
八
五

二
五
ケ
ー
ス
に
ま
で
落
ち
て
い
た
。

（
1
）
　
も
っ
と
も
こ
れ
は
採
油
の
見
通
し
が
つ
い
て
か
ら
の
話
で
石
油
開
発
会
社
と
し
て
発
足
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
2
）
　
「
テ
ラ
ガ
・
サ
イ
ド
」
と
は
ゼ
イ
ル
ケ
ル
の
保
有
し
た
採
鉱
区
権
に
含
ま
れ
た
地
域
の
一
部
を
指
す
名
称
で
あ
る
。

（
3
）
　
一
八
八
○
年
ツ
ィ
ル
ケ
ル
は
石
油
の
埋
蔵
を
確
か
め
、
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
現
地
の
商
社
か
ら
企
業
が
発
足
し
た
場
合
三
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
の

　
出
資
と
交
換
に
二
株
を
与
え
る
と
い
う
条
件
で
出
費
を
つ
の
り
、
「
前
ス
マ
ト
ラ
石
油
会
社
」
（
＜
8
二
〇
〇
且
α
q
①
貿
ヨ
鉢
冨
勺
9
3
一
雲
ヨ
冒
器
デ

　
9
も
呂
）
を
創
出
し
た
。
こ
れ
が
本
文
で
触
れ
る
よ
う
に
・
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
の
前
身
で
あ
る
。
9
鼻
蜀
ρ
O
R
お
誘
o
P
鼠
一
。
・
8
q
o
｛
9
Φ

　
園
o
冤
巴
U
舞
o
F
く
o
一
・
日
（
G
鴇
y
マ
密
ー

（
4
）
　
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
の
鉱
山
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
師
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
報
告
書
は
単
に
技
術
面
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
私
企
業
と
し
て

　
採
算
に
乗
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
の
成
立
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
原
価
計
算
は
当
時
と
し

　
　
　
　
ダ
ソ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
一
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三
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て
は
真
に
精
緻
の
一
語
に
尽
き
る
も
の
で
、
ま
ず
生
産
量
を
ひ
か
え
目
に
年
一
五
万
箱
（
一
箱
は
一
〇
ガ
・
ン
入
り
ド
ラ
ム
カ
ン
ニ
つ
）
と
仮
定
し
．

　
利
子
と
償
却
、
・
イ
ア
リ
テ
ィ
、
営
業
支
出
を
算
定
し
て
、
原
油
価
格
を
計
算
し
、
さ
ら
に
精
製
．
包
装
費
．
輪
送
費
を
考
慮
し
た
上
で
ス
タ
ン
ダ

　
ー
ド
製
品
と
比
較
し
、
結
論
と
し
て
「
石
油
は
最
近
の
最
安
値
で
も
、
ペ
ナ
ン
あ
る
い
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
利
潤
を
も
た
ら
し
て
販
売
出
来
る
」
と

　
報
告
し
て
い
る
。
O
O
糞
一
玄
“
署
・
o
。
令
9

（
5
）
　
も
っ
と
も
二
〇
世
紀
に
入
る
と
後
述
す
る
よ
う
に
石
油
開
発
会
社
自
体
が
大
手
を
ふ
っ
て
・
ン
ド
ン
株
式
市
場
に
上
揚
さ
れ
、
資
金
を
募
る
こ

　
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
第
一
章
第
七
節
参
照
。

（
6
）
　
以
下
の
叙
述
は
す
ぺ
て
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
の
労
作
に
負
う
て
い
る
。

（
7
）
　
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
も
「
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
史
」
の
各
所
で
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
経
済
の
体
質
の
形
成

　
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
秀
れ
た
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
大
塚
久
雄
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
型
貿
易
国
家
の
生
成
」
（
「
西
洋
経
済
史

　
講
座
」
第
四
巻
収
録
）
石
坂
昭
雄
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
近
代
財
政
の
成
立
」
（
「
社
会
科
学
研
究
第
十
八
巻
第
二
。
三
号
収
録
）
な
ど
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

後
述
す
る
が
　
こ
の
点
で
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
シ
ェ
ル
と
む
し
ろ
対
照
的
で
さ
え
あ
る
。

ー
ρ
O
o
目
9
8
P
o
マ
9
f
サ
O
鉾
な
お
発
足
当
時
の
株
主
に
つ
い
て
は
同
書
一
〇
二
頁
参
照
。

H
げ
往
こ
唱
㌻
O
o
o
占
O
N
■

一
げ
置
‘
マ
＝
命

フ
ェ
ン
ネ
マ
の
報
告
書
で
も
、
デ
・
ヘ
ル
デ
ル
の
事
業
計
画
で
も
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
比
較
し
て
労
賃
が
安
い
こ
と
は
そ
の
企
業
化
を
可
能
と

　
す
る
結
論
の
重
要
な
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
B
）
　
こ
の
テ
ラ
ガ
・
サ
イ
ド
油
田
の
原
油
は
、
比
重
○
・
七
八
七
で
ア
メ
リ
カ
と
か
ロ

　
ソ
リ
ン
生
産
に
最
適
で
あ
っ
た
。

シ
ア
原
油
と
比
較
す
る
と
最
も
軽
質
油
の
部
類
に
入
ウ
、
ガ



（
1
4
）
　
前
記
註
（
7
）
の
邦
語
文
献
参
照
。

（
1
5
）
　
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
株
価
に
関
し
て
は
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
の
労
作
第
一
巻
二
八
一
頁
参
照
。
．
｝
れ
を
見
る
と
明
ら
か
に
同
社
が
意
識
的
に

　
買
支
え
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
は
既
述
の
よ
う
に
バ
ク
ー
原
油
も
価
下
り
し
て
い
た
。

（
1
7
）
　
男
ρ
O
o
旨
o
訂
o
戸
o
マ
o
津
・
㌧
ヤ
一
象
・

（
1
8
）
　
H
げ
こ
■
，
マ
一
鶏
・

（
1
9
）
　
H
げ
箆
こ
℃
・
一
ひ
一
・

五

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
列
強
の
石
油
資
本
の
渦
巻
い
た
コ
ー
カ
サ
ス
油
田
地
帯
の
開
発
を
瞥
見
し
よ
う
。

　
一
八
七
八
年
、
・
シ
ア
は
単
独
で
ト
ル
コ
と
開
戦
し
て
こ
れ
を
破
り
、
サ
ン
ロ
ス
テ
フ
ァ
ノ
条
約
を
結
ん
で
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、

モ
ン
テ
ネ
グ
・
を
独
立
さ
せ
た
ほ
か
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
自
己
の
保
護
領
と
し
た
。
こ
の
・
シ
ァ
の
行
為
は
他
の
列
強
を
刺
激
し
、
ビ
ス
マ

ル
ク
の
調
停
に
よ
り
同
年
ウ
ィ
ー
ン
会
議
が
開
か
れ
、
・
シ
ア
の
政
策
は
大
幅
な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
問
題
の
地
中
海
へ
の
進

出
の
襖
と
な
る
バ
ツ
ー
ム
港
を
掌
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
油
田
と
並
ん
で
古
い
歴
史
を
誇
る
バ
ク
ー
油
田
が
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
れ
が
バ
ツ
ー
ム
と
い
う
輸
出
港
を
獲
得
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
精
油
税
が
廃
止
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
石
油
に
高
率
関
税
が
課
せ
ら
れ
た
一
八
七
七
年
以
来
、
こ
の
油
田
地
帯
に
は
小
生
産
者
が
乱
立
し
た

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
目
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
1
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1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
四

が
、
ど
の
地
に
お
い
て
も
と
り
わ
け
石
油
産
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
短
期
間
に
集
中
が
進
行
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
最
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

・
シ
ア
に
帰
化
し
た
か
の
有
名
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ノ
ー
ベ
ル
家
（
夢
0
2
0
ぎ
芭
で
、
持
前
の
化
学
技
術
に
よ
っ
て
生
産
部
門
の

改
良
踊
技
術
革
新
に
成
功
し
、
連
続
蒸
溜
装
置
を
発
明
し
た
。
し
か
し
、
生
産
性
が
如
何
に
向
上
し
よ
う
と
も
、
生
活
水
準
の
低
い
ロ
シ

ア
国
民
に
の
み
当
地
の
精
油
販
売
が
限
定
さ
れ
て
い
た
ら
、
そ
の
発
展
は
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ノ
ク
ー
と
バ
ツ
ー
ム
港
と
を
結
ぶ
「
ト
ラ
ン
ス
．
コ
ー
カ
シ
ア
ン
鉄
道
」
さ
え
も
、
運
賃
の
不
安
定
と
積
載
量
上
の
制
限
か
ら
、
石
油
輸

出
の
手
段
と
し
て
十
全
な
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
八
六
年
、
ノ
ー
ベ
ル
は
彼
の
指
導
の
も
と
で
他
の
五
名
の
生
産
業
者
と
組
ん
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
た
め
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

を
形
成
し
、
供
給
過
剰
か
ら
来
る
価
格
低
落
防
止
の
た
め
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
交
渉
に
入
っ
た
。
だ
い
た
い
コ
ー
カ
サ
ス
産
の
石
油
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

世
界
市
揚
で
問
題
に
な
り
始
め
る
の
は
、
こ
の
頃
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
灯
油
需
要
も
ガ
ス
燈
を
駆
逐
し
つ
つ
増
大
し
て
い

（
5
）
た
。
こ
の
よ
う
な
需
要
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
産
油
業
界
が
生
産
制
限
に
入
り
価
値
も
下
落
し
つ
つ
あ
っ
た
の
は
、
よ
り
高

い
生
産
増
加
率
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
想
は
肝
心
の
対
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
交
渉
が
失
敗
し
た
た
め
実

現
を
み
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
の
記
す
と
こ
ろ
で
、
　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
記
事
と
喰
違
う
が
、
恐
ら
く
前
者
が
よ
り

　
　
　
　
（
6
）

確
実
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
九
年
以
降
、
ノ
ー
ベ
ル
家
に
つ
ぐ
精
油
業
者
に
な
る
パ
リ
・
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
こ
の
時
小
生
産
者
に
、
輸

出
余
力
の
あ
る
石
油
を
彼
に
売
る
と
い
う
条
件
で
、
タ
ン
ク
車
購
入
の
た
め
の
資
金
貸
付
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
リ
・
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
は
、
中
東
の
鉄
道
証
券
発
行
の
引
受
業
者
と
し
て
漸
次
こ
の
地
方
に
輸
出
業
者
と
し
て
も
利
害
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

縁
と
な
っ
て
石
油
輸
出
業
に
手
を
出
す
に
至
っ
て
い
た
。



　
と
こ
ろ
で
、
バ
ク
ー
の
石
油
価
格
は
九
三
年
に
至
る
ま
で
低
落
を
続
け
、
同
年
に
は
「
前
例
の
な
い
低
価
格
」
（
「
エ
コ
ノ
、
・
、
ス
ト
」
）
に

　
　
　
（
8
）

達
し
て
お
り
、
火
急
の
対
策
が
望
ま
れ
て
い
た
。
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
八
六
年
の
際
に
は
新
参
者
と
し
て
ノ
ー
ベ
ル
の
指
導
に
従
っ
た
が
、

今
回
は
指
導
者
と
し
て
バ
ク
ー
精
油
業
者
の
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
む
シ
ン
ジ
ヶ
i
ト
を
組
織
し
た
。
バ
ク
ー
石
油
の
輸
出
比
率
は
、
わ

れ
わ
れ
が
次
表
で
見
る
よ
う
に
八
八
年
以
降
顕
増
し
つ
つ
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
輸
入
量
に
お
い
て
も
こ
の
事
情
を
読
取
る
こ
と
が

　
（
9
）

出
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
よ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
交
渉
は
、
八
六
年
の
そ
れ
と
は
逆
の
理
由
か
ら
、
仮
調
印
に
達
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
泡
に
帰
し
た
。
つ
ま
り
、
今
度
は
・
シ
ァ
産
油
業
者
の
統
一
は
堅
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
が
独
立
業
者
を
統
卒
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
九
四
年
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
も
こ
の
パ
リ
会
談
が
失
敗
に
終
っ
た

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
九
四
年
に
は
こ
の
独
立
業
者
を
職
滅
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
価
下
げ
攻
撃
が
か
け
ら
れ
、
価
格
は
さ
ら

に
低
落
を
続
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
一
八
九
五
年
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
は
国
際
カ
ル
テ
ル
を
狙
っ
た
．
ハ
リ
会
談
は
失
敗
に
帰
し
た
と
再
度
報
じ
た
が
、
実
は
交
渉
は
報
道

陣
も
眼
の
と
ど
か
な
い
舞
台
で
、
極
秘
裏
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
パ
リ
・
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
サ
ミ

ュ
ア
ル
の
三
者
間
の
国
際
カ
ル
テ
ル
締
結
を
廻
る
虚
々
実
々
の
取
引
は
、
国
際
石
油
資
本
の
協
調
・
衝
突
・
再
編
の
中
で
も
最
も
興
味
深

い
も
の
の
ひ
と
つ
と
断
言
出
来
よ
う
。
し
か
も
、
こ
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
最
近
、
秘
密
経
営
文
書
が
公
開
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
・
ス
チ
ャ
ル
ド
と
の
交
渉
に
失
敗
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
ブ
ニ
ト
を
通
じ
て
コ
ー
カ
サ
ス
石
油
を
長
期
契
約
で
購
入
し
て
い
る
サ
ミ

ュ
ア
ル
と
、
そ
の
・
ン
ド
ン
代
表
部
を
通
じ
て
接
触
に
当
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
ブ
ニ
ト
と
の
契
約
に
必
ず
し
も
満
足
し
て

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五



ロシア石油の占有率

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
n
・
1
2

ア メ　リ カ 口 シ ア ヨ 一　口 ッバ市場向輸出
年 輸

生 輸 輸 生 輸 輸 出 ア 口
A
口

度
出
比

出
上
ヒ

合
計
メ
リ
％ シ ％

産 出 率 産 出 率 カ ア 計

（％） （％）

1882 2，944 1，515 51 1，515 1，406

1883 2，270 1，303 57 1，303 1，188

1884 27331 1ン290 55 1，290 17179

1885 2，067 1，422 69 1y422 1，277

1886 2，611 1，457 56 1，457 1，274

1887 2，436 1ナ492 61 1，492 1，390

1888 2，100 1，417 67 449 1，866 1，016 73 383 27 1，399

1889 27800 1，559 56 1，000 574 57 2，133 1，189 73 429 27 1，618

1890 37600 1，624 45 1，200 652 54 2，276 17210 73 446 27 1，656

1891 4，300 1，772 41 1，200 740 62 2，512 1，328 72 511 28 1ア839

1892 4，000 1，713 43 1，300 791 61 2，507 1，331 73 498 27 1，829

1893 37800 1，948 51 1，400 820 59 2，777 1，530 76 471 24 2，001

1894 3，900 2ン215 57 1，100 710 65 2，947 1，627 78 466 22 2ρ93
1895 4，000 2，168 54 1，400 846 60 32044 1，813 79 473 21 2，286

アメリ
年

輸生

度

出産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
六

い
な
い
こ
と
が
分
る
と
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
本
社
は
直
ち
に

リ
ビ
ー
を
代
表
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
ー
ハ
に
向
わ
せ
た
。
し
か

し
、
彼
の
相
手
は
今
は
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
で
は
な
く
サ
ミ

ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
。
若
し
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
ブ
ニ
ト
と
の
契

約
を
破
棄
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
販
売
網
を
持
た

な
い
・
シ
ア
の
産
油
業
者
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
、
・
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
は
石
油
業
界
か
ら
姿
を
消
す
か
も
知
れ
な
い
。

他
方
、
若
し
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
提
案
に
乗

ら
な
か
っ
た
ら
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
カ
は
維
持
さ
れ
る

ぱ
か
り
か
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
提
携
の
必
要
を
改
た
め

て
認
識
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
若
し
再
度
の
交

渉
の
末
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
協
定

が
ブ
ニ
ト
の
石
油
一
括
購
入
と
い
う
形
で
結
ば
れ
れ
ぱ
、

売
る
べ
き
石
油
を
持
た
な
い
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
タ
ン
カ
i
船

団
は
干
乾
し
に
さ
れ
た
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
提
案
は
九
五
年
一
月
に
行
な
わ
れ
た



と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
即
座
に
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
提
案
は
、
一
言
で
い
え
ぱ
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
タ
ン
カ
ー
船
団
を

使
っ
て
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
石
油
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
で
売
る
こ
と
、
，
つ
ま
り
、
莫
大
な
費
用
で
船
団
を
買
収
し
、
そ
れ
を
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
組
織
に
吸
収
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
ア
メ
リ
ヵ
国
内
の
企
業
に
対
し
て
採
っ
た
経
営
方
針

と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
サ
ミ
ュ
ァ
ル
は
彼
の
育
て
上
げ
た
船
団
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
．
ジ
ャ
ッ
ク
の

旗
を
下
す
こ
と
は
、
金
銭
で
解
決
し
得
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
一
戦
を
覚
悟
の
上
で
、
彼
は
ア
】
の
提
案
を
拒
否
し

た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
交
渉
す
る
一
方
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
も
密
か
に
接
触
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
要
求
し
た
ア
メ
リ
カ
の
独
立
業
者
の
掌
握
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
国
内
で
の
値
下
げ
の
た
め
可
な
り
成
功
し
、
こ
れ
を

背
景
に
し
て
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
、
・
シ
ア
独
立
産
油
業
者
を
含
め
た
協
定
が
同
年
春
に
成
立
し
た
。

そ
れ
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
と
リ
ブ
ニ
ト
契
約
の
危
機
を
意
味
し
た
。
長
期
的
展
望
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
〇
〇
年
ブ

ニ
ト
と
の
契
約
が
切
れ
る
以
前
に
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
自
身
産
油
部
門
に
進
出
し
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
よ
う
な
一
貫
経
営
に
乗
り
出
さ
ね

ば
、
激
し
い
世
界
市
揚
競
争
で
安
定
し
た
カ
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
ボ
ル
ネ
オ

の
油
田
に
眼
を
つ
け
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
将
来
に
お
け
る
ブ
ニ
ト
と
の
絶
縁
を
考
慮
し
て
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
打
っ
た
手
は
二
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
、
「
タ
ン
ク
．
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」

を
よ
り
結
束
強
化
す
る
た
め
に
株
式
会
社
（
言
幕
a
8
ヨ
饗
ξ
）
に
改
組
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
九
七
年
に
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト
の
全
員
が
参
加
し
た
「
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
株
式
会
社
」
が
生
誕
し
た
。
当
社
の
一
〇
〇
ポ
ン
ド
株
式
一
八
○
○
○
株
の
う
ち
、
マ
ー

　
　
　
　
　
ダ
ソ
チ
随
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
八

カ
ス
が
七
五
〇
〇
株
、
サ
ム
が
四
五
〇
〇
株
を
所
有
し
、
さ
ら
に
両
者
の
株
式
に
限
り
五
対
一
の
特
別
投
票
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

当
企
業
は
全
く
サ
ミ
ュ
ア
ル
兄
弟
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
第
二
は
、
採
油
部
門
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
初
予
想
し
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
困
難
な
事
業
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
結
果
と
し
て
判
明
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
サ
ミ
ュ
ァ
ル
は
こ
れ
を
余
り
に
軽
く
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

石
油
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
採
油
は
夫
々
全
く
異
な
っ
た
経
営
感
覚
を
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
い
わ
ば
取
引
の
勘
と
信
用
が

も
の
を
い
う
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
揚
合
、
ま
ず
要
請
せ
ら
れ
る
の
は
、
採
掘
技
術
と
緻
密
な
開
発
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
は

一
朝
に
し
て
備
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
サ
、
・
、
ユ
ア
ル
が
採
油
の
地
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
地
は
、
東
ボ
ル
ネ
オ
で
オ
ラ
ン
ダ
人
メ
ン
テ
ン
（
い
甲
零
o
暮
9
）
が
鉱
区
権

つ
ま
り
採
掘
利
権
を
持
つ
ク
タ
イ
（
国
暮
8
地
方
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
に
彼
と
調
印
が
済
ま
さ
れ
、
試
掘
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
こ

で
も
ラ
ン
カ
ッ
ト
開
発
と
同
様
な
、
否
、
一
層
苛
酷
な
条
件
が
現
揚
監
督
と
労
働
者
を
待
ち
う
け
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
苦
力
の
中
で
熱

病
で
倒
れ
る
者
が
続
出
し
た
。
監
督
自
身
も
彼
ら
を
使
う
方
法
を
知
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
マ
ラ
ヤ
や
中
国
の
苦
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
雨
の
中
で
は
働
こ
う
と
し
な
い
。
彼
ら
は
仮
病
を
使
い
意
志
薄
弱
で
阿
片
を
吸
い
た
が
る
」
と
マ
ー
ク
は
ロ
ン
ド
ン
に
書
き
送
っ
て
い

る
が
、
苦
力
は
逃
亡
し
事
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
隠
密
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
産
業
ス
パ
イ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ほ
ぽ
正
確
に
こ
の
間
の
事
情
を
本
社
に
通
報
し
て
い
る
。

　
だ
が
油
井
の
試
掘
ほ
ど
投
機
的
な
も
の
は
な
い
。
開
発
が
不
調
な
た
め
現
揚
の
再
建
策
を
構
じ
て
い
る
将
に
そ
の
時
に
、
バ
リ
ク
・
バ

パ
シ
（
ω
9
算
勺
竜
き
）
一
号
油
井
が
猛
烈
な
勢
い
で
湧
出
し
た
。
バ
リ
ク
・
パ
パ
ン
河
の
澄
ん
だ
水
は
流
れ
込
ん
だ
原
油
で
数
週
間
異



様
な
光
景
を
提
し
た
と
言
わ
れ
る
。
一
八
九
八
年
四
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ
の
油
田
開
発
に
続
い
て
シ
ェ
ル
の
基
盤
を
強
化
す
る
上
で
大
き
な
収
穫
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
オ
ラ

ン
ダ
東
印
度
の
有
力
な
独
立
産
油
企
業
で
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ム
ァ
ラ
・
エ
ニ
ム
石
油
会
社
」
（
評
8
一
窪
目
冒
器
誘
9
ぞ
ロ
一
客
o
臼
－

β
国
三
ヨ
）
と
販
売
契
約
を
結
ぶ
の
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
企
業
が
九
八
年
当
初
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
身
売
の
話
が
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
感
情
を
刺
激
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
わ
か
せ
て
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
契
約
内
容
は
真
に
煩
項
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
筋
は
同
社
は
少
な
く
と
も
年
五
万
ト
ン
の
灯
油
を
シ
ェ
ル
に
供
給
し
、
逆
に
シ
ェ
ル
は
最
高
一
八
万
ト
ン
ま
で
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
石
油
の
販
売
義
務
を
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
販
売
価
格
は
取
決
め
ら
れ
ず
、
シ
ェ
ル
の
売
っ
た
全
販
売
量
の
う
ち
ム
ア

ラ
・
エ
ニ
ム
の
供
給
し
た
割
合
だ
け
、
シ
ェ
ル
の
利
益
の
う
ち
か
ら
配
分
を
受
け
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ブ
ニ
ト
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

遠
方
か
ら
他
の
石
油
供
給
を
あ
お
い
で
い
た
シ
ェ
ル
に
は
有
利
な
契
約
内
容
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
シ
ェ
ル
は
一
九
〇
〇
年
に
成
立
し
た
同
じ
く
独
立
系
の
「
ム
シ
・
イ
リ
ル
石
油
会
社
」
（
｝
①
窪
o
一
窪
ヨ
竃
轟
§
富
℃
且
ン
n
8
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
日
）
と
も
、
そ
の
発
足
直
後
灯
油
供
給
に
関
す
る
契
約
締
結
に
成
功
し
た
。

　
か
く
し
て
オ
ラ
ン
ダ
領
東
印
度
に
お
い
て
、
シ
ェ
ル
石
油
資
本
は
指
導
的
役
割
を
演
ず
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
当

時
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
に
一
大
異
変
が
起
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
そ
の
中
心
人
物
は
・
バ
ー
ト
・
ノ
暫
ペ
ル
（
菊
o
げ
。
詳
Z
o
幕
一
）
で
、
有
名
な
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
創
立
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
．
ノ
ー
ベ
ル
の
実
兄
に

　
　
相
当
す
る
。
彼
の
企
業
「
ノ
ー
ベ
ル
・
プ
ラ
ザ
ー
ズ
」
は
、
・
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
な
ら
っ
て
カ
ス
ビ
海
を
渡
っ
て
ボ
ル
ガ
河
口
に
達
し
、
そ
こ
か
ら

　
　
鉄
道
起
点
ま
で
の
輸
送
路
を
独
占
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ー
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
九
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1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇

（
2
）
　
こ
れ
は
元
来
地
元
の
独
立
業
者
が
ノ
ー
ベ
ル
に
対
抗
す
る
た
め
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
は
こ
の
計
画
が
わ
が
身
に
ふ
り
か
か

　
る
危
険
性
を
感
知
し
て
、
バ
ク
ー
で
原
油
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
な
い
、
そ
の
価
格
は
七
七
年
か
ら
五
年
間
に
三
分
の
一
近
く
下
落
し
た
。
そ
の
た
め
独

　
立
業
者
は
不
本
意
な
が
ら
パ
リ
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
に
援
助
を
求
め
た
。
彼
は
そ
の
担
保
と
し
て
彼
ら
の
原
油
の
一
手
販
売
権
を
得
、
バ
ッ
ー
ム
に

　
精
油
所
を
建
設
し
て
、
新
た
に
石
油
販
売
会
社
を
創
立
し
た
。
こ
の
企
業
は
そ
の
・
シ
ア
語
の
頭
文
字
を
採
っ
て
「
ブ
ニ
ト
」
（
ω
乞
胃
○
）
と
呼
ば

　
れ
た
。
O
o
昌
い
切
，
鵠
o
昌
ユ
ρ
ロ
窃
”
O
℃
・
9
f
℃
マ
認
占
ー

（
3
）
「
運
賃
の
不
安
定
」
と
は
、
後
に
こ
の
鉄
道
を
・
シ
ア
政
府
が
買
収
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
対
抗
上
市
況
と
の
関
連
で
運
賃
を
変
動
さ
せ

　
た
こ
と
を
指
す
。
そ
の
た
め
石
油
運
賃
は
月
毎
に
変
化
し
た
と
言
わ
れ
る
。
O
o
ロ
い
↓
ぎ
艮
ヨ
8
守
σ
8
一
〇
。
O
轟
・

（
4
）
　
本
稿
三
九
六
頁
の
付
表
参
照
。

（
5
）
目
冨
国
8
8
ヨ
一
。
・
ρ
田
げ
．
一
〇
〇
一
〇
。
o
。
o
。
．

（
6
）
ρ
閂
O
①
厩
曇
ω
o
p
o
マ
。
F
く
o
一
」
一
一
や
一
。
9
爵
。
団
。
9
0
昌
。
。
計
o
o
ヨ
ヨ
R
・
芝
＝
馨
o
蔓
卸
園
。
≦
睾
o
口
。
。
。
。
ざ
萄
①
げ
」
。
。
一
。
。
。
。
。
。
。

　
　
な
お
、
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
は
後
に
ロ
シ
ア
政
府
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
一
九
〇
六
年
に
完
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
O
o
三
・
＞
・

　
冒
o
一
一
き
o
マ
9
げ
‘
℃
ー
ひ
P

（
7
）
　
本
節
註
（
2
）
参
照
。

（
8
）
醤
。
国
8
岩
言
聾
9
目
目
。
a
巴
＝
馨
o
蔓
勲
田
含
≦
o
h
一
〇
。
揖
謹
『
ミ
お
罪
唱
」
o
。
’

（
9
）
　
引
ρ
O
R
器
錺
o
P
o
マ
9
f
ぎ
一
・
目
一
や
象
・
、
国
8
8
巨
昏
．
の
．
O
o
ヨ
ヨ
R
9
巴
頃
蜂
o
蔓
陣
閑
Φ
＜
一
。
毛
．
に
は
、
毎
年
輸
入
さ
れ
た
ア

　
メ
リ
カ
と
・
シ
ア
の
石
油
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
次
の
数
字
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
Q
℃
圃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Q
o
℃
Q
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Q
Q
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
一

　
　
　
　
　
　
唖
図
唱
篭
創
酵
　
一
b
O
9
遷
頓
（
Σ
ー
マ
㌧
マ
）
　
一
苓
一
ρ
一
呂
　
　
　
　
ど
一
8
h
密
　
　
　
　
一
b
ミ
”
誌
o
。
　
　
　
一
b
鶏
一
ま
N



　
　
　
　
　
　
ロ
で
刈
朗
酵
　
　
N
獣
b
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
器
9
0
。
o
。
o
。
　
　
　
　
刈
G
。
o
o
㌔
一
〇
。
　
　
　
ど
O
凝
一
α
ま
　
　
　
　
o
。
ひ
♪
o
。
＆

（
1
0
）
　
日
富
国
8
8
ヨ
一
。
。
戸
O
o
巳
B
①
a
巴
頃
算
o
蔓
勲
凋
・
≦
。
≦
o
｛
一
〇
。
O
↑
男
3
・
ま
一
〇
。
O
鈎
サ
鴇
・

（
1
1
）
　
目
ぎ
国
8
昌
o
B
馨
・
新
聞
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
揚
を
ア
メ
リ
カ
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
・
シ
ァ
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
分
割
す
る
合
意
に
達

　
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
九
五
年
七
月
三
〇
日
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
に
は
こ
れ
を
否
定
す
る
「
ノ
ー
ベ
ル
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
の
声
明
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
↓
ゲ
①
円
一
ヨ
①
㎝
冠
一
口
ぐ
ω
O
一
〇
〇
〇
伊

（
1
2
）
　
犀
山
o
旨
β
虞
窃
㌧
o
℃
■
9
仲
こ
℃
マ
旨
α
I
o
o
一
一
占
占
・

（
1
3
）
　
前
に
も
触
れ
た
が
「
ブ
ニ
ト
」
と
の
契
約
が
必
ず
し
も
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
は
有
利
で
な
い
と
い
う
点
を
別
と
し
て
も
、
・
シ
ア
か
ら
の
石
油
に
依

　
存
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
政
情
不
安
、
あ
る
い
は
政
府
の
石
油
国
有
化
政
策
な
ど
と
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
O
O
鑑
げ
ぎ
自
日
塑
＞
夷
’
一
〇
。
一
〇
。
8
（
シ
ェ
ル
第
一
回
株
主
総
会
記
事
）
。

（
N
）
　
罰
田
o
目
凶
ρ
g
伊
o
や
9
け
‘
℃
・
ま
♪
一
〇
〇
〇
・

（
1
5
）
　
一
げ
答
‘
℃
、
曽
O
。

（
1
6
）
　
H
げ
置
‘
サ
望
丼

（
1
7
）
　
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
ρ
男
O
R
屋
富
o
P
o
サ
9
“
＜
〇
一
◎
一
一
℃
マ
総
－
訟
に
詳
し
い
。
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
は
販
売
組
織
を
全
く
持
っ

　
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
企
業
と
契
約
を
結
ぷ
必
要
が
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヘ
の
身
売
り
が
進
む
以
前
に
、
当
然
予
想
さ

　
れ
る
こ
と
な
が
ら
、
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
と
の
提
携
の
話
し
合
い
が
可
成
煮
結
っ
て
い
た
が
結
局
失
敗
し
た
。
基
本
的
理
由
は
、
両
社
が
生
産
会
社

　
で
あ
り
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
の
側
で
生
産
協
定
に
応
じ
な
い
限
り
、
東
洋
市
揚
を
圧
迫
し
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
自
身
の
石
油
販
売
価
格
の
低
落
を

　
嵐
ね
く
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
0
9
n
ρ
劉
O
o
コ
o
駐
o
P
＜
o
一
■
H
押
℃
や
o
o
甲
9

（
1
8
）
；
野
＝
窪
属
2
聲
8
・
o
一
f
噂
℃
・
舘
令
い
若
し
年
五
万
ト
ン
の
石
油
が
供
給
出
来
な
い
揚
合
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ
の
契
約
を
破
棄
す
る
権
利

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
睡
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
一



　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
n
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
二

　
を
保
留
し
た
。
他
方
ム
ラ
フ
・
エ
ニ
ム
は
自
己
の
石
油
を
ス
マ
ト
ラ
で
は
自
由
に
．
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
1
9
）
　
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
シ
ェ
ル
の
第
二
回
株
主
総
会
で
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
O
o
三
・
目
5
ゴ
ヨ
o
ω
讐
冒
冨
器
這
O
ρ

（
2
0
）
　
ρ
コ
O
o
霞
9
8
P
名
・
9
f
く
o
一
・
一
一
、
ヤ
鎚
9
こ
れ
は
ほ
ぽ
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
同
様
の
経
過
を
経
て
成
立
し
た
。
つ
ま
り
最
初
石
油

　
開
発
の
た
め
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
採
油
の
め
ど
が
づ
い
て
か
ら
更
に
パ
リ
市
揚
で
資
本
が
求
め
ら
れ
た
。
シ
ェ
ル
と
の
契
約
内
容
は
ほ

　
ぽ
「
ム
う
フ
・
エ
ニ
ム
」
と
同
一
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

山ノ、

　
九
三
年
に
ケ
ス
ラ
が
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
本
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
現
地
に
着
き
、
原
価
計
算
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
経
常
費
が
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

常
に
高
い
こ
と
か
ら
、
生
産
制
限
が
単
価
上
昇
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
若
し
日
産
二

〇
〇
〇
ケ
ー
ス
（
箱
）
が
達
成
出
来
た
ら
現
在
の
損
失
は
利
益
に
転
ず
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
解
決
の
方
法
は
更
に
多
く
の
油
艶
を
掘
り
当

て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
い
二
本
の
油
井
が
新
た
に
戦
力
に
加
わ
り
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
増
産
に
次
ぐ
増
産
が
行
な
わ
れ
、
九
四
年
末

に
は
月
産
一
〇
万
ケ
ー
ス
、
つ
ま
り
、
日
産
二
〇
〇
〇
ケ
ー
ス
と
い
う
目
標
を
軽
く
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
突
破
し
た
。
価
格
は
相
変
ら

ず
低
迷
を
続
け
た
が
、
単
価
は
こ
れ
に
よ
り
当
初
ケ
ス
ラ
が
予
期
し
た
以
上
に
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
彼
の
試
算
に
従
え
ば
、
生
産
上
昇
を
含
ん
だ
九
三
年
度
は
お
お
よ
そ
一
五
万
ギ
ル
ダ
の
利
潤
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
う
ち
一
二
万
ギ
ル
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
償
却
し
て
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
償
却
費
と
し
て
ま
わ
さ
れ
た
。
彼
は
当
企
業
の
前
途
が
き
わ
め
て
有

望
な
こ
と
を
、
他
の
石
油
資
本
に
対
し
出
来
る
限
り
隠
そ
う
と
努
力
し
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
タ
ン
カ
ー
船
団
に
よ
る
ス
エ
ズ
通
過
の
揚
合



と
同
様
に
、
石
油
業
界
で
は
秘
密
の
保
持
が
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
政
策
も
一
期
を
も
っ
て
終
り
を
告
げ
、
九
四
年
度
に
は
純
利
益
の
二
倍
も
の
償
却
金
が
積
増
さ
れ
、
法
定
限
度

一
ぱ
い
の
内
部
留
保
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
が
決
定
さ
れ
た
。
企
業
の
将
来
の
有
望
性
も
こ
こ
で
初
め
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
現
実
の
業
績
の
好
転
も
あ
る
が
、
増
資
の
必
要
上
の
対
策
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
六
〇
〇
株
の
未
発
行
株
式
の
発
行

が
決
定
さ
れ
た
。
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
株
は
静
か
な
上
昇
を
続
け
て
い
た
。

　
元
来
産
油
部
門
か
ら
出
発
し
た
当
社
の
将
来
の
可
能
性
は
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
他

の
石
油
資
本
の
揚
合
を
考
慮
す
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
も
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
新
し
い
方
法
を
採
用
し
て
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
結
論
的
に
言
え
ば
、
マ
ネ
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
の
ケ
ス
ラ
は
、
現
地
商
社
と
の
委
託
契
約
販
売
と
い
う
最
も
普
及
し
か
つ
容
易
な

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

政
策
を
採
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
商
社
の
利
害
は
、
，
必
ず
し
も
精
油
会
社
の
そ
れ
と
一
致
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
既
存
の
販
売

商
社
と
の
契
約
は
他
の
石
油
資
本
の
ひ
も
が
付
い
て
い
た
か
ら
、
不
利
な
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
石
油
販
売
と
い
う
点
で
は

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
L
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
商
社
が
選
ば
れ
た
が
、
こ
れ
も
思
う
よ
う
に
販
売
量
が
伸
び
ず
、
最
後
に
選
択
さ
れ
た
方
法
は

「
直
属
社
員
」
を
要
地
に
配
属
し
で
販
売
部
門
を
も
直
接
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
生
産
者
の
手
で
と
い
う
こ
の

政
策
の
実
現
に
は
多
く
の
困
難
と
長
い
期
日
を
必
要
と
し
た
が
、
当
時
の
石
油
業
界
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
の
組
織
上
の
革
新
で
あ
っ
た
と

　
　
（
4
）

言
え
よ
う
。
こ
れ
を
組
織
し
た
者
こ
そ
、
ロ
ソ
ク
フ
ニ
ラ
ー
と
並
ん
で
「
石
油
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
し
て
業
界
史
上
に
名
を
残
し
て
い
る

デ
テ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
∪
卑
段
色
夷
）
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
当
時
ペ
ナ
ン
の
銀
行
員
で
あ
っ
た
彼
に
こ
の
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
ケ
ス
ラ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ー
ー
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
四

で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
時
、
彼
が
自
分
の
後
目
を
継
い
で
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
を
世
界
企
業
に
育
て
上
げ
る
男
で
あ
る
こ
と
は
、
彼

と
て
も
予
期
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
販
売
政
策
と
同
時
に
、
産
油
現
地
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
、
製
カ
ン
工
揚
建
設
、
ア
ル
湾
の
築
港
工
事
、
さ
ら
に
は
東
洋
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

地
に
お
け
る
タ
ン
ク
貯
蔵
所
設
置
な
ど
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
石
油
資
本
と
国
家
権
力
と
の
結
合
が
明
白
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
こ

の
タ
ン
ク
建
設
に
お
い
て
で
あ
る
。
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
シ
ェ
ル
の
ジ
ャ
ヴ
ァ
進
出
を
押
え
る
た
め
に
シ
ェ
ル
の
タ
ン
ク
進
出
反
対
を

強
く
押
し
進
め
こ
れ
に
成
功
し
た
。
し
か
し
他
方
「
ビ
ル
マ
石
油
」
（
ω
霞
目
p
O
一
一
〇
9
も
目
鴇
）
の
反
対
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
資
本
は
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ン
グ
ー
ン
に
お
け
る
タ
ン
ク
建
設
を
は
ば
ま
れ
た
。

　
九
五
年
か
ら
企
業
は
発
展
期
に
入
っ
た
。
九
八
年
春
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
油
井
数
は
一
八
に
ま
で
伸
び
、
日
産
最
大
生
産
能
力
一
万
八

○
O
O
バ
ー
レ
ル
と
推
定
さ
れ
た
。
新
し
く
当
社
の
手
に
入
っ
た
鉱
区
権
を
開
発
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
当
社
を
大
株
主
と
す
る
子
会
社
を

新
設
し
て
ゆ
く
の
が
、
当
時
の
経
営
陣
の
構
想
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
取
締
役
会
の
承
認
を
得
ら
れ
ず
、
三
つ
の
方
法
に
よ
り
資
本
調
達

が
進
め
ら
れ
た
。
第
一
に
、
九
五
年
度
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
配
当
の
後
の
積
立
金
四
〇
万
ギ
ル
ダ
が
使
用
さ
れ
、
第
二
に
、
九
六
年

に
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
社
債
四
五
〇
万
ギ
ル
ダ
が
二
度
に
分
け
て
発
行
さ
れ
た
。
第
三
に
、
同
年
末
の
臨
時
株
主
総
会
で
増
資
案
が
通

過
し
実
施
せ
ら
れ
た
。
発
行
条
件
は
最
初
は
額
面
の
三
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
プ
ラ
ス
七
〇
〇
ギ
ル
ダ
の
支
払
い
、
二
度
目
は
三
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
プ
ラ
ス
六
〇
〇
ギ
ル
ダ
の
支
払
い
と
い
う
発
行
側
に
と
っ
て
は
莫
大
な
創
業
者
利
得
の
収
得
を
可
能
と
す
る
好
条
件
で
あ
り
、

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
内
部
留
保
を
合
計
し
て
八
二
七
万
四
五
〇
〇
ギ
ル
ダ
が
事
業
の
拡
張
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

高
収
益
は
次
の
九
六
年
度
も
持
続
し
た
。



　
九
五
年
、
既
述
の
よ
う
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
三
者
の
間
で
提
携
の
話
が
あ
り
、
前
二
者
の
間
で
そ
れ

が
成
立
し
て
か
ら
一
年
ほ
ど
経
っ
て
、
今
度
は
こ
の
擾
頭
著
し
い
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
サ
、
、
、
ユ
ア
ル
の
両
者
か
ら
手

を
差
し
の
ぺ
ら
れ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
出
し
た
条
件
は
こ
こ
で
細
目
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
煩
項
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
要

す
る
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ら
し
い
、
つ
ま
り
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
名
は
残
る
が
実
質
的
に
は
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
資
本
の
支
配
に
服
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
限
り
に
お
い
て
「
・
イ
ア
ル
」
の
名
を
戴
い
て
開
発
時
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
強
力

な
支
持
の
も
と
に
発
展
し
来
っ
た
企
業
の
呑
み
得
る
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
サ
、
・
ン
ァ
ル
の
提
案
が
妥
協
に
至
ら
な
か
っ
た
の
も
、

こ
の
国
策
的
見
地
と
無
関
係
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
灯
油
を
タ
ン
ク
．
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
そ
れ
と
混

合
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
固
執
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
ク
ラ
ウ
ン
・
オ
イ
ル
」
の
ブ
ラ
ン
ド
の
消
滅
を
意
味
し
、
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

面
に
お
い
て
企
業
が
独
立
を
失
な
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
当
社
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
九
八
年
春
、
本
社
で
新
鋭
タ
ン
カ
i
「
サ
ル
タ
ン
・
オ
ブ
・
ラ
ン
カ
ッ
ト
」
号
の
進
水
式
が
華
か
に
準
備
さ
れ
て
い
た
時
、
現
地
か
ら

の
一
通
の
電
報
は
、
役
員
団
に
と
り
将
に
晴
天
の
露
露
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ラ
ン
カ
ッ
ト
油
田
に
水
分
が
混
入
し
始
め
た
．
一
と
を
告
げ
て

い
た
。
今
か
ら
想
え
ば
、
そ
れ
は
当
然
来
た
る
ぺ
き
も
の
が
来
た
の
で
あ
る
。
僅
か
四
〇
〇
エ
ー
カ
ー
に
満
た
な
い
．
》
の
鉱
区
か
ら
、
過

去
に
産
出
さ
れ
た
原
油
量
を
想
う
時
、
む
し
ろ
当
地
は
油
田
と
し
て
は
成
績
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
石

油
業
界
に
お
い
て
は
こ
の
常
識
は
未
だ
常
識
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
直
ち
に
深
掘
作
業
が
借
手
せ
ら
れ
た
が
、
成
果
は
は
か
ば
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
か
っ
た
。
事
態
の
深
刻
さ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
伝
わ
る
と
、
株
式
市
揚
の
石
油
部
門
は
殆
ど
恐
慌
状
態
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
買
い
を
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
五
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　（年

新
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ま
で
油
井
の
探
知
は
ア
メ
リ
カ
の
揚
合
も
含
め
て
、

れ
、
採
掘
業
者
は
地
質
業
者
を
軽
視
し
て
近
づ
け
な
か
っ
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
ボ
ル
ネ
オ
油
田
開
発
の
揚
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
ペ
ラ
ク
の
開
発
に
は
当
時
の
最
も
権
威
あ
る
地
質
学
者
も
参
加
し
て
い
た
。
当
時
ペ
ラ
ク
は
武
装
警
備
隊
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
未
開

の
地
で
あ
っ
た
。
だ
が
調
査
隊
の
事
前
の
予
測
は
見
事
に
的
中
し
、
地
中
二
七
〇
フ
ィ
ー
ト
の
地
点
で
猛
烈
な
勢
い
の
湧
油
井
を
掘
り
当

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
る
こ
と
が
出
来
た
。
直
ち
に
新
規
の
固
定
投
資
を
節
約
す
る
た
め
に
ブ
ラ
ン
ダ
ン
ヘ
の
一
二
八
キ
ロ
に
亘
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
敷
設
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

ら
れ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
き
い
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
当
社
株
は
一
日
で
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上
り
を
演
じ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六

　
精
油
取
引
量
の
減
少
は
直
ち
に
運
転
資
金
の
不
足
と
な
っ

た
が
、
一
度
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
に
対

し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
資
本
市
揚
は
冷
酷
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
当
社
の
苦
境
を
救
っ
た
も
の
は
現
地
デ
リ
の
金
融

業
者
で
ケ
ス
ラ
と
面
識
の
あ
っ
た
A
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
で
あ
り
、

彼
の
助
力
に
よ
り
優
先
株
が
発
行
さ
れ
、
当
座
の
資
金
繰

り
が
つ
い
た
。
そ
し
て
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
再
起
の
悲
願

を
託
さ
れ
た
新
し
い
鉱
区
権
地
域
北
ス
マ
ト
ラ
の
ペ
ラ
ク

（
悶
Φ
一
爵
）
へ
の
試
掘
隊
が
出
発
し
た
。

　
こ
の
油
田
開
発
は
当
時
の
業
界
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
の
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
ら
第
六
感
に
よ
る
も
の
と
さ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

続
く
試
掘
も
次
々
に
成
功
し
、
前
頁
の
図
が
示
す
よ
う
に
、
ペ
ラ
ク
油
田
は
僅
か
一
年
に
し
て
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
に
と
リ
ラ
ン
カ
ッ
ト

の
地
位
低
下
を
補
っ
て
余
り
あ
る
ド
ル
箱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ケ
ス
ラ
も
亦
、
実
に
精
密
な
原
価
計
算
を
行
な
っ
て
い
る
。
O
o
艮
・
ρ
国
O
①
畦
①
a
o
P
o
や
。
一
“
＜
o
ド
ど
℃
や
ま
㌣
弁

　
（
2
）
　
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
創
業
以
来
如
何
に
手
厚
い
償
却
政
策
を
採
用
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
章
第
七
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
3
）
　
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
ヒ
は
九
二
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
輸
入
の
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
を
支
配
す
る
ハ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
商
会
と
の
間
に
非
常
に
有
利

　
　
な
販
売
契
約
を
締
結
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
ケ
ス
ラ
の
介
入
に
よ
り
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
側
か
ら
打
切
ら
れ
た
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

　
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。

　
五
近
く
ま
で
、

（
9
）

　
全
な
誤
ま
り
で
あ
る
。
O
O
三

（
－
o
）

（
1
1
）

男
ρ
O
①
震
9
・
。
o
P
o
や
9
f
＜
o
一
『
目
い
℃
マ
N
O
い
～
ρ

当
初
の
基
本
的
な
施
設
の
た
め
の
固
定
投
資
は
、
ほ
ぽ
計
画
案
通
り
の
資
金
で
達
成
さ
れ
た
。

男
ρ
O
寓
器
誘
o
戸
o
マ
o
詳
。
く
〇
一
。
ン
や
田
ρ

H
窪
阜
、
＜
o
一
，
H
H
篭
マ
o
o
O
自
；

当
社
が
箏
態
を
当
初
必
ず
し
も
璽
大
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
直
後
に
開
か
れ
た
株
主
総
会
で
こ
の
こ
と
が
全
然
触
れ
ら
れ
ず
に
い

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
だ
け
に
、
株
式
市
場
に
与
え
た
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
当
社
株
は
九
八
年
七
月
の
五
五
〇
か
ら
翌
年
十
一
月
に
は
一
七

　
　
　
　
つ
ま
り
、
三
分
の
一
以
下
に
下
落
し
た
。
H
げ
苓
℃
・
8
｝
3
。

こ
れ
と
関
連
し
て
A
・
モ
ー
ア
は
こ
の
時
の
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
危
機
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
競
争
の
結
果
だ
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
＞
■
竃
o
ぼ
、
9
一
－
名
胃
》
マ
＆
，

男
O
■
O
o
霞
窃
8
戸
く
o
一
■
一
H
¢
つ
一
い
Q
o
’

＝
）
5
こ
サ
峯
o
o
。

　
ダ
ソ
チ
H
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
七



（
1
2
）

　
一
橋
大
学
研
究
年
報

一
σ
巳
：
マ
ド
台
ー

商
学
研
究
　
1
1
・
1
2

四
〇
八

七

’

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
コ
ー
カ
サ
ス
油
田
の
そ
の
後
の
発
展
に
眼
を
転
じ
よ
う
。
九
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
・
シ
ァ
産
油

業
者
と
の
協
定
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
弱
身
か
ら
一
時
座
礁
し
た
時
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
国
内
の
独
立
系
業
者
を
一
掃
す
ぺ
く
、
灯
油
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

大
幅
な
値
下
げ
攻
勢
を
か
け
た
こ
と
は
前
に
触
れ
た
。
こ
れ
は
バ
ツ
ー
ム
の
積
渡
し
価
格
を
下
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
コ
ー
カ
サ
ス

の
小
産
油
業
者
は
多
く
操
業
中
止
に
追
込
ま
れ
た
。
バ
ク
ー
の
原
油
は
当
時
燃
料
用
重
油
の
占
め
る
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
波
を
乗
り
切
り
得
た
業
者
は
ノ
ー
ベ
ル
と
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
「
ブ
ニ
ト
」
そ

れ
に
当
時
閉
鎖
し
た
事
業
を
相
次
い
で
吸
収
し
て
地
位
を
か
た
め
た
「
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
」
（
竃
彗
鼠
ω
9
＆
窪
α
9
■
）
の
一
一
一
者
の
み
と
い

　
　
　
　
　
（
3
）

う
状
態
に
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
が
こ
の
コ
ー
カ
サ
ス
油
田
を
目
指
し
て
流
れ
込
ん
だ
の
は
、
国
内
に
お
い
て
帝
国
主
義
的
風
潮
が
最
高
潮
を
迎
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

投
機
的
な
過
剰
資
本
が
・
ン
ド
ン
の
株
式
市
揚
に
は
け
口
を
求
め
て
流
れ
込
ん
だ
十
九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
枢
要
な

役
割
を
演
じ
た
の
が
、
か
の
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
子
で
早
く
か
ら
バ
ク
ー
石
油
の
輸
入
に
従
事
し
、
「
P
＆
O
」
と
「
ア
ー
ム
ス
ト
・
ン
グ
」

の
取
締
役
を
兼
ね
て
い
た
M
・
N
・
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
十
九
世
紀
末
に
至
る
ま
で
存
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
層
の
典
型
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

人
物
で
あ
り
、
血
縁
関
係
と
私
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
事
業
の
基
礎
を
置
い
て
い
た
。

　
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
を
傭
臓
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
一
九
〇
六
年
の
株
式
年
鑑
（
o
o
8
臭
国
図
9
雪
碧
○
ま
。
Σ
罫
壁
壽
9
8
）
を



利
用
し
た
。
こ
の
年
は
言
う
ま
で
も
な
く
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
が
合
併
す
る
前
年
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
十
九
世
紀
末
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
そ
の
年
ま
で
に
ロ
ン
ド
ン
株
式
市
揚
で
上
揚
さ
れ
て
い
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
た
産
油
資
本
は
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

社
名

＞
ロ
α
q
一
〇
出
島
霞
p
ユ
き
℃
o
＃
o
一
2
ヨ
O
o
旨
冒
昌
曳

男
拐
。
。
す
ヨ
勺
o
嘗
〇
一
窪
ヨ
曽
昌
α
い
一
ゆ
三
島
閃
貫
o
一
〇
曾
も
き
網

ω
o
巨
げ
蝕
Φ
諏
℃
o
可
〇
一
〇
ロ
目
O
o
ヨ
℃
帥
p
図

閃
ρ
犀
眞
蜀
目
ω
巴
ρ
5
勺
Φ
ヰ
○
一
窪
ヨ
O
o
ヨ
℃
帥
昌
冤

＞
お
一
〇
弟
器
器
ヨ
目
翼
冒
鼠
o
o
ヨ
饗
ξ

国
g
o
℃
紹
ロ
勺
o
＃
o
一
窪
ヨ
O
o
巨
℃
召
矯

ω
口
o
ω
男
Φ
嘗
o
一
〇
ロ
召
O
o
ヨ
℃
畢
鴇

＞
召
冒
ご
ρ
9
q
問
β
。
一
き
島
b
o
一
H
o
一
〇
琶
一
〇
〇
ヨ
冒
身

2
0
誹
げ
O
印
昌
o
”
ω
昼
昌
○
一
匡
¢
冠
ω

》
ロ
の
一
〇
肖
震
魯
評
茸
〇
一
窪
目
O
o
ヨ
℃
曽
ξ

目
o
一
〇
窄
9
一
〇
〇
ヨ
娼
目
図

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立

創
立
年
度

一
〇
〇
℃
刈

一
〇
〇
〇
N

一
Q
o
O
o
o

一
Q
o
O
O
o

一
Q
o
O
O

ぢ
O
O

一
〇
〇
〇

一
〇
〇
〇

一
〇
〇
一

一
ゆ
O
一

一
〇
〇
一

目
的

ガ
リ
シ
ア
地
方
の
石
油
開
発

南
ロ
シ
ァ
の
既
存
産
油
施
設
買
収

・
シ
ア
の
私
会
社
ω
・
ヌ
ω
9
ぎ
巴
＆
会
社
の
石
油
事
業
買
収

O
■
鍔
＞
轟
h
亀
島
ω
3
島
R
ω
晒
0
9
の
産
油
施
設
を
買
収

グ
ロ
ズ
ニ
の
冨
8
器
参
竃
貧
冒
＆
か
ら
産
油
施
設
買
収

バ
ク
ー
、
グ
・
ズ
ニ
、
ガ
リ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
油
田
開
発

グ
・
ズ
ニ
の
鉱
区
権
獲
得

・
シ
ア
・
ク
バ
ン
半
島
の
鉱
区
権
獲
得

グ
ロ
ズ
ニ
の
鉱
区
権
獲
得

ル
ー
マ
ニ
ア
の
石
油
資
源
開
発

四
〇
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
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研
究
年
報
　
商
学
研
究

｝
お
一
〇
－
男
島
ω
一
婁
男
g
巨
①
＝
5
9
目
饗
曙

9
辞
目
p
9
5
。
置
9
ヨ
饗
還

》
昌
σ
q
一
〇
－
O
巴
一
〇
昼
昌
9
一
〇
〇
日
饗
昌
冤

勺
o
ヰ
o
一
〇
ロ
ヨ
O
o
ヨ
℃
ρ
昌
冤
o
｛
勾
o
賃
日
暫
ロ
す

n
・
1
2

一
℃
O
N

一
℃
O
N

一
〇
〇
ω

一
〇
〇
“

四
一
〇

カ
ス
ピ
海
西
海
岸
の
鉱
区
権
獲
得

バ
ツ
ー
ム
附
近
の
ナ
フ
サ
採
掘
権
獲
得

「
シ
ョ
ド
ニ
カ
」
ω
号
0
9
巳
8
の
産
油
施
設
買
収
と
ガ
リ
シ
ア
地

　
方
の
鉱
区
権
獲
得

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
産
油
地
獲
保

　
こ
れ
ら
の
諸
企
業
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
創
設
目
的
か
ら
窮
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
産
油
企
業

は
創
立
当
時
、
既
に
一
応
生
産
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
・
シ
ア
企
業
の
買
収
を
目
的
と
し
た
も
の
と
、
鉱
区
権
の
獲
得
、
つ
ま
り
、
こ
れ

か
ら
試
掘
に
乗
り
出
す
と
い
う
き
わ
め
て
投
機
色
の
強
い
も
の
の
二
種
に
分
類
出
来
よ
う
。
後
者
に
は
山
師
的
な
性
格
の
強
い
も
の
も
多

か
っ
た
こ
と
は
、
一
八
九
八
年
に
・
シ
ア
大
蔵
省
の
ロ
ン
ド
ン
出
先
機
関
が
、
投
資
家
に
警
告
を
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
す
る
こ

　
　
　
　
（
7
）

と
が
出
来
よ
う
。
勿
論
、
前
記
の
諸
企
業
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
者
を
比
べ
る
と
既
存
企
業
の

買
収
を
目
的
と
し
た
前
者
の
方
が
資
本
金
は
大
き
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
既
述
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
が
取
締
役
と
し
て
参
与
し
て
い
た

「
・
シ
ア
石
油
．
燃
料
油
会
社
」
（
⇒
島
ω
一
包
瀬
＃
o
す
…
・
p
民
口
2
三
3
Φ
一
9
旨
一
）
雪
冤
）
と
「
バ
ク
i
・
・
シ
ア
石
油
会
社
」
（
野
5

男
g
ω
巴
目
勺
9
3
一
霊
ヨ
o
o
ヨ
一
）
雪
蜜
）
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
に
付
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
上
場
会
社
が
す
べ
て
の
株
式
を
・
ン
ド

ン
市
揚
を
通
じ
て
発
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
権
利
の
譲
渡
者
は
、
通
常
、
そ
の
何
割
か
を
現
金
で
得
た
に
す
ぎ
ず
、
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
大
部
分
は
普
通
株
か
優
先
株
の
収
得
に
よ
っ
て
か
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。



　
大
方
予
想
さ
れ
な
が
ら
そ
の
予
想
を
も
上
廻
る
の
は
、
石
油
株
ー
正
確
に
は
産
油
株
1
の
投
機
性
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
元

小
産
油
業
者
の
高
配
当
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
九
〇
六
年
に
お
い
て
前
記
企
業
の
う
ち
、
配
当
を
行
な
っ
た
企
業
は
僅
か
数
社
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
い
。
一
般
に
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
系
石
油
資
本
の
投
資
先
は
、
ロ
シ
ァ
と
ア
メ
リ
カ
の
二
国
に
集
中
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
に
し
て
十
社
足
ら
ず
が
進
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
当
時
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
油
田
会
社
」
（
O
巴
ぎ
日
凶
き
○
ま
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

一
牙
9
ヨ
犀
ξ
）
（
一
九
〇
二
年
）
の
よ
う
な
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
配
当
を
行
な
っ
て
い
た
優
良
会
社
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

く
ま
で
例
外
で
あ
る
。
そ
の
他
特
異
な
企
業
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
た
前
記
「
ビ
ル
マ
石
油
」
（
一
九
〇
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
一
〇
～
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
続
け
て
い
た
。
つ
い
で
な
が
ら
同
年
の
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
ほ
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
在
・
シ
ァ
イ
ギ
リ
ス
系
石
油
資
本
を
見
る
と
、
「
・
シ
ア
石
油
・
燃
料
油
会
社
」
の
揚
合
だ
け
が
一
九
〇
〇
年
度
の
三
〇
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
〇
四
年
度
に
は
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
低
落
し
な
が
ら
も
普
通
株
に
つ
い
て
配
当
を
続
け
得
た
唯
一
の
企
業
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

「
バ
ク
ー
・
・
シ
ア
石
油
」
「
シ
バ
イ
エ
フ
石
油
」
「
ヨ
i
・
ッ
パ
石
油
」
の
三
企
業
は
、
上
場
の
翌
年
に
配
当
を
し
た
の
み
で
、
あ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

無
配
、
そ
の
他
は
創
業
以
来
無
配
と
な
っ
て
い
る
。
無
論
こ
れ
は
普
通
株
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

バ
ク
ー
に
つ
い
で
脚
光
を
浴
び
る
グ
・
ズ
ニ
（
9
8
身
）
、
ガ
リ
シ
ア
（
○
巴
ε
巴
）
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
（
肉
自
葺
雪
β
）
等
の
諸
地
域
の
鉱
区

権
獲
得
を
目
指
し
た
企
業
が
既
に
創
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

記
述
は
相
前
後
す
る
が
、
既
述
産
油
施
設
を
大
量
に
買
収
し
た
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
、

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
N
シ
ェ
ル
の
成
立

コ
ー
カ
サ
ス
産
油
地
域
で
急
速
に
頭
角
を
あ
ら
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
一
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n
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
二

す
の
で
あ
る
が
、
彼
と
イ
ギ
リ
ス
配
船
業
者
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
と
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
社
が
提
携
し
て
成
立
し
た
の
が
、
九
九
年
五
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

産
ま
れ
た
「
イ
ー
ス
タ
ン
・
オ
イ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
（
国
器
富
旨
9
一
＞
脇
0
9
鋒
9
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
背
景
が
あ
っ

た
。
ひ
と
つ
は
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
原
油
枯
渇
傾
向
で
あ
り
、
他
は
、
既
に
掲
げ
た
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
バ
ク
ー
石
油
の
上
昇

傾
向
に
よ
り
生
産
者
の
立
場
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
こ
の
提
携
に
大
い
に
乗
り
気
で
あ
っ
た
が
、
何
と

い
っ
て
も
こ
れ
を
産
み
落
し
た
の
は
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
が
応
急
処
置
と
し
て
利
益
に
か
か
わ
り
な
く
、
石
油
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
石
油
は
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
に
は
利
潤
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
テ
の
東
洋
に
お
け
る
新
た
な
原
油
源
獲
得
と
と
も
に
、
契
約
更
新
が
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ず
立
消
え
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
成
行
き
と
言
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
つ
い
で
な
が
ら
次
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
は
失
敗
の
原
因
を
ロ
シ
ヤ
産
油
業
者
が
ド
イ
ツ
市
揚
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
の
で
ス
タ
ン
ダ

　
　
ー
ド
の
提
案
を
拒
否
し
た
、
と
報
告
し
て
お
り
異
な
っ
た
原
因
を
あ
げ
て
い
る
。
日
ぎ
閃
8
8
巨
鈴
o
o
。
冥
・
卜
。
o
。
一
〇
〇
。
怠
や
一
唱
8

　
（
2
）
　
つ
ま
り
典
型
的
に
硬
質
油
で
重
油
生
産
に
適
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
れ
は
・
シ
ア
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
大
き
な
影

　
　
響
を
与
え
、
当
時
・
シ
ア
で
工
業
用
燃
料
と
し
て
重
油
が
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
。
バ
ク
ー
と
バ
ツ
ー
ム
港
を
結
ぶ
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
シ
ア
ン
鉄
道
な

　
　
ど
は
最
初
か
ら
重
油
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
ρ
閂
O
巽
お
＄
o
P
田
湾
9
鴇
9
芸
①
園
o
旨
一
∪
耳
o
ダ
く
o
ピ
目
”
や
昌
ド
付
一
一
置
す
れ
ば
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
値
下
げ
攻
撃
で
、
イ
ギ

　
　
リ
ス
で
は
ス
コ
ソ
ト
ラ
ン
ド
の
地
元
産
油
業
者
が
大
打
撃
を
押
け
、
大
手
業
者
の
倒
産
が
九
三
年
か
ら
現
わ
れ
始
め
て
い
た
。
9
氏
・
月
ぎ
目
？

　
　
o
昌
o
ヨ
嗣
ω
ρ
》
冥
・
辱
一
〇
〇
8
　
目
ぎ
目
日
o
ω
噌
ω
o
讐
，
8
一
〇
〇
〇
避
従
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
価
下
げ
は
九
四
年
後
半
か
ら
急
に
始
め
ら
れ
た
わ
け
で

　
　
は
な
い
の
で
あ
る
。



（
4
）
　
参
考
の
た
め
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
輸
出
の
お
お
ま
か
な
数
字
を
提
示
し
て
お
こ
う
。
な
お
一
九
〇
二
年
に
ロ
シ
ア
石
油
に
対
す
る
イ
ギ
リ

　
ス
資
本
の
投
資
は
六
五
〇
万
ポ
ン
ド
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
　
一
〇
。
o
。
ω
搬
　
　
ζ
8
（
ヨ
猷
）
　
　
一
〇
〇
〇
森
　
　
斜
ω
お

　
　
一
〇
〇
〇
軌
黄
　
　
一
h
O
O
　
　
　
　
　
　
一
℃
お
甚
　
　
ρ
ま
ω

　
　
一
8
轄
　
　
N
｝
。
田
　
　
　
　
　
（
逗
ト
お
益
）
　
（
o
。
三
。
冒
。
牢
。
げ
一
弩
。
＝
幕
醤
緯
一
8
巴
冒
く
。
ω
渉
。
鼻
一
還
も
。
ま
）

（
5
）
ρ
閂
O
。
墓
誘
o
P
o
や
。
評
‘
＜
。
一
」
一
・
》
。
。
。
・

（
6
）
　
一
九
〇
六
年
の
「
株
式
年
鑑
」
に
は
未
だ
「
石
油
」
と
い
う
分
類
項
目
が
見
当
ら
な
い
。
筆
者
は
「
商
工
業
」
（
O
o
巳
ヨ
R
9
巴
雪
α
ぼ
匹
島
，

　
鼠
巴
）
か
ら
石
油
資
本
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
若
干
見
落
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
7
）
醤
。
団
8
8
巨
の
“
竃
還
8
一
。
。
O
。
。
”
唱
り
o
。
O
O
－
一
，

（
8
）
　
「
株
式
年
鑑
」
の
記
事
の
検
討
に
よ
る
。

（
9
）
　
こ
れ
は
当
時
の
産
油
地
域
の
分
布
か
ら
し
て
或
る
程
度
当
然
で
は
あ
る
。
そ
の
他
ア
メ
リ
カ
近
辺
で
は
カ
ナ
ダ
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
、
東
洋
で
は

　
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
、
印
度
（
ア
ッ
サ
ム
地
方
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
o
o
8
0
犀
団
民
o
『
㊤
昌
α
q
o
O
盈
9
巴
ぎ
3
＝
貫
臼
o
ρ
一
8
少
》
ぎ
一
、

（
1
1
）
　
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
の
産
油
株
に
つ
い
て
は
o
o
8
鼻
国
蓉
げ
帥
昌
o
q
o
O
臼
o
一
巴
目
8
＝
お
o
昌
8
（
這
8
）
℃
ひ
曽
ふ
S
ふ
o
o
O
㌔
8
㌔
お
”
8
蝉
8
轟
曾

（
1
2
）
　
H
げ
一
α
‘
℃
マ
＄
刈
～
o
o
・

（
1
3
）
　
当
社
の
株
主
総
会
記
事
は
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
に
つ
い
て
知
る
二
と
が
可
能
で
あ
る
。
二
の
配
当
低
下
の
原
因

　
は
言
う
ま
で
も
な
く
バ
ク
ー
石
油
の
価
格
低
下
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
上
揚
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
U
）
　
こ
の
三
企
業
の
他
「
ス
バ
イ
ス
石
油
」
な
ど
は
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
に
株
主
総
会
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
が
掲
載

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
三
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四
一
四

　
し
て
い
る
企
業
は
「
バ
ク
ー
石
油
」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
「
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
も
「
エ
コ
ノ
、
・
・
ス
ト
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

　
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
も
っ
と
も
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
揚
合
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
で
さ
え
三
年
間
は
無
配
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
一
応
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ

　
る
。

（
1
6
）
　
主
要
な
契
約
内
容
は
q
D
「
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
は
年
少
な
く
と
も
灯
油
六
万
ト
ン
を
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
に
供
給
す
る
。
働
・
イ
ア
ル
・
ダ

　
ッ
チ
は
需
要
増
大
の
際
最
大
限
自
由
市
場
で
五
万
ト
ン
を
購
入
出
来
る
。
偶
期
限
は
二
年
間
、
営
業
資
本
四
万
ボ
ン
ド
と
し
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と

　
・
シ
ア
業
者
が
折
半
す
る
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
っ
た
。
　
9
鼻
ρ
劉
O
o
旨
9
8
戸
o
や
o
一
ダ
＜
o
一
■
戸
唄
昌
丼

（
1
7
）
　
「
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
は
一
九
〇
〇
年
末
つ
ま
り
一
年
半
の
間
に
分
配
可
能
な
利
益
は
、
わ
ず
か
二
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
一
げ
箆
こ
や
一
〇
〇
鉾

第
二
章

石
油
産
業
は
そ
の
技
術
、
企
業
間
競
争
等
々
の
面
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
日
進
月
歩
の
産
業
部
門
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
発
展
の
区
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
を
つ
け
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
の
夜
明
け
は
石
油
産
業
界
に
と
っ
て
も
亦
、
新
し
い
時
代
の
幕
明
け
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
当
面
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
研
究
対
象
た
る
「
ダ
ッ
チ
n
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
を
示
す
た
め
に
二
・
三
の
論
点
を
あ
げ
よ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
第
一
に
、
石
油
産
業
の
多
様
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
世
紀
が
明
け
て
初
め
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
初
頭
の
数

年
が
こ
の
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
め
な
い
。
今
ま
で
石
油
と
い
え
ば
専
ら
灯
油
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
精
油
企
業
は
出
来
る

だ
け
多
く
の
灯
油
を
原
油
か
ら
採
れ
る
よ
う
に
技
術
革
新
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
点
硬
質
油
を
中
心
と
し
た
コ
ー
カ
サ
ス
原
油
は
、
軽
質

油
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
原
油
よ
り
不
利
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ー
カ
サ
ス
の
重
油
を
工
業
燃
料
あ
る
い
は
船
舶
に

利
用
す
る
研
究
は
早
く
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
・
シ
ア
の
ウ
ィ
ソ
テ
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
就
中
、
国
内
の
工
業
燃
料
と
し
て
利
用

が
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
重
油
を
船
舶
に
利
用
す
る
の
に
最
も
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
、
シ
ェ
ル
の
マ
ー
カ
ス
・
サ
、
・
・
ユ
ア
ル
で
あ
っ

（
4
）
た
。
彼
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
へ
の
重
油
納
入
に
対
す
る
熱
意
と
執
心
は
、
石
油
産
業
史
に
通
ず
る
者
に
と
っ
て
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

他
国
企
業
が
か
え
っ
て
局
地
的
に
は
船
舶
燃
料
用
に
重
油
の
採
用
に
踏
み
き
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
的
で
か
つ
国
内
に
産
炭

地
を
か
か
え
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
転
換
の
道
は
険
し
く
、
漸
く
第
一
次
大
戦
を
迎
え
て
以
降
に
な
っ
た
。

　
次
に
、
ガ
ソ
リ
ン
は
二
〇
世
紀
に
入
る
と
ガ
ソ
リ
ン
車
の
普
及
で
急
速
に
需
要
が
増
大
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
で
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
ベ
ン
ツ

が
こ
れ
を
始
め
て
建
造
し
た
の
は
一
八
八
六
年
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
こ
れ
が
普
及
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
一
九
〇
〇
年
に
は
年
産
四
〇
〇

〇
台
に
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
ヨ
ー
・
ッ
パ
で
は
こ
れ
よ
り
数
年
遅
れ
て
、
一
〇
年
以
降
本
格
的
な
需
要
急
増
に
直
面
す
る
の
で
あ

る
。

　
第
二
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
石
油
業
界
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
一
九
〇
一
年
の
年
が
明
け
る
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
に
「
ル
ー

カ
ス
噴
油
井
」
あ
る
い
は
普
通
「
ス
ピ
ン
ド
ル
ト
ッ
プ
」
　
（
9
旨
色
9
ε
）
と
し
て
石
油
史
上
に
名
を
留
め
て
い
る
史
上
例
を
見
な
い
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

油
井
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
独
占
、
つ
ま
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
独
占
基
盤

　
　
　
　
　
ダ
ソ
チ
目
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
五
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四
一
六

が
大
き
く
揺
ら
ぐ
契
機
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
に
触
れ
る
機
会
が
あ
ろ
う
。

　
次
に
わ
れ
わ
れ
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
両
企
業
の
内
部
に
眼
を
移
そ
う
。
一
八
九
九
年
に
南
阿
戦
争
が
勃
発
し
、
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

帝
国
主
義
は
そ
の
最
も
野
蛮
な
は
け
口
を
ブ
ー
ア
人
に
向
け
て
い
た
。
両
国
の
関
係
は
言
う
ま
で
も
な
く
悪
化
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

必
ず
し
も
両
企
業
間
の
冷
戦
を
呼
ぴ
起
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
資
本
は
盲
目
な
り
」
（
8
且
3
＝
ω
げ
一
一
匡
）
。
帝
国
主
義
期
に
入
り
そ

れ
が
一
定
の
制
約
な
い
し
変
態
を
受
け
る
に
せ
よ
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
資
本
の
・
ゴ
ス
と
は
本
来
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
両
企
業
の
間
に
は
友
好
関
係
を
維
持
す
る
パ
翫
ソ
ナ
ル
な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
ケ
ス
ラ
と
い
う
両
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
代
表
者
の
聞
に
存
在
し
た
、
単
に
資
本
の
人
格
的
表
現
と
し
て
の
資
本
家
以
上
の
全
人
間
的
な
ま
じ
わ
り
で
あ
っ
た
。
特
に
サ
ミ
ュ
ア

ル
は
こ
の
点
で
「
資
本
家
に
撤
す
る
」
こ
と
に
抵
抗
し
た
男
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
次
に
述
べ
る
こ
と
と
関
係
し
て
来
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
の
礎
を
作
っ
た
ケ
ス
ラ
が
一
九
〇
〇
年
末
に
こ
の
世
を
去
っ
た
時
、
両
者
の
関
係
は
新
し
い
時
代

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
確
か
に
、
最
近
の
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
論
じ
た
著
者
が
、
ケ
ス
ラ
の
後
を
襲
っ
た
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が

商
売
に
撤
し
た
男
、
つ
ま
り
資
本
の
・
ゴ
ス
の
権
化
の
よ
う
な
男
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
人
生
の
究
極
目
標
が
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
社
会
で
「
受
容
」
（
p
8
ε
3
9
Φ
）
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
社
会
的
威
信
を
掌
中
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
今
後

両
者
の
合
併
に
至
る
経
過
を
理
解
す
る
に
当
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
シ
ェ
ル
が
石
油
業
界
の
一
大
勢
力
に
成
長
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
生
活
態
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
検
討
し

よ
う
。
だ
が
そ
の
前
に
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
事
業
自
身
決
し
て
石
油
に
専
業
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ま
ず
忘

れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
か
で
も
肝
要
な
こ
と
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
カ
ー
と
し
て
サ
ミ
ュ
ア
ル
商
会
が
得
た
利
益
で
あ
る
。
日
本



の
各
種
証
券
発
行
の
際
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
得
ら
れ
た
利
益
は
、
そ
の
ま
ま
ボ
ル
ネ
オ
油
田
地
帯
の
開
発
に
向
け
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
父
の
代
か
ら
の
装
飾
用
具
、
加
工
、
各
種
の
商
品
取
引
は
「
シ
ェ
ル
運
輸
・
貿
易
会
社
」
の
名
の
示
す
通
り
、
引
続

き
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
記
す
と
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の
シ
ェ
ル
が
如
何
に
も
近
代
的
大
企
業
の
如
き
感
を
抱
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
だ
が
二
れ
は
全
く
事
実
に
反
す
る
。
或
る
確
実
な
筋
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
合
併
前
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
事
務
所
は
、
僅
か
四
八
名

の
社
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
輸
出
課
」
「
出
納
課
」
「
石
油
課
」
「
タ
ン
カ
i
課
」
「
重
油
課
」
「
絹
，

農
産
物
課
」
「
株
式
課
」
「
庶
務
課
」
の
八
部
門
か
ら
な
り
、
夫
々
タ
イ
ピ
ス
ト
か
ら
電
話
交
換
手
を
も
含
め
て
十
二
名
か
ら
二
名
で
構
成

　
　
　
（
1
1
）

さ
れ
て
い
た
。
当
時
世
界
に
冠
た
る
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
内
実
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
！

　
既
に
九
五
年
に
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
ケ
ン
ト
の
マ
デ
イ
ス
ト
ン
の
近
く
に
土
地
付
き
の
大
邸
宅
を
購
入
し
て
、
週
末
は
そ
こ
で
ア
リ
ス
ト

ク
ラ
テ
ィ
ク
な
生
活
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
地
域
社
会
の
行
政
へ
の
参
加
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
・
ン
ド
ン
の
シ
ェ
リ
フ
、
・

ン
ド
ン
市
会
議
員
、
・
ン
ド
ン
港
湾
委
員
会
議
長
等
々
の
名
誉
職
あ
る
い
は
多
忙
な
要
職
が
、
彼
を
待
ち
う
け
て
い
た
。
ケ
ン
ト
の
治
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

判
事
と
な
づ
て
地
方
の
土
地
所
有
者
と
相
並
ん
で
判
事
席
に
す
わ
る
こ
と
は
彼
の
名
誉
心
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー
カ
ス
．

ザ
ミ
ュ
ア
ル
は
次
第
に
石
油
業
界
か
ら
・
ン
ド
ン
の
一
般
公
衆
に
名
の
知
ら
れ
た
人
物
と
な
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
サ
ミ
ゴ
ア
ル
の
「
生
活
様
式
上
の
変
化
」
は
彼
の
事
業
に
は
決
し
て
プ
ラ
ズ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
丁
度
、
シ
ェ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
ヘ
の
改
組
で
商
会
が
多
忙
を
極
め
て
い
る
時
、
彼
は
市
会
議
員
と
し
て
多
く
の
時
間
を
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
に
不
運
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
シ
ェ
ル
が
客
観
的
に
最
も
む
つ
か
し
い
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
時
－
一
九
〇
二
年
ー
に
、
サ
ミ
ュ
ア

ル
が
・
ン
ド
ン
市
長
i
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
に
つ
い
で
二
番
目
の
ユ
ダ
ヤ
人
・
ン
ド
ン
市
長
1
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
・
ン
ド

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
日
シ
ェ
ル
の
立
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
七
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四
一
八

ン
市
長
と
い
え
ば
、
大
変
な
激
職
で
あ
る
。
企
業
の
最
高
経
営
者
が
兼
職
と
し
て
務
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
、
彼
が
こ
れ
を
受
け
る

な
ら
、
彼
は
充
分
信
頼
出
来
る
部
下
に
経
営
を
委
ね
て
、
一
時
的
に
せ
よ
そ
こ
か
ら
手
を
ひ
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
若
し
そ
の
よ
う
な
部
下

が
い
な
い
な
ら
1
事
実
彼
は
信
頼
出
来
る
部
下
を
持
た
な
か
マ
た
1
或
い
は
、
経
営
を
委
ね
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
、
彼
は
こ
の

よ
う
な
公
職
に
着
く
ぺ
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
経
営
倫
理
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
マ
ー
カ
ス
に
と
っ
て
は
シ
ェ
ル
は
全

く
彼
の
私
物
同
然
で
あ
っ
た
。
経
営
陣
な
ど
と
い
う
も
の
は
ま
ず
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
石
油
業
界
の
新
興
勢
力
と
い
え
ば

き
こ
え
は
よ
い
が
、
そ
の
経
営
組
織
た
る
や
前
述
し
た
よ
う
に
真
に
寒
心
に
耐
え
ぬ
ほ
ど
お
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
市

長
就
任
式
に
招
待
さ
れ
て
出
席
し
た
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
「
市
長
の
お
祝
い
は
こ
の
国
の
意
見
に
従
え
ば
と
て
も
素
晴
し
い
も
の
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
〉

た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
眼
に
は
サ
ー
カ
ス
団
の
パ
レ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
は
二
度
と
出
席
す
る
に
値
し
な
い
」
と
母
国

に
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
二
人
が
対
決
し
た
時
の
勝
負
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
予
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
貧
弱
な
経
営
組
織
で
は
、
日
々
刻
々
変
化
す
る
経
済
界
・
石
油
業
界
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
株
主
総
会
で
強
気
の
発
言
で
終
始
し
た
直
後
、
経
済
界
は
不
況
の
局
面
に
入
っ
た
。
当
時
は
バ
ツ

ー
ム
灯
油
は
既
述
の
よ
う
に
騰
貴
し
て
い
た
が
、
シ
ェ
ル
は
こ
の
高
い
灯
油
を
大
量
に
ス
ト
ソ
ク
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
騰
貴
は
ウ

ィ
ッ
テ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
1
つ
ま
り
重
油
の
利
用
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
経
済
界
の
不
況
は
重
油
価
格
を
下
げ
、
灯

油
増
産
を
結
果
し
、
そ
の
価
格
は
著
し
く
低
落
し
た
。
こ
の
よ
う
な
・
シ
ア
政
府
の
政
策
に
対
す
る
情
報
収
集
機
関
を
シ
ェ
ル
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
同
様
な
、
世
界
経
済
の
動
き
と
か
歴
史
の
流
れ
に
対
す
る
情
報
収
集
上
の
欠
陥
、
従
っ
て
、
理
解
の
不
足
は
、
別
の
機
会

に
も
読
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
に
中
国
に
巻
き
起
っ
た
「
ボ
ッ
ク
ス
タ
反
乱
」
（
切
o
幹
角
幻
3
Φ
臣
8
）
に
対
し
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

彼
は
総
会
で
楽
観
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
次
の
一
九
〇
一
年
の
そ
れ
で
は
、
シ
ェ
ル
の
用
地
が
略
奪
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
を
鎮
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
む
か
っ
た
ド
イ
ツ
軍
に
占
拠
さ
れ
、
施
設
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
民
族
主
義
に
対
す

る
無
知
に
由
来
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
1
）
　
経
済
史
研
究
の
分
野
で
は
、
こ
の
時
期
は
或
る
論
者
に
よ
っ
て
「
第
二
次
産
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
際
こ
れ
を
主
導
し
た
も
の
は

　
石
油
産
業
も
含
め
て
電
気
・
ゴ
ム
・
自
動
車
な
ど
の
諸
産
業
部
門
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
周
知
の
よ
う
に
原
油
は
そ
の
沸
点
差
を
利
用
し
て
分
溜
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
潤
滑
油
・
重
油
な
ど
に
分
解
さ
れ
る
が
一
九
世
紀
末
、
電

　
気
が
実
用
化
さ
れ
る
と
両
者
は
代
替
的
性
楕
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
長
期
的
に
は
競
合
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
世
紀
の
初
頭
は
未

　
だ
こ
の
点
は
全
く
問
題
に
な
ら
ず
、
電
燈
が
普
及
し
て
灯
油
需
要
が
減
少
し
始
め
る
の
も
あ
と
の
話
で
あ
る
。
た
だ
需
要
の
頭
打
ち
傾
向
は
そ
ろ
そ

　
ろ
表
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
重
油
と
ガ
ソ
リ
ン
の
普
及
は
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
で
も
触
れ
る
が
重
油
の
利
用
が
局
地
的
に
は
非

　
常
に
早
期
か
ら
進
み
な
が
ら
、
そ
の
普
及
度
が
遅
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ガ
ソ
リ
ン
は
自
動
車
の
普
及
と
と
も
に
暴
発
的
に
需
要
が
増

　
大
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
一
例
と
し
て
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
は
九
四
年
度
の
経
済
概
況
の
中
で
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
。
O
o
糞
↓
訂
閃
8
8
ヨ
一
界
O
o
ヨ
ヨ
R
9
巴

　
臣
簿
o
蔓
廼
国
。
≦
9
く
o
晒
一
〇
。
℃
♪
瀬
げ
・
ま
一
〇
。
3
｝
℃
・
5
ま
た
、
シ
ェ
ル
の
一
九
〇
〇
年
の
株
主
総
会
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
重
油
・
ペ
ン
ジ
ン
の
販

　
売
量
の
増
大
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
O
O
鎮
日
ぎ
↓
言
β
冒
器
B
一
8
9

（
4
）
　
サ
ミ
ュ
ァ
ル
が
既
に
一
八
九
九
年
に
重
油
用
タ
ン
ク
建
設
許
可
願
を
イ
ン
ド
政
府
に
提
出
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
構
想
が
一
朝
一
夕
に
し
て
出

　
来
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
O
o
三
壁
↓
ぎ
肩
一
巳
郵
》
品
、
一
G
o
一
〇
〇
お
、

（
5
）
　
一
九
〇
〇
年
の
総
会
報
告
に
よ
れ
ば
、
シ
ェ
ル
は
世
界
有
数
の
船
会
社
「
ハ
ン
ブ
ル
グ
”
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン
」
と
重
油
販
売
契
約
を
結
ん
で

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
九
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二
〇

　
い
る
。
O
O
ロ
い
↓
『
O
目
一
目
0
9
一
∈
お
8
這
0
9

（
6
）
　
た
だ
こ
の
「
ス
ビ
ン
ド
ル
ト
ッ
プ
事
件
」
の
結
果
は
、
そ
の
与
え
た
衝
撃
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
ハ
イ
デ
ィ
教
授
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
野
≦
■
節
零
『
国
国
置
ざ
空
o
器
o
ユ
昌
σ
q
一
昌
ω
お
ω
甥
ぎ
o
聲
マ
い
O
避

（
7
）
　
南
阿
戦
争
の
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
植
民
地
の
統
治
強
化
が
計
ら
れ
オ
ラ
ン
ダ
領
ボ
ル
ネ
オ
は
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
諸
島
同
盟
」
に
編
入
さ
れ

　
沿
岸
航
路
を
行
く
船
舶
は
オ
ラ
ン
ダ
旗
を
掲
げ
る
こ
と
が
強
請
さ
れ
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ
れ
に
対
し
て
強
く
抗
議
し
、
「
ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
イ

　
ギ
リ
ス
の
石
油
利
椛
を
確
保
す
る
」
た
め
に
外
務
省
や
国
会
に
働
き
か
け
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
茅
＝
睾
二
2
＄
o
㌻
鼻
．
℃
マ
旨
o
o
I
P

（
8
）
　
犀
＝
o
目
5
ロ
o
ρ
o
》
9
汁
■
℃
ー
呂
9

（
9
）
　
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
言
う
。
「
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
一
人
の
友
を
失
な
っ
た
ば
か
り
で
た
く
、
．
石
油
界
に
お
け
る
序
列
が
変
っ
て
い
た
」
「
そ
れ
は
、
事

　
実
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
」
H
げ
す
、
や
鵠
ド

（
1
0
〉
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
ビ
・
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
実
際
マ
ー
カ
ス
・
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
ア
マ
チ
ュ
ア
的
地
位
を
失
な
わ
な
か
っ
た
。
デ
ー
テ
ル
デ

　
ィ
ン
グ
は
出
発
点
か
ら
専
門
職
で
あ
っ
た
。
」
一
σ
一
阜
噂
》
呂
い
・

（
1
1
）
　
一
玄
〔
一
こ
マ
茸
命

（
1
2
）
　
一
げ
こ
こ
や
旨
ど
一
8
2
ρ
甲

（
1
3
）
　
こ
の
年
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
指
導
権
を
廻
っ
て
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
激
し
く
対
立
し
た
将
に
そ
の
時
で

　
あ
っ
た
Q

（
1
4
）
　
押
＝
o
膏
昼
垢
。
。
’
o
℃
■
9
け
■
り
℃
■
爵
N

（
1
5
）
　
↓
冨
艮
ヨ
o
辺
｝
9
一
〇
8
一
〇
〇
ρ

（
1
6
）
　
H
σ
民
■



（
1
7
）
　
目
げ
o
目
一
ヨ
o
ω
一
一
ロ
昌
o
o
o
一
〇
〇
一
■

二

　
企
業
と
し
て
の
シ
ェ
ル
の
弱
身
は
漸
次
表
面
化
し
て
く
る
が
、
し
か
し
と
り
あ
え
ず
、
二
〇
世
紀
を
迎
え
た
年
は
、
当
社
は
む
し
ろ
そ

の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
産
油
は
予
想
量
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
一
応
軌
道
に
乗
っ
て

　
（
1
）

い
た
し
、
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
と
の
精
油
供
給
契
約
で
カ
を
得
た
当
社
は
、
一
九
〇
〇
年
に
以
前
よ
り
も
一
層
有
利
な
条
件
で
再
契
約
に
調

印
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
シ
ェ
ル
は
今
後
ブ
ニ
ト
以
外
の
他
の
石
油
源
か
ら
ブ
ニ
ト
を
通
ず
る
こ
と
な
く
精
油
を
購
入
・
販
売
す
る
権
利

　
（
2
）

を
得
た
。
こ
れ
に
よ
り
シ
ェ
ル
の
企
業
活
動
に
は
め
ら
れ
て
い
た
足
か
せ
が
は
ず
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
一
時
的
に
も
せ
よ
、
シ
ェ
ル
の
カ
を
世
界
の
石
油
業
界
の
中
で
脅
威
の
的
と
さ
せ
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
か
の
親
友
で
あ
り

同
社
取
締
役
で
あ
っ
た
F
・
レ
ー
ン
の
助
力
も
あ
っ
て
、
息
づ
ま
る
よ
う
な
原
油
獲
得
競
争
の
結
果
、
一
九
〇
一
年
既
述
の
ス
ピ
ン
ド
ル

ト
ッ
プ
を
支
配
す
る
「
ガ
ソ
フ
ィ
石
油
」
（
O
目
論
2
浮
貸
o
一
薯
ヨ
9
ヨ
冒
ロ
冤
）
と
全
生
産
量
の
二
分
の
一
を
二
一
力
年
の
長
期
に
亘
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
シ
ェ
ル
に
供
給
す
る
と
い
う
契
約
を
と
り
つ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
す
ぺ
て
が
今
や
ガ
ッ
フ
ィ
と
の
契
約
に
か
か
っ
て
い
た
」
。
若
し
、

こ
の
油
井
が
長
続
き
し
テ
キ
サ
ス
油
田
の
開
発
が
こ
れ
に
続
い
た
ら
、
世
界
の
業
界
地
図
も
変
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
サ
、
、
、

ユ
ア
ル
ら
の
契
約
に
辿
り
着
く
ま
で
の
努
力
も
、
自
然
の
摂
理
の
前
に
脆
く
も
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
同
地
域
の
産
油
量
は
僅
か
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

年
も
経
た
な
い
う
ち
に
急
激
に
減
少
し
、
ガ
ッ
フ
ィ
と
の
契
約
は
反
故
同
然
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
れ
よ
り
さ
き
一
八
九
九
年
春
の
終
っ
た
頃
、
ヨ
i
・
ッ
パ
市
揚
で
突
如
石
油
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
が
巻
き
起
っ
た
。
そ
れ
は
ス
タ
ン

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
＝
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四
ニ
ニ

ダ
ー
ド
と
ノ
ー
ベ
ル
の
ド
イ
ツ
市
揚
に
お
け
る
協
定
違
反
に
端
を
発
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
は
激
し
く
反
搬
し
て
ヨ

ー
・
ッ
パ
、
地
中
海
、
ロ
シ
ア
を
含
む
西
半
球
に
お
い
て
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
手
を
結
び
、
ド
イ
ツ
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
販
売
子

会
社
の
株
式
の
持
合
い
を
始
め
と
し
て
、
・
シ
ア
の
主
要
な
独
立
業
者
を
抱
き
込
み
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
・
ッ
パ
市
場
に
お
い
て
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
対
し
て
さ
え
も
金
城
鉄
壁
の
同
盟
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
武
器
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
同
盟
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
・
ッ
パ
市
揚
に
お
い
て
、
こ
れ
は
完
全
な
市
揚
の
再
分
割
に
よ
る
独

占
の
成
立
を
意
味
し
た
。

　
次
に
、
こ
れ
を
全
世
界
に
広
め
る
た
め
に
は
シ
ェ
ル
を
消
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
プ
ニ
ト
が
契
約
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
切

り
か
え
る
こ
と
が
切
札
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
契
約
は
既
述
の
よ
う
な
形
で
再
ぴ
更
新
さ
れ
た
。
何
故
か
。
こ
れ

に
は
若
干
の
理
由
が
思
い
あ
た
る
。
シ
ェ
ル
に
は
追
い
つ
め
ら
れ
た
場
合
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
と
の
提
携
と
い
う
手
段
が
残
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
。
だ
が
最
大
の
論
点
は
、
恐
ら
く
ブ
ニ
ト
側
に
あ
っ
た
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ブ
ニ
ト
の
精
油
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
委
ね
る
こ
と
は
、
結
局

ブ
ニ
ト
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
従
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
な
れ
ば
最
後
に
来

る
も
の
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
伝
統
的
経
営
政
策
、
す
な
わ
ち
ブ
ニ
ト
の
買
収
で
あ
っ
た
。

　
両
者
の
関
係
は
さ
て
お
く
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
〇
一
～
二
年
は
、
世
界
の
石
油
業
界
は
ま
こ
と
に
流
動
的
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
際
、
そ
の
就
去
が
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
テ
キ
サ
ス
の
石
油
源
を
握
っ
た
シ
ェ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ

に
展
開
さ
れ
た
国
際
石
油
資
本
相
互
の
か
け
引
は
将
に
壮
絶
と
い
う
表
現
が
似
つ
か
わ
し
い
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
東
洋
に
お
い
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
抗
し
得
る
勢
力
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
の
提
携
が
不
可
欠
の
条



件
で
あ
っ
た
。
つ
ま
リ
シ
ェ
ル
と
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
を
中
軸
に
し
た
ア
ジ
ア
市
揚
の
販
売
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
形
成
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
仲
介
役
と
し
て
最
も
活
躍
し
た
の
は
国
際
的
配
船
ブ
・
ー
カ
ー
で
シ
ェ
ル
の
取
締
役
た
る
か
の
F
・
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
だ
が
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
オ
ラ
ン
ダ
資
本
の
合
同
は
、
一
見
し
た
ほ
ど
円
滑
に
は
運
ば
な
か
っ
た
。
両
者
は
こ
の
時
点
に
お
い
て

余
り
に
カ
の
差
が
あ
り
過
ぎ
た
。
少
な
く
と
も
第
三
者
に
は
そ
う
受
取
ら
れ
た
。
両
者
の
提
携
は
対
等
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
は
両
者
の
所
有
す
る
資
産
の
差
が
余
り
に
大
き
す
ぎ
た
。
ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
と
し
た
両
者
の
出
資
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ダ
両
資
本
の
販
売
会
社
の
設
立
と
い
う
F
・
レ
ー
ン
の
議
案
に
対
し
て
最
初
色
よ
い
返
事
を
し
な
か
っ
た
の
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
。
・

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
と
の
提
携
の
計
画
が
進
行
す
る
一
方
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
招
か
れ
自
ら

渡
米
し
て
い
た
。
こ
こ
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
し
て
は
、
ダ
ッ
チ
と
の
提
携
問
題
は
シ
ェ
ル
の
立
揚
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
か
け
ひ
き
に

お
い
て
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
若
し
こ
れ
が
失
敗
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
揚
合
、
ロ
イ
ア
ル
・

ダ
ッ
チ
と
の
接
近
は
、
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
結
論
を
言
う
と
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
提
案
を
呑
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
か
つ

て
公
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
た
り
と
も
株
主
総
会
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
明
白
に
す
る
こ
と
は
経
営
者
と
し
て
出
来

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
、
こ
く
最
近
発
見
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
公
文
書
館
の
極
秘
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
ェ
ル
全
体
を
四
〇

〇
万
ド
ル
で
買
収
し
、
当
時
存
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
子
会
社
「
ア
ン
グ
・
”
ア
メ
リ
カ
ン
」
を
改
組
し
て
、
サ
ミ
ュ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ル
を
そ
の
会
長
に
す
る
と
い
う
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
残
っ
て
交
渉
を
煮
詰
め
て
い
た
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
極
力
彼
に
進
言
し
た
。
が
、
彼
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
恐
ら
く
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
今

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ー
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
三
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四
二
四

ま
で
進
め
て
き
た
買
収
と
い
う
政
策
を
変
え
な
か
っ
た
の
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
前
記
し
た
彼
の
人
生
の
究
極
目
標
と
相
容

れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
大
が
か
り
な
攻
撃
に
出
た
。
そ
れ
は
単
に
安
売
り
ば
か
り
で
な
く
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
特
有
の
悪

名
高
い
手
段
が
用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
シ
ェ
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
子
会
社
に
身
売
り
し
た
い
と
い
っ
た
類
の
噂
を
業
界
に
流
す
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
デ
マ
は
決
し
て
馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
就
中
、
シ
ェ
ル
は
同
族
会
社
で
あ
り
経
営
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
一
存
で
決
せ

ら
れ
た
か
ら
、
一
般
大
衆
に
は
何
か
近
づ
き
難
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
嘩
は
、
否
定
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
逆
に
現
実
性
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て
受
取
ら
れ
る
と
い
う
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
ビ
ル
マ
に
鉱
区
権
を
得
よ
う
と
し
た
時
、
シ
ェ
ル
は
こ
の
噂
の
被
害
者
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
「
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
“
ダ
ッ
チ
」
H
「
ア
ジ
ア
石
油
会
社
」
（
＞
巴
暮
ざ
零
＃
巳
窪
日
O
o
ヨ
℃
睾
図
）
は
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
デ
ー
テ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
間
で
一
九
〇
一
年
一
二
月
二
七
日
に
調
印
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
指
導
権
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
固

定
資
産
を
基
準
に
両
企
業
を
評
価
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
シ
ェ
ル
に
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
契

約
条
項
は
F
・
レ
ー
ン
に
よ
り
あ
ま
り
に
性
急
に
作
製
さ
れ
た
た
め
、
両
者
の
間
に
は
意
志
の
疎
通
が
欠
け
て
い
た
。
少
な
く
と
も
デ
ー

テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
こ
の
点
を
利
用
し
た
。
シ
ェ
ル
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
提
携
が
破
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
デ
ー
テ

ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
F
・
レ
ー
ン
を
通
じ
て
基
本
的
な
点
で
了
解
に
達
し
て
い
た
同
意
事
項
を
、
取
締
役
会
が
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
う
口
実
を
使
っ
て
、
そ
の
原
則
に
至
る
ま
で
修
正
す
る
こ
と
を
迫
っ
た
。
一
九
〇
二
年
の
株
主
総
会
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
と
の
交
渉
が
中
断
し
て
か
ら
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
と
の
間
に
事
態
が
大
い
に
熟
し
て
来
た
。
そ
し
て
予
備
的
な
同
意
（
暇
色
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

塁
曙
品
話
。
茸
o
嘗
）
が
成
立
し
た
」
と
言
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
結
着
は
シ
ェ
ル
側
に
と
っ
て
は
意
外
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
の
で



あ
る
。

　
実
は
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
ダ
ソ
チ
と
シ
ェ
ル
と
の
販
売
提
携
、
つ
ま
り
、
販
売
会
社
の
設
立
が
問
題
と
な
っ
た
時
か
ら
、
彼
自
身

が
そ
の
経
営
指
揮
権
を
掌
握
す
る
と
い
う
強
い
決
意
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
他
の
オ
ラ
ン
ダ
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

油
業
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
れ
を
最
初
か
ら
主
張
す
る
こ
と
は
、
交
渉
の
決
裂
を
意
味
し
た
。
特
に
一
九
〇
一
年
に

は
・
シ
ェ
ル
の
カ
が
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
を
凌
い
で
い
た
。
だ
か
ら
、
前
述
の
草
案
は
こ
の
点
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
提
案
を
シ
ェ
ル
が
退
け
、
最
早
シ
ェ
ル
に
と
り
両
者
の
提
携
が
不
可
避
と
な
っ
た
時
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
彼
の
プ
ラ

ン
を
シ
ェ
ル
と
の
交
渉
の
過
程
で
粘
り
強
く
実
現
し
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
そ
の
手
始
め
は
、
販
売
独
占
を
完
全
に
す
る
た
め
に
、
「
オ
ラ
ン
ダ
領
産
油
業
者
委
員
会
」
（
9
ヨ
巳
ヰ
。
Φ
9
2
。
9
。
．
一
目
駐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

冒
島
窪
汐
o
段
8
お
）
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
と
の
間
に
灯
油
販
売
会
社
「
ブ
リ
テ
ィ
シ

ュ
“
ダ
ッ
チ
」
（
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
前
身
）
を
新
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
無
論
、
こ
の
点
は
シ
ェ
ル
側
に
と
っ
て
も
異
存
は
な
か
っ
た
。

重
要
な
争
点
は
、
就
中
、
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
そ
の
最
高
経
営
者
を
廻
る
も
の
で
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
自
分
が
社
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

地
位
に
つ
き
、
会
長
の
座
に
サ
ミ
ュ
ァ
ル
が
収
ま
る
こ
と
を
シ
ェ
ル
側
に
ー
よ
り
正
確
に
は
サ
、
・
、
ユ
ア
ル
自
身
に
1
同
意
さ
せ
た
。

第
二
に
、
彼
は
販
売
会
社
を
強
化
す
る
た
め
に
は
ロ
シ
ァ
産
油
業
者
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
と
．
》
ろ
が
・
シ
ア
産
油
業
者
は

当
時
と
り
わ
け
ヨ
ー
・
ソ
パ
市
場
で
相
互
に
激
し
い
競
争
を
演
じ
て
い
た
の
で
、
石
油
輸
出
業
者
委
員
会
の
構
成
員
が
一
致
し
て
こ
れ
に

加
入
す
歪
と
哲
来
豪
愈
・
昊
チ
ャ
イ
ル
ド
は
当
禦
参
加
矯
極
的
で
’
の
っ
奈
、
サ
ー
ユ
ア
ル
は
当
初
・
シ
ア
産
油
業

者
の
加
盟
は
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
み
の
参
加
は
無
意
味
だ
と
し
た
。
だ
が
彼
の
反
対
は
そ
れ
に
よ
り
新

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
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商
学
研
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1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
六

会
社
の
性
質
自
体
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
推
量
さ
れ
る
。
だ
が
こ
の
点
は
後
に
触
れ
る

こ
と
に
し
よ
う
。
結
局
は
「
ひ
と
つ
が
続
け
ば
他
も
追
従
す
る
」
と
い
う
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
見
解
が
通
り
、
新
会
社
に
・
ス
チ
ャ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ル
ド
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
狙
っ
た
も
の
は
、
東
半
球
に
お
け
る
「
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
目
ダ
ソ
チ
」
に
よ
る
灯
油
供
給
源
と
販
売
網
の
完
全
な

掌
握
で
あ
っ
た
。
こ
の
彼
の
究
極
目
標
の
た
め
に
、
彼
が
新
販
売
会
社
に
若
干
の
犠
牲
を
払
っ
て
も
ロ
シ
ア
産
油
業
者
を
加
入
さ
せ
よ
う

と
し
た
こ
と
は
、
大
義
名
分
を
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
で
は
な
く
シ
ェ
ル
で
あ
っ
た
。
新
会
社
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
灯
油
販
売
会
社
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
会
社
の
成
立

は
両
社
の
競
争
を
止
揚
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
打
倒
と
い
う
両
社
共
通
の
目
標
を
さ
て
お
い
て
、
両
社
の

力
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
結
果
に
お
い
て
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
新
販
売
会
社
を
対
シ
ェ
ル
と
の
力
関
係
を
逆
転
さ
せ
る

た
め
に
利
用
し
た
と
見
徹
さ
れ
て
も
、
恐
ら
く
公
正
な
第
三
者
は
こ
れ
を
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
三
者
の
調
印
は
一
九
〇
二
年
六
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
「
ア
ジ
ア
石
油
」
が
正
式
に
発
足
す
る
翌
三
年
七
月
二
日
ま
で
の

間
、
企
業
は
実
質
的
に
は
活
動
を
開
始
し
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
た
の
は
こ
の
期
間
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
細
目
の
取
決
め
に
当
っ
て
シ
ェ
ル
と
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
交
渉
は
難
航
を
重
ね
た
が
、
所
栓
、
・
ン
ド
ン
市
長
と
し
て
多
忙
を
極
め

る
サ
、
・
三
ア
ル
は
、
有
能
な
経
営
者
と
し
て
の
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
交
渉
は
終
始
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
ぺ
ー
ス

で
進
め
ら
れ
、
当
初
の
彼
の
意
志
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
一
言
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
運
営
の
骨
子
に
触
れ
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う
。
資
本
金
は
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
、
一
〇
ポ
ン
ド
株
二
〇
万
か
ら
成
り
、
三
者
が
ま
ず
六
〇
万
ポ
ン
ド
ず
つ
を
引
受
け
、



残
り
二
〇
万
ポ
ン
ド
は
新
加
入
者
が
な
い
揚
合
、
同
じ
く
三
等
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
必
要
な
償
却
決
定
権
は
当
会
社
が
保
持

し
、
出
資
金
に
つ
い
て
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
が
支
払
わ
れ
た
後
の
残
金
が
純
利
益
と
見
傲
さ
れ
た
。
タ
ン
カ
ー
・
タ
ン
ク
施
設
な
ど
は

親
会
社
か
ら
賃
貸
さ
れ
た
。
他
方
、
「
生
産
者
委
員
会
」
は
毎
年
の
需
要
量
を
推
定
し
、
そ
の
う
ち
七
分
の
一
が
ブ
ニ
ト
に
割
当
ら
れ
、
残

り
は
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
折
半
さ
れ
た
。
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
分
を
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
商
工
会
社
」

（
シ
ェ
ル
の
子
会
社
）
、
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
「
ム
シ
・
イ
リ
ル
」
の
三
者
間
で
、
夫
々
二
六
七
、
四
六
六
、
二
六
七
の
比
率
で
割
当
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
純
利
益
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
ア
ジ
ァ
石
油
」
に
、
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
が
生
産
者
に
配
分
さ
れ
た
。
無
論
、
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

を
こ
の
よ
う
な
結
着
に
導
い
た
も
の
は
、
シ
ェ
ル
の
側
に
お
け
る
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
交
渉
決
裂
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
報
復
処
置
、

さ
ぢ
に
テ
キ
サ
ス
石
油
の
輸
入
計
画
の
挫
折
な
ど
の
客
観
条
件
が
重
要
で
あ
る
が
、
シ
ェ
ル
の
最
高
経
営
者
と
し
て
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
不

在
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
「
マ
ー
カ
ス
は
、
公
的
諸
義
務
の
唯
中
に
あ
っ
て
、
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
社
長
に
就
任
し
て
実
質
的
に
販
売
活
動
を
開
始
し
て
以
来
採
っ
た
販
売
政
策
は
、
シ
ェ
ル

の
利
益
を
少
な
か
ら
ず
損
う
も
の
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
若
干
の
論
点
の
み
を
あ
げ
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
言
う
に
及
ば
ず
、
の
ち
に
ノ
ー
ベ
ル
が
新
会
社
に
加
入
し
た
時
、
両
者
は
大
量
の
高
価
な
ケ
ー
ス
・
オ
イ
ル
を
抱

　
　
　
　
（
2
3
）

え
込
ん
で
い
た
。
当
呼
灯
油
市
場
は
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
販
売
は
ア
ジ
ア
石
油
に
よ
り
大
変
な
負
担
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ケ
ー

ス
・
オ
イ
ル
の
販
売
は
、
タ
ン
カ
ー
も
タ
ン
ク
も
利
用
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
「
ア
ジ
ア
石
油
」
か
ら
あ
が
る
タ
ン
カ
ー
と
タ
ン
ク
賃
貸

料
を
将
来
の
収
入
の
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
シ
ェ
ル
に
と
り
、
こ
れ
は
直
接
収
入
減
と
し
て
は
ね
返
っ
た
。
次
に
、
デ
ー
テ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
七
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四
二
八

ル
デ
ィ
ン
グ
は
タ
ン
カ
ー
を
利
用
す
る
際
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
そ
れ
を
専
ら
利
用
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

シ
ェ
ル
の
そ
れ
を
遊
ぱ
し
て
お
い
た
と
も
説
か
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
精
製
油
に
つ
い
て
も
ク
タ
イ
や
パ
リ
ク
・
パ
バ
ン
の
そ
れ
の
販
売
に

熱
を
入
れ
ず
、
他
の
オ
ラ
ン
ダ
系
資
本
の
石
油
に
意
を
用
い
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
は
技
術
的
な
理
由
が
存
在
す
る
と
主
張
さ
れ
た
の
だ

（
％
）
が
。
最
後
に
こ
れ
は
シ
ェ
ル
に
直
接
利
害
関
係
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
社
長
と
し
て
行
な
っ
た
こ
と
に
、

オ
ラ
ン
ダ
系
資
本
の
諸
会
社
の
生
産
施
設
の
合
理
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
彼
は
生
産
部
門
に
ま
で
手
を
染
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ば
、
パ
レ
ン
バ
ン
に
は
ム
ェ
ラ
・
エ
ニ
ム
の
他
二
社
の
精
油
施
設
が
存
在
し
た
が
、
後
者
を
廃
棄
し
て
生
産
を
集
中
し
た
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
オ
ラ
ン
ダ
系
資
本
の
統
合
へ
の
布
石
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
い
ず
れ
も
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
ヘ
の
信
頼
を
裂
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
強
く
抗
議
し
た
が
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
経
営
政
策
す
べ
て
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
経
営
政
策
と
い
う
よ
り
「
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
」
の
経
営
政
策
で
あ
っ

た
と
結
論
す
る
の
は
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
酷
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
経
営
責
任
者
と
し
て
の
彼
の
決
定
し

た
政
策
が
、
い
ず
れ
か
の
石
油
会
社
の
利
害
に
結
ぴ
付
か
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
揚
合
、

彼
自
身
の
育
っ
た
企
業
体
の
経
営
方
針
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
運
営
に
色
濃
く
反
映
し
た
こ
と
は
拒
め
な
い
。
そ
れ
は
一
言
に
し
て
い
え

ば
、
生
産
優
位
主
義
と
で
も
表
言
出
来
よ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
特
色
は
一
再
な
ら
ず
述
べ
た
よ
う
に
生
産
会
社
と

し
て
発
足
し
た
点
に
あ
っ
た
か
ら
、
「
ア
リ
ア
石
油
」
そ
の
も
の
は
販
売
会
社
で
あ
り
、
彼
自
身
も
販
売
部
門
に
長
年
従
事
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
一
貰
経
営
の
一
部
門
と
し
て
の
販
売
で
あ
り
、
シ
ェ
ル
の
よ
う
に
、
譲
渡
利
潤
に
よ
っ
て
労
せ
ず
し
て
稼
ぐ

と
い
う
伝
統
的
イ
ギ
リ
ス
商
人
気
質
を
基
盤
に
し
て
発
展
し
来
っ
た
企
業
と
は
、
そ
の
体
質
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



　
最
後
に
筆
者
は
、
「
プ
リ
テ
ィ
シ
ュ
目
ダ
ソ
チ
」
の
基
本
的
同
意
に
達
し
た
一
九
〇
一
年
一
二
月
以
前
に
、
シ
ェ
ル
の
業
績
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

す
る
よ
う
に
、
非
常
に
悪
化
し
て
い
た
と
い
う
、
従
来
見
逃
が
さ
れ
て
き
た
事
実
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

後
述

（
1
）
　
ボ
ル
ネ
ォ
の
ク
タ
イ
油
田
原
油
は
重
油
採
取
に
最
適
の
硬
質
油
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
株
主
総
会
で
重
油
の
販
売
契
約
・
販
売
量
に
つ
い

　
て
可
成
詳
し
く
触
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
自
己
の
発
開
し
た
ク
タ
イ
油
田
か
ら
生
産
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
目
富
↓
ぎ
β
＞
目
α
q
・
旨
・

　
な
お
前
年
の
総
会
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ
こ
か
ら
年
一
〇
〇
万
ト
ン
の
採
油
が
可
能
で
あ
る
と
言
明
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
一
九
〇
四
年
の
報
告
に
よ

　
れ
ば
、
週
二
一
一
〇
ト
ン
の
灯
油
・
三
〇
三
〇
ト
ン
の
重
油
・
四
〇
〇
ト
ン
の
ベ
ン
ジ
ン
を
産
出
し
て
い
る
。
目
ぎ
目
目
9
＞
目
中
一
〇
。
一
〇
。
8
“

　
U
O
ρ
N
ω
一
〇
〇
命

（
2
）
　
O
・
劉
O
震
困
駐
o
P
o
マ
o
評
・
く
o
一
・
口
戸
℃
o
o
∋
犀
国
o
獣
5
岳
の
い
o
や
9
f
や
8
ρ
た
だ
ひ
と
つ
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
は
・
シ
ァ
灯
油

　
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
3
）
　
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に
描
い
て
い
る
。
競
争
は
主
と
し
て
シ
ェ
ル
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
。

　
一
ご
三
こ
℃
や
ω
お
ー
ま
。

（
4
）
　
一
び
箆
‘
マ
ω
象
、

（
5
）
　
こ
の
契
約
違
反
に
よ
っ
て
シ
ェ
ル
は
一
九
〇
四
年
の
株
主
総
会
で
二
万
一
五
〇
五
ポ
ン
ド
の
損
失
を
報
告
し
て
い
る
。
サ
ミ
ュ
ァ
ル
は
こ
の
違

　
反
に
対
し
て
あ
え
て
ガ
ッ
フ
ィ
側
を
追
求
し
な
か
っ
た
。
目
訂
凝
ヨ
聲
U
o
ρ
舘
お
O
命

（
6
）
　
こ
れ
を
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
「
年
度
経
済
概
況
」
（
O
o
簿
ヨ
。
目
陣
巴
＝
一
の
8
q
知
菊
。
≦
o
≦
）
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
市
揚
価
格
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
　
　
軸

　
す
る
と
石
油
は
一
八
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
産
で
ひ
ー
1
ひ
1
塵
（
一
バ
ー
レ
ル
）
の
最
近
に
な
い
高
価
を
記
録
し
た
後
、
翌
年
か
ら
や
や
下
落
、
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ひ
　
　
O
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
に
同
年
最
低
の
頓
野
を
記
録
そ
の
後
六
・
七
月
に
可
成
回
復
し
て
ひ
ー
阜
と
な
っ
た
。
0
9
昼
客
属
窪
ユ
2
8
｝
£
）
・
9
f
唱
マ
誤
下
。
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
九
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n
・
1
2

（
7
）
　
当
時
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
石
油
が
不
足
し
て
い
た
た
め

　
ま
た
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
も
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
販
売
網
を
保
持
し
て
い
た
が
、

　
っ
た
。

　
　
　
船

　
で
あ
る
。
F

（
1
0
）
　
一
σ
置
‘

（
1
1
）
　
↓
ゲ
①
一
．
一
ヨ
o
P

（
1
2
） Oごで　　　　シェル　ロイアル・ダッチ　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　（t）

薙克船　舶9似000（うち2≧14290はチ
司　‘　　F　　　　　　　　　　　　　　　ヤーターによる）

壽’マ田貯蔵タンク能力2・5，6・・　9◎…
の　　　い　　　ゆ

曽弼目錫板生産1，680，000　1，650，000
の　　　　　　けじ

名　唖…販売実績270，000　260，000
け　　　＄　　（過去一年間）

NN》　　　　　o
　　　　℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　，

（
8
）
　
当
時
ア
ジ
ァ
市
場
で
両
者
は
激
し
い
販
売
合
戦
を
演
じ
て
お
り
　
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
も
と
へ
は
現
地
か
ら
、
タ

　
ッ
チ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
競
争
す
る
に
必
要
な
価
格
以
下
で
投
げ
売
り
を
し
て
い
る
と
い
う
多
く
の
苦
情
が
持
ち

　
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
ガ
ソ
リ
ン
市
揚
で
も
同
様
な
事
態
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
。
O
。
菖
刃
国
。
，

　
昌
ユ
ρ
目
o
u
p
噂
o
マ
o
一
f
マ
い
ひ
♪
ω
ひ
9

（
9
）
　
両
企
業
の
評
価
を
廻
っ
て
基
本
的
な
数
字
で
ヘ
レ
ソ
ト
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
に
重
要
な
差
が
あ
る
こ
と
を

　
筆
者
は
発
見
し
た
。
前
者
は
上
の
よ
う
に
算
定
し
て
い
る
。
ρ
ー
O
震
お
誘
o
P
o
マ
・
凶
f
＜
o
一
・
戸
マ
一
8

　
こ
こ
か
ら
購
舟
勢
緯
に
も
と
づ
い
て
五
対
五
の
「
プ
リ
テ
ィ
シ
ュ
“
ダ
ッ
チ
」
の
計
画
が
練
ら
れ
と
見
な
し
て
い

　
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
が
引
用
し
て
い
る
F
・
レ
ー
ン
の
手
紙
に
み
れ
ば
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
主
張
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ

　
て
シ
ェ
ル
は
灯
油
の
み
で
年
二
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
販
売
し
て
い
る
に
対
し
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
年
十
六
万

　
ひ
ひ
ひ
ひ
D
塾
で
あ
る
と
見
傲
し
、
シ
ェ
ル
が
六
万
O
O
O
O
ト
ン
を
減
じ
て
そ
の
分
を
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
に

　
与
え
る
の
は
馬
鹿
げ
て
い
る
と
答
え
た
と
記
し
て
い
る
、
つ
ま
り
約
一
〇
万
ト
ン
の
評
価
上
の
差
が
存
在
す
る
の

9
0
詫
‘
℃
■
O
刈
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇

、
ロ
シ
ア
の
そ
れ
を
購
入
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
．
ハ
市
場
で
販
売
し
て
い
た
。

こ
れ
で
彼
の
精
油
を
す
べ
て
販
売
す
る
だ
け
の
カ
は
持
ち
合
わ
せ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
ρ

F
・
レ
ー
ン
は
最
初
「
プ
リ
テ
ィ
シ
ュ
n
ダ
ッ
チ
」
と
い
う
名
称
の
も
と
で
構
想
を
進
め
た
が
、

途
中
で
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
参
加
し
た
た
め



　
名
称
の
変
更
が
必
要
と
な
り
、
「
ア
ジ
ア
石
油
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
1
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
の
書
物
四
〇
二
頁
以
下
に
詳
し
い
。
同
時
に
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
の
労
作
第
二
巻
一
七
三
頁
以
下
を
も
参

　
照
。
両
者
の
叙
述
に
は
、
と
り
わ
け
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
評
価
を
廻
マ
て
微
妙
な
喰
い
違
い
が
読
取
ら
れ
る
。

（
1
4
）
　
同
冨
蒙
ヨ
0
9
冒
器
誠
一
〇
8
。

（
1
5
）
　
こ
の
産
油
業
者
と
は
続
く
本
文
に
あ
る
「
産
油
業
者
委
員
会
」
の
構
成
員
の
こ
と
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
こ
れ
は
一
九
〇
二
年
五
月
一
七
日
結
成
さ
れ
た
。
O
o
三
・
ρ
国
O
臼
8
9
0
P
o
や
巳
f
＜
o
一
・
目
・
マ
田
9

（
1
7
以
　
こ
れ
が
両
者
間
で
決
定
さ
れ
た
の
は
四
月
六
日
ら
し
い
。
と
も
か
く
四
月
二
六
日
の
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
の
取
締
役
会
で
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ

ー
が
「
わ
が
社
の
利
益
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
確
保
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
自
信
を
も
っ
て
答
え
て
い
る
。
界
＝
①
目
三
器
即
o
マ
9
f
℃
・
＄
㌣
ρ
劉

　
O
Φ
霞
o
房
o
F
o
℃
ゆ
o
凶
け
‘
マ
N
ま
，

（
1
8
）
　
こ
の
点
に
一
言
触
れ
る
と
、
ウ
ィ
ッ
テ
指
導
の
元
に
当
時
・
シ
ア
の
独
立
業
者
が
一
致
団
結
し
て
「
中
央
輸
出
委
員
会
」
を
組
織
す
る
計
画
が

　
あ
り
、
ウ
ィ
ッ
テ
は
シ
ェ
ル
め
輸
送
と
販
売
協
定
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
未
だ
最
終
的
合
意
に
達
し
な
い
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
シ

　
ェ
ル
に
は
も
う
ひ
と
つ
別
の
選
択
の
道
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
シ
ェ
ル
は
・
シ
ア
を
信
頼
し
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
判
断
は
正
し
か

　
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

（
1
9
）
ρ
畢
O
R
馨
ω
目
も
や
。
F
サ
8
丼

（
鐙
）
　
一
げ
一
負
℃
唱
N
ホ
硬
ρ
こ
こ
で
そ
の
若
干
の
点
を
補
足
す
る
と
、
q
D
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
商
工
会
社
」
は
別
に
年
少
な
く
と
も
八
万
ト
ン
の
重

　
油
を
提
供
す
る
こ
と
μ
出
来
る
、
⑭
タ
ン
カ
ー
は
シ
ェ
ル
か
ら
十
二
蔓
、
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
か
ら
三
壁
、
ト
ン
当
り
七
シ
ル
の
賃
貸
料
、
⑬
タ
ン

　
ク
賃
貸
料
は
ト
ン
当
り
八
・
五
シ
ル
．
マ
最
少
限
三
〇
万
ト
ン
を
取
扱
う
等
々
で
あ
っ
た
。

（
2
1
）
　
こ
れ
は
プ
ニ
ト
契
約
に
違
反
し
て
、
灯
油
を
ヨ
ー
・
ソ
バ
で
販
売
し
た
た
め
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
報
復
に
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
よ

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
一



　
　
　
　
一
橋
大
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研
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研
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1
1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
二

　
り
七
バ
ー
セ
ン
ト
も
安
い
価
格
で
販
売
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
指
す
。

（
2
2
）
　
菊
．
頃
o
目
β
一
一
8
｝
o
℃
・
9
¢
｝
や
＆
ゼ

（
2
3
）
　
一
げ
匡
こ
℃
■
台
o
o
・

（
餌
）
　
タ
ン
カ
ー
の
賃
料
に
関
し
て
は
最
終
案
で
も
ト
ン
当
り
七
シ
ル
と
い
う
か
な
り
高
い
賃
料
が
定
め
ら
れ
た
、
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
ス
チ
ュ
ア
ー

　
ト
の
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ル
・
タ
ン
カ
ー
の
賃
料
の
高
い
ア
〕
と
が
ひ
と
つ
に
は
ス
チ

　
ュ
ァ
ー
ト
の
船
舶
を
利
用
す
る
ー
そ
れ
が
契
約
違
反
か
否
か
は
別
と
し
て
1
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
2
5
）
　
罰
国
。
目
一
ε
3
8
■
鼻
■
、
マ
ホ
y
ボ
ル
ネ
オ
灯
油
は
精
製
す
る
と
茶
色
に
変
色
し
易
か
っ
た
の
で
ム
エ
ラ
．
エ
ニ
ム
の
そ
れ
と
混
合
し
て

　
販
売
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
ρ
男
O
R
お
一
ω
o
P
o
つ
9
け
‘
唱
℃
・
い
撃
～
9

（
2
7
）
　
男
。
頃
o
目
β
需
∫
o
や
9
f
℃
・
轟
ミ
頃
・

（
2
8
）
　
シ
ェ
ル
は
一
九
〇
一
年
度
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
継
続
し
た
が
、
二
れ
は
操
越
金
の
取
り
く
ず
し
に
よ
る
も
の
で
純
利
益
で
は
五
バ
ー
セ

　
ン
ト
が
精
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
ス
タ
テ
イ
ス
ト
」
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
↓
訂
ω
5
鉱
ω
戸
冒
ロ
。
鵠
ち
O
ρ
や
旨
凛
・

三

　
本
節
で
わ
れ
わ
れ
は
、
両
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
揚
に
対
す
る
進
出
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
両
社
が
ヨ
ー
・
ッ
パ
市
揚
に

進
出
を
意
図
し
た
の
は
二
〇
世
紀
を
迎
え
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
当
時
ヨ
ー
・
ッ
パ
石
油
市
場
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費

の
著
増
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
の
進
出
も
ガ
ソ
リ
ン
市
揚
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
は
一
八
九
五
年
ま
で
ほ
ぼ
平
行
線
を
辿
っ
て
い
た
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
増
大
に
転
じ
た
。
当
時
ガ
ソ
リ

ン
を
生
産
し
て
い
た
企
業
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
み
で
あ
り
、
世
界
市
揚
を
独
占
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
・
ッ
パ
で
消
費
の
伸
び
が
著

し
か
っ
た
の
は
、
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
就
中
、
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
精
製
ガ
ソ
リ
ン
の
輸
入
に
対
し
て
は
高
い

関
税
が
か
け
ら
れ
た
の
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
ガ
ソ
リ
ン
原
油
を
独
占
的
に
輸
入
業
者
に
提
供
し
、
彼
ら
が
国
内
の
多
数
の
ガ
ソ
リ
ン
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

製
業
者
に
そ
れ
を
販
売
す
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ガ
リ
シ
ア
地
方
で
ガ
ソ
リ
ン
原
油
が
産
出

さ
れ
臥
眠
、
唯
一
の
原
油
供
給
者
と
し
て
の
ズ
タ
ン
ダ
ー
ド
の
地
位
は
破
れ
、
激
し
い
競
争
の
結
果
、
ガ
リ
シ
ア
原
油
の
輸
入
業
者
は
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
支
配
す
る
「
ド
イ
ツ
“
ア
メ
リ
カ
業
者
連
合
」
（
U
窪
岱
号
出
目
。
巳
匿
巨
ω
9
。
O
o
ヨ
℃
お
巳
①
）
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

南
ド
イ
ツ
の
一
部
を
支
配
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

　
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
ケ
ス
ラ
は
ガ
ソ
リ
ン
市
揚
の
有
望
性
に
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
そ
の
後
を
襲

っ
た
時
は
、
丁
度
こ
の
市
揚
が
急
激
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
時
で
あ
り
、
敏
捷
な
彼
が
こ
れ
を
見
逃
す
は
ず
が
な
か
っ
た
。
折
も
折
き
ア
メ

リ
カ
で
の
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
急
膨
脹
の
た
め
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
市
揚
で
は
品
不
足
を
呼
ぴ
起
こ
し
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
高
騰
七
た
。
そ
の
た

め
オ
ラ
ン
ダ
領
産
ガ
ソ
リ
ン
は
ヨ
ー
・
ソ
パ
で
販
売
し
て
も
充
分
採
算
に
合
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
シ
ェ
ル
は
ガ
ソ
リ
ン

を
満
載
し
た
タ
ン
カ
ー
を
急
拠
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
り
、
そ
れ
も
ス
エ
ズ
運
河
当
局
の
事
前
の
承
認
も
な
く
、
そ
．
》
を
通
過
し
よ
う
と
試
み

た
。
し
か
し
今
回
は
九
二
年
の
際
の
よ
う
に
万
事
は
好
都
合
に
運
ば
な
か
っ
た
。
通
過
は
運
河
当
局
の
拒
絶
に
あ
い
、
・
シ
ェ
ル
の
タ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

1
は
ケ
ー
プ
を
迂
回
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
た
。

　
当
時
ヨ
ー
・
ッ
パ
で
は
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
て
い
た
か
ら
、
精
製
業
者
た
ち
は
協
定
に
違
反
し
よ
う
と
も
喜
ん
で
．
一
れ
を
購
入
し
た
。

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
三
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四
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
言
葉
を
信
用
す
れ
ば
、
価
格
が
た
と
え
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
下
落
し
よ
う
と
も
採
算
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

オ
ラ
ン
ダ
領
原
油
は
ガ
ソ
リ
ン
に
最
適
の
軽
質
油
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
貯
蔵
施
設
を
持
た
な
い
の

が
弱
味
で
あ
っ
た
が
、
シ
ェ
ル
は
本
国
の
精
製
業
者
と
の
接
触
が
容
易
で
あ
り
、
大
陸
で
は
ア
メ
リ
カ
独
立
業
者
「
ピ
ュ
ア
・
オ
イ
ル
会

社
」
（
勺
霞
Φ
9
一
〇
〇
ヨ
冒
ξ
）
と
契
約
を
結
ぽ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
と
同
意
書

を
と
り
交
し
、
一
九
〇
一
年
に
ヨ
ー
・
ソ
パ
の
ガ
ソ
リ
ン
市
揚
に
進
出
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
も
亦
、
両
者
は
相
ま
み
え
る
運

命
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
亦
、
こ
の
よ
う
な
乱
戦
時
代
に
対
処
し
て
系
列
化
に
乗
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
既
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
灯
油
市
揚
に
つ
い
て
十
九
世
紀
末
、
自
国
の
独
立
業
者
や
・
シ
ア
産
油
業
者
の
出
現
の
た
め
に
、
ヨ
i
ロ
ッ
バ

に
お
け
る
系
列
会
社
の
設
立
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
一
八
八
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
「
ア
ン
グ
・
・
ア
メ
リ
カ
石
油
会
社
」
（
＞
お
す
＞
日
甲

身
き
9
一
9
ヨ
℃
目
望
）
を
創
設
し
た
の
を
手
始
め
に
、
九
〇
年
に
は
既
存
企
業
の
買
収
と
い
う
方
法
で
「
ド
イ
ツ
旺
ア
メ
リ
カ
石
油
会

社
」
（
U
。
耳
8
▽
＞
ヨ
窪
匿
巨
。
。
9
。
零
＃
9
窪
ヨ
9
ヨ
冒
ロ
図
）
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
翌
九
一
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
業
者
の
拠
点

で
あ
り
石
油
輸
入
源
と
し
て
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
・
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
「
ア
メ
リ
カ
石
油
会
社
」
（
＞
ヨ
o
旨
き
頴
＃
o
一
窪
ヨ
9
コ
・
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

写
ξ
）
を
突
如
新
設
し
て
、
独
立
業
者
の
繊
滅
戦
に
着
手
し
た
。
だ
が
、
独
立
業
者
と
彼
ら
と
手
を
結
ん
だ
輸
入
・
精
油
業
者
は
こ
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
競
争
に
よ
く
耐
え
続
け
た
の
で
、
九
三
－
四
年
パ
リ
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
市
揚
分
割
会
談
が
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

わ
れ
た
時
、
後
者
は
こ
の
点
を
指
摘
し
て
協
定
の
締
結
を
躊
躇
し
た
こ
と
は
．
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

一
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
、
九
四
年
か
ら
灯
油
の
無
茶
苦
茶
な
乱
売
を
始
め
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
存
在
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
内
で

獲
得
さ
れ
た
独
占
利
潤
が
想
像
を
絶
す
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。
典
型
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
資
本
攻
勢
が
こ
こ
に
端
的
に



示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
多
く
の
独
立
業
者
が
姿
を
消
し
て
か
ら
、
西
ヨ
i
・
ッ
パ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
東
ヨ
i
・
ッ
パ
は
・
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

産
油
業
者
に
と
い
う
市
揚
分
割
協
定
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
の
章
で
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
指
導
的

ド
イ
ツ
精
油
業
者
の
自
殺
と
い
う
劇
的
事
件
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
市
場
独
占
に
、
当
時
急
速
に
勃
隆
し
つ
つ
あ
っ
た
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

イ
ッ
帝
国
と
そ
の
国
民
が
手
を
こ
ま
ね
い
て
傍
観
し
て
い
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。

　
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
す
る
国
民
的
反
感
の
昂
ま
り
を
利
用
す
る
よ
う
な
形
で
、
シ
ェ
ル
と
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
揚
に
上
陸
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
就
中
、
ガ
ッ
フ
ィ
と
の
契
約
を
済
ま
せ
、
そ
の
市
場
を
ヨ
i
・
ッ
パ
に
求
め
て
い
た
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ル
は
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
最
大
の
石
油
輸
入
業
者
た
る
「
ゲ
ー
リ
ッ
ヒ
”
ワ
ッ
ヘ
ン
ハ
イ
ム
」
の
買
収
に
成
功
し
、
北
ド
イ
ツ
に
お
け
る
販
売

組
織
ば
か
り
か
、
バ
ク
ー
の
精
油
施
設
、
バ
ツ
ー
ム
の
貯
蔵
タ
ン
ク
な
ど
を
・
一
挙
に
掌
中
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
母
体

に
シ
ェ
ル
は
一
九
〇
二
年
「
石
油
生
産
株
式
会
社
」
（
零
＃
o
一
呂
導
犀
a
爵
富
｝
。
酔
一
8
0
窃
①
房
。
募
δ
、
通
称
、
p
・
P
・
A
・
G
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

創
立
、
当
社
最
大
の
株
主
に
な
リ
ヨ
ー
ロ
ッ
帰
ハ
進
出
の
拠
点
を
こ
こ
に
築
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
買
収
に
よ
り
、
ヴ
、
・
・
ユ
ア
ル
は
ブ
ニ
ト

と
の
契
約
に
違
反
し
、
・
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
の
不
和
の
源
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
の

株
主
総
会
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
、
「
わ
れ
わ
れ
が
ア
ジ
ア
貿
易
を
創
造
し
た
よ
う
な
方
針
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
の
が
、
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

役
会
の
意
図
で
あ
る
」
と
言
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
め
の
販
売
会
社
乏
し
て
の
役
割
を
果
す
は
ず
に
な
っ
て
い
た
の
が
P
・
P
・
A
・

G
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
当
初
の
予
定
は
ほ
ど
な
く
大
き
く
狂
っ
た
。
警
告
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
ガ
ッ
フ
ィ
石
油
か
ら
の
精
油

供
給
計
画
が
画
に
書
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
の
株
主
総
会
で
彼
億
「
最
も
不
幸
な
こ
と
」
と
し
て
こ
れ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
五
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四
三
六

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
言
及
し
て
い
る
が
、
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
代
替
策
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
石
油
以
外
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
幸
い
ル
ー
マ
ニ
ア
最
大
の
産
油

会
社
で
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
の
系
列
下
に
あ
る
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ス
タ
ー
」
（
o
o
言
き
印
勾
o
ヨ
帥
鼠
）
に
、
当
銀
行
の
要
請
に
よ
り
三
〇
万
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ン
ド
の
営
業
資
金
の
出
資
に
よ
り
経
営
に
参
画
し
、
シ
ェ
ル
の
タ
ン
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
九
〇
三
年
末
、
「
ル
ー
マ
ニ

ア
・
ス
タ
ー
」
と
P
・
一
P
・
A
・
G
の
間
に
契
約
が
成
立
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
灯
油
は
P
・
P
・
A
．
G
の
販
売
網
を
通
じ
て
売
ら
れ
る
こ

　
　
　
（
婚
）

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ
の
石
油
を
母
国
で
販
売
す
る
た
め
に
「
ジ
ネ
ラ
ル
石
油
」
（
O
自
霞
巴
頴
鉾
9
窪
e
O
o
目
℃
睾
図
）

　
　
　
（
1
6
）

を
設
立
し
た
。

　
し
か
し
ヨ
ー
・
ッ
パ
市
揚
に
進
出
し
た
ば
か
り
の
シ
ェ
ル
は
、
そ
の
直
後
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
再
度
に
わ
た
る
熾
烈
な
値
下
げ
戦
争
に
遭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

遇
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
攻
撃
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
専
ら
シ
浮
ル
を
対
象
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

た
も
の
と
受
取
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
事
実
で
あ
っ
た
。
P
・
P
・
A
・
G
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
と
同
じ
販
売
会
社
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
株
式
持
分
に
応
じ
て
一
定
量
の
石
油
を
プ
ー
ル
す
る
義
務
の
あ
る
点
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
と
異
な
っ
て
い
た
。
更
に
よ
り
基
本

的
に
は
、
前
者
は
カ
ル
テ
ル
的
な
カ
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
に
対
し
後
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
記
の
規
定
に
よ
り
シ
ェ
ル
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
石
油
に
依
存
出
来
な
く
な
っ
た
時
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
買
占
め
で
騰
貴
し
た
バ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

1
石
油
を
購
入
し
て
P
・
P
・
A
・
G
に
プ
ー
ル
す
る
と
い
う
重
荷
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
一
九
〇
四
年
度
の
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
金
と
し
て
一
一
万
二
六
八
五
ポ
ン
ド
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
仕
掛
け
た
戦
い

の
激
し
さ
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
翌
年
P
・
P
・
A
・
G
は
施
設
増
強
の
た
め
増
資
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
ウ
ェ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

は
と
れ
に
応
ず
る
資
金
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。



　
残
さ
れ
た
道
は
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
唯
一
つ
、
ド
イ
ツ
市
揚
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
。
交
渉
が
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
と
の
間

に
進
め
ら
れ
、
同
銀
行
は
シ
ェ
ル
の
保
有
す
る
株
式
を
額
面
で
買
取
る
こ
と
に
同
意
し
た
が
、
そ
れ
に
は
ひ
と
つ
の
厳
し
い
条
件
が
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

て
い
た
。
そ
れ
は
シ
ェ
ル
の
最
上
の
タ
ン
カ
ー
四
墾
を
「
帳
簿
上
価
格
」
で
「
ド
イ
ッ
銀
行
」
に
譲
渡
す
る
と
い
う
項
目
で
あ
っ
た
。
か

つ
て
の
シ
ニ
ル
の
新
鋭
タ
ン
カ
！
が
ド
イ
ツ
の
旗
を
か
か
げ
て
ヨ
ー
・
㍗
パ
の
海
に
就
航
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
如
何
に
耐
え
難
い

こ
と
で
み
っ
た
か
察
す
る
に
余
り
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
道
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
シ
ェ
ル
が
二
〇
世
紀
の
訪
れ
と
と
も
に
、
灯
油
を
も
っ
て
ヨ
ー
・
ッ
パ
大
陸
へ
の
上
陸
を
敢
行
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
激
し
い
反
撃
に

あ
っ
て
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
に
対
し
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
尊
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
も
っ
て
、
シ
ェ
ル
よ
り
お
く
れ
て
一
歩
一
・
歩
慎

重
に
足
場
を
固
め
て
行
っ
た
。
そ
の
際
戦
略
的
に
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
原
油
供
給
市
場
と
し
て
の
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は

一
八
九
五
年
既
述
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
資
本
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ス
タ
ー
」
（
o
o
8
目
帥
勾
o
旨
ぎ
似
）
が
、
最
初
の
近
代
的
産

油
企
業
と
し
て
成
功
し
て
以
来
、
国
際
石
油
資
本
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

　
既
に
ケ
ス
ラ
は
ル
ー
マ
ニ
ア
石
油
の
将
来
性
を
重
視
し
、
一
九
〇
〇
年
春
、
自
ら
ブ
カ
レ
ス
ト
に
足
を
運
ん
で
現
地
を
検
分
し
て
い
る

が
、
彼
の
死
後
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
そ
の
政
策
を
引
継
い
で
、
常
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
情
報
網
を
は
り
廻
ら
し
て
い
た
。
当
時
オ
ラ
ン
ダ

資
本
を
中
心
に
し
た
企
業
が
多
数
進
出
を
終
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
代
表
格
が
一
八
九
九
年
創
立
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
石
油
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

社
）
（
冒
言
ヨ
費
江
8
巴
①
∪
。
＃
o
一
窪
ヨ
霞
器
房
9
も
9
）
で
あ
り
、
販
売
会
社
と
し
て
「
オ
ー
・
ラ
」
（
＞
目
o
醤
）
を
擁
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
九
〇
年
代
末
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
の
政
治
情
勢
に
変
化
が
あ
り
、
あ
ら
た
に
政
権
の
座
に
着
い
た
保
守
党
は
、
最
も
有
望
な
油
田

　
　
　
　
　
ダ
ソ
チ
随
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七
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四
三
八

地
帯
と
見
傲
さ
れ
て
い
た
王
領
地
を
賃
貸
し
て
財
政
窮
乏
を
救
お
う
と
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
機
を
窺
い
な
が
ら
虎
視
眈
眈
相
互
に
牽
制
し

合
っ
て
い
た
国
際
石
油
資
本
は
一
様
に
動
き
だ
し
た
。
こ
こ
で
、
と
り
わ
け
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ド
イ
ツ
の
二
大
銀

行
た
る
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
と
「
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
」
の
競
合
関
係
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
国
債
の
発
行
銀
行
で
あ
っ
た
「
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
」

は
、
秘
か
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
支
援
し
て
い
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
世
界
の
石
油
輸
出
ば
か
り
か
、
生
産
出
量
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の

割
合
が
漸
次
低
下
し
て
い
る
折
か
ら
、
ヨ
i
・
ソ
パ
に
石
油
源
を
探
し
求
め
で
い
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
と
の
喪
渉
は

極
秘
裏
の
う
ち
に
進
行
し
、
将
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
ル
ー
マ
ニ
ァ
油
田
の
中
心
部
を
一
括
し
て
掌
中
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
広
ま
る
と
、
ル
ー
マ
ニ
ア
石
油
が
完
全
に
ア
メ
リ
カ
資
本
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
野
党
の
自
由
党
を
先
頭
に
輿
論

が
反
対
し
、
こ
れ
を
契
機
に
、
事
件
は
保
守
党
の
辞
職
に
ま
で
発
展
し
た
。
そ
し
て
続
い
て
権
力
を
握
っ
た
自
由
党
は
、
一
国
の
資
本
、

就
中
、
列
強
の
独
占
企
業
に
自
国
石
油
の
開
発
を
委
ね
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
彼
ら
の
政
治
・
経
済
力
を
無
視
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
製
）

は
出
来
な
か
っ
た
。

　
一
九
〇
二
年
六
月
、
つ
ま
り
、
シ
ェ
ル
と
・
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
が
「
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
”
ダ
ッ
チ
」
の
設
立
に
関
し
て
交
渉
を
煮
詰
め
て

い
る
時
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
交
渉
に
入
っ
た
と
い
う
情
報
が
シ
ェ
ル
に
入
電
し
た
。
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ

は
、
直
ち
に
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
本
社
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
同
一
条
件
で
応
ず
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
通

告
し
た
。
そ
し
て
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
創
立
後
急
拠
同
社
と
さ
ら
に
「
ス
タ
i
」
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
シ
ェ
ル
と
の
交
渉

中
に
こ
れ
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
シ
ェ
ル
が
灯
油
市
場
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
上
陸
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
死
闘
を
演
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
と
記
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
遠
大
な
目
標
は
、
シ
ェ
ル
と
組
ん
で
、



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ガ
ソ
リ
ン
産
地
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
す
る
対
抗
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
始
め
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
無
謀
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
止
め
、
世
界
市
場
の
分
割
協
定
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
デ
ー
テ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
胸
中
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、
さ
ら
に
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
は
独
立
し
て
、
彼
の
指
導
の
も
と
に
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

の
新
設
を
計
っ
た
が
具
体
化
し
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
い
る
う
ち
に
、
シ
ニ
ル
は
詳
述
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
上
陸
作
戦
に
失
敗
し

て
撤
退
し
た
の
で
、
シ
ェ
ル
の
承
認
の
も
と
で
、
・
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
直
接
資
本
進
出
計
画
を
練
っ
た
。
一
九
〇
六
年
に
．
生
誕
し
た

「
連
合
オ
ラ
ン
ダ
石
油
会
社
」
（
O
。
8
嵩
o
臣
8
こ
。
国
o
一
『
目
α
ω
畠
①
男
9
3
一
2
目
9
日
鵠
α
q
昌
一
〇
）
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
資

本
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
に
、
そ
の
資
産
は
既
に
同
社
が
支
配
し
て
い
た
現
地
精
油
所
「
ア
ス
ト
ラ
」
（
》
ω
け
β
）
に
移
譲
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

役
員
が
送
り
こ
ま
れ
、
「
連
合
」
は
単
に
持
株
会
社
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
足
揚
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
は
完
壁
な
成
功
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
は
一
九
〇
三
年
五
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
揚
で
販
売
し
得
な
い
ガ
ソ

リ
ン
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
販
売
す
る
と
い
チ
一
時
的
な
契
約
を
結
ぶ
に
至
り
、
一
九
〇
六
年
遂
に
ヨ
ー
・
ッ
パ
ガ
ソ
リ
ン
市
揚
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
分
割
協
定
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
問
に
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
締
結
を
も
た
ら
し
た
基
底
に
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
急
激
な
拡
大
と
い
う
事
情
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
O
●
男
O
R
お
錺
o
P
田
ω
8
蔓
o
｛
夢
o
閃
o
峯
一
U
暮
9
・
＜
o
一
・
一
H
こ
や
田
命

　
（
2
）
　
ρ
劉
O
段
容
諾
o
P
o
や
9
f
く
o
一
。
戸
マ
誠
避
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
は
一
八
九
六
年
と
記
し
て
い
る
が
正
確
に
は
前
年
の
九
五
年
で
あ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
九
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研
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四
四
〇

　
ろ
う
、
同
年
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
騰
ハ
ン
ガ
リ
ー
特
派
員
は
同
国
の
熱
狂
ぷ
り
を
伝
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
年
は
輸
出
は

　
問
題
に
な
ら
ず
同
国
消
費
の
四
分
の
三
を
賄
う
で
あ
ろ
う
と
述
ぺ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
O
o
鼻
円
ぎ
b
8
目
ヨ
馨
’
甘
昌
o
一
一
〇
。
凛
層
℃
■
お
曾

　
ω
o
冥
■
N
o
o
一
〇
〇
ε
9
p

（
3
）
H
瓢
阜

（
4
）
　
H
げ
二
‘
》
8
曾
犀
田
o
彗
β
仁
8
0
℃
・
9
f
℃
」
o
。
ひ
■
彼
の
叙
述
を
正
確
に
解
す
る
と
最
初
の
タ
ン
カ
ー
は
通
過
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
し
か
し
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
こ
の
点
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
O
■
男
O
。
目
9
ω
o
p
名
。
鼻
‘
や
“
。
q
9

（
6
ぜ
　
剛
び
苓
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
大
陸
の
石
油
輸
入
港
と
し
て
最
も
早
く
か
ら
確
立
し
て
い
た
の
は
、
プ
レ
ー
メ
ン
と
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
が
ラ
イ
ン
工
業
地
帯
を
背
景
に
し
て
急
速
に
頭
角
を
表
わ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
代
に
は
最
大
の
輸
入
港
に
な
っ
て

　
い
凌
。

（
7
）
　
本
稿
三
九
七
頁
参
照
。

（
8
）
　
ρ
男
○
①
旨
o
誘
o
昌
一
＜
o
ド
目
讐
℃
，
N
Q
o
N
●

（
9
）
　
一
八
九
六
年
「
タ
イ
ム
ズ
」
は
ド
イ
ツ
政
府
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
国
内
市
場
に
つ
い
て
規
制
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
O
o
鉱
■

　
6
ぎ
目
旨
o
即
》
自
中
旨
一
〇
。
℃
9
＞
，
竃
〇
一
F
O
一
7
ゑ
醇
℃
マ
刈
O
■

（
1
0
）
　
ρ
劉
O
R
器
誘
o
P
o
や
9
f
＜
〇
一
・
目
・
℃
マ
N
o
o
い
ー
∋
男
・
＝
o
鳶
一
ρ
口
8
・
o
マ
9
f
℃
マ
雛
¶
O
・
シ
ェ
ル
は
こ
の
「
ゲ
ー
リ
ッ
ヒ
”
ワ
ッ

　
ヘ
ン
ハ
イ
ム
」
買
収
に
七
万
ポ
ン
ド
を
投
じ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
進
攻
と
ガ
ッ
フ
ィ
契
約
に
よ
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
シ
ェ
ル
を
打

　
倒
す
ぺ
き
相
手
と
し
で
強
く
意
識
す
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
〇
二
年
七
月
テ
キ
サ
ス
か
ら
最
初
の
タ
ン
カ
ー
が
ヨ
ー
・
ッ
バ
に
到
着
し
て

　
い
た
。



（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

ρ
コ
O
R
門
o
富
o
P
o
や
o
津
二

日
プ
Φ
円
一
ヨ
o
ロ
q
”
U
o
ρ
N
ω
一
〇
〇
騨

同
げ
箆
●

↓
『
o
目
一
ヨ
o
ω
ω
①
℃
ρ
N
N
一
〇
〇
“
・

園
，
頃
o
昌
樽
β
目
8
”
o
℃
■
9
酔
こ
℃
・

H
σ
答
‘
℃
や
恥
刈
o
o
l
O
■

円
げ
O
目
一
ヨ
o
o
o
｝
∪
①
9
さ
o
い
一
〇
〇
い

男
，
｝
H
o
ロ
ユ
ρ
5
田
』
o
℃
，
o
詳
‘
℃
■

℃
℃
■
N
Q
o
O
l
N
，

斜
刈
◎
o
．

鼻
『
P

一
九
〇
五
年
の
株
主
総
会
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
攻
撃
が
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
に
お

　
い
て
激
し
い
と
語
っ
て
い
る
、
ち
な
み
に
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
「
一
九
〇
四
年
度
経
済
概
況
」
（
O
。
ヨ
ヨ
。
門
。
一
四
一
国
一
ω
一
。
『
網
欝
男
①
く
一
Φ
、
＜
。
｛
一
〇
象
）

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

を
検
べ
る
ミ
刊
刈
醐
α
・
で
舞
迎
え
た
ア
メ
ー
カ
産
は
六
月
に
は
実
に
ω
畦
．
へ
と
四
。
f
セ
ン
ト
近
く
下
落
し
て
い
る
、
。
シ
ア
産
は

　
更
に
下
落
幅
は
ひ
ど
く
約
五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
∩
o
“
目
冨
国
。
8
。
目
凶
ω
紗
閃
。
『
一
〇
。
這
O
怠
》
卜
o
ρ

（
1
9
）
　
一
σ
往
こ
マ
お
O
ー

（
2
0
）
　
↓
ぎ
艮
日
o
。
。
闇
U
①
・
●
8
一
8
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
2
1
）
　
H
σ
凶
“
や
お
ド
こ
れ
は
施
設
拡
充
の
た
め
で
元
来
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
の
主
張
で
あ
っ
た
。
何
故
最
大
の
株
主
で
あ
っ
た
シ
ェ
ル
が
こ
れ
を
一

　
時
で
も
延
期
出
来
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
2
2
）
　
目
ぎ
ピ
ヨ
①
の
ー
0
9
’
撃
G
O
9
罰
ゆ
頃
o
旨
β
き
ω
、
o
や
o
搾
や
お
ド
ヘ
ン
リ
ク
ェ
ス
は
六
墾
と
書
い
て
あ
る
が
、
「
総
会
報
告
」
で
は
四

　
隻
と
あ
る
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
「
ア
ジ
ア
石
油
」
と
チ
ャ
ー
タ
ー
し
な
か
っ
た
タ
ン
カ
ー
は
四
蔓
で
あ
っ
た
か
ら
恐
ら
く
四
蟹
が
正
し
い
。
し
か
し
、

　
こ
れ
が
最
新
の
タ
ン
カ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
一



　
　
　
　
一
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1
・
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
二

（
2
3
）
　
ρ
蜀
O
o
旨
9
8
F
＜
〇
一
・
目
り
℃
』
o
o
P
付
書
す
れ
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
石
油
は
ガ
ソ
リ
ン
が
五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
そ
の
点
で
ス
タ
ン
ダ

　
ー
ド
に
と
っ
て
最
良
の
目
標
に
な
っ
た
。
既
に
一
九
〇
〇
年
に
は
輸
出
は
四
〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
、
　
一
九
〇
六
年
に
は
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し

　
て
い
た
。

（
2
4
）
　
一
σ
＝
こ
℃
や
N
8
ー
ト

（
2
5
）
　
一
σ
一
“
℃
』
O
命
当
時
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
当
初
の
規
定
に
反
し
て
、
「
ア
ジ
ア
石
油
」
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
石
油
を
売
り
込
ん
で
成

　
功
し
て
い
た
。
一
九
〇
三
－
四
年
に
か
け
て
一
年
間
で
九
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
の
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売
さ
れ
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
に
四
七
万
ポ
ン
ド
の
利

　
益
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
規
約
違
反
が
現
実
に
シ
ェ
ル
に
ど
の
よ
う
な
損
害
を
与
え
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
当
面
直
接
の

　
影
響
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
益
を
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
出
資
分
に
対
し
て
受
取
っ
た
と
は
思
え
な

　
い
。

（
2
6
）
　
ρ
肇
O
o
旨
卑
ω
o
P
o
や
o
ヰ
、
噂
℃
．
N
O
N
●

（
2
7
）
　
ぎ
包
‘
や
ω
茸
』

四

　
六
対
四
と
い
う
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
優
位
に
お
い
て
、
両
社
が
史
上
初
の
「
超
国
籍
企
業
」
の
成
立
を
め
ざ
し
て
合
併
を
行
な
う
日

は
、
最
早
眼
前
に
迫
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
結
幕
に
到
達
す
る
前
に
、
そ
れ
に
到
る
布
石
と
し
て
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
資
本
の
優
位

を
決
定
づ
け
た
残
る
二
・
三
の
論
点
に
つ
い
て
、
本
稿
は
未
だ
触
れ
る
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
そ
の
点
に
論
及
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。



　
ま
ず
、
前
述
の
「
オ
ラ
ン
ダ
領
産
油
業
者
委
員
会
」
で
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
が
四
分
の
三
以
上
の
票
決
権
を
得
て
完
全
に
指
導
権
を

確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
社
長
に
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
就
任
し
て
以
来
、
彼
の
採
っ
た
撤
底
的
な
合
理
的

経
営
政
策
に
は
、
シ
ェ
ル
ば
か
り
か
委
員
会
を
構
成
す
る
他
の
オ
ラ
ン
ダ
資
本
の
中
に
も
抵
抗
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

委
員
会
の
決
定
は
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
と
い
う
甚
だ
民
主
的
な
規
約
が
存
在
し
た
の
で
、
彼
ら
の
抵
抗
は
デ
ー
テ
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

イ
ン
グ
に
は
経
営
政
策
遂
行
上
大
き
な
制
約
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
た
。

　
彼
ら
の
中
で
最
も
有
力
な
も
の
は
、
既
述
の
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
と
「
ム
シ
・
イ
リ
ル
」
で
あ
っ
た
。
前
者
は
一
八
九
八
年
シ
ェ
ル

と
必
ず
し
も
有
利
で
な
い
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
契
約
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
創
立
の
際
こ
の
新
会
社
に
実

質
的
に
は
肩
変
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
両
社
は
同
じ
オ
ラ
ン
ダ
資
本
と
し
て
更
に
提
携
を
強
め
、
遂
に
四
年
に
至
っ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
同
社
を
完
全
に
買
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
前
者
は
ム
ェ
ラ
・
エ
ニ
ム
か
ら
全
資
産
を
引
継
ぐ
か
わ
り
に
、
後
者

は
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
優
先
株
二
〇
〇
〇
と
普
通
株
六
〇
〇
を
受
取
り
、
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
の
創
立
者
ア
イ
エ
ル
マ
ン
（
討
①
旨
一
嘗
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

同
社
の
利
益
代
表
と
し
て
・
イ
ヤ
ル
・
ダ
ソ
チ
の
取
締
役
会
に
迎
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
二
年
後
の
一
九
〇
六
年
に
は
ム
シ
・
イ
リ
ル
の
買
収
が
遂
行
せ
ら
れ
た
。
同
社
は
一
九
〇
〇
年
、
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
両
資

本
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
こ
れ
亦
シ
ェ
ル
と
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
漸
次
産
油
量
が
低
下
し
始
め
た
。
同
社
内
部
で
は
こ

れ
に
対
し
て
種
々
の
対
策
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
機
を
み
て
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
買
収
の
話
を
進
め
∩
こ
れ
に
成
功
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

σ
条
件
は
ム
シ
・
イ
リ
ル
一
二
株
に
対
し
て
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
一
株
の
割
合
で
交
換
に
応
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
両
社
の
吸
収
政
策
の
目
的
は
「
生
産
者
委
員
会
」
を
支
配
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
ア
ジ
ア
石
油
」
設
立
当
時
、
そ
の
構
成

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ー
ー
シ
ニ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
三
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四
四
四

員
の
生
産
割
当
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
・
グ
ル
…
プ
（
シ
ェ
ル
と
前
記
二
企
業
）
が
折
半
で
あ
り
、
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
中

で
は
、
　
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
「
ム
シ
・
イ
リ
ル
」
さ
ら
に
シ
ェ
ル
の
南
ボ
ル
ネ
ォ
子
会
社
た
る
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
商
工
会
社
」

（
2
巴
①
巴
弩
3
0
7
冒
色
8
訂
冒
α
ロ
ω
ぼ
δ
9
国
竃
留
一
目
器
錺
9
呂
三
）
の
三
者
が
、
夫
々
四
六
六
、
二
六
七
、
二
六
七
と
い
う
比
率
で

割
当
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
ウ
ェ
イ
ト
に
お
い
て
票
決
権
を
保
持
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
前
二
者
を
吸
収
し
た
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
委
員

会
の
七
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
委
員
会
」
は
完
全
に
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
さ
き
に
当
て
に
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
石
油
が
水
泡
に
帰
し
、
ブ
ニ
ト
に
お
い
て
は
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
に
七

パ
ー
セ
ン
ト
安
い
価
格
で
契
約
を
獲
得
さ
れ
、
最
後
に
オ
ラ
ン
ダ
系
資
本
か
ら
の
供
給
源
を
失
な
っ
た
シ
ェ
ル
に
、
唯
一
つ
残
さ
れ
た
も

め
は
、
自
己
の
開
発
し
た
ボ
ル
ネ
オ
の
ク
タ
イ
油
田
の
み
と
い
う
最
悪
の
状
態
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ボ
ル
ネ
オ
の
石
油
に
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
夢
が
託
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
に
入
り
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
ガ
ソ
リ
ン
に
注

目
し
た
の
に
対
し
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
既
に
十
九
世
紀
か
ら
船
舶
用
燃
料
と
し
て
の
重
油
に
着
目
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
当
時
世
界
の
半

分
余
り
の
船
舶
を
保
有
し
た
海
運
国
で
あ
っ
た
か
ら
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
こ
の
点
に
着
目
し
た
の
は
決
し
て
不
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
重
油

は
動
力
用
燃
料
油
と
し
て
、
比
較
的
早
く
か
ら
、
と
り
わ
け
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
、

・
シ
ア
石
油
の
重
油
成
分
が
高
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
が
、
・
シ
ア
石
油
は
輸
出
に
は
そ
の
地
理
的
関
点
か
ら
や
や
難
点
が

あ
っ
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
契
約
し
た
ガ
ッ
フ
ィ
の
石
油
は
燃
料
油
と
し
て
適
し
て
い
た
。
そ
う
な
る
と
、
シ
ェ
ル
は
世
界
に
重
油
を
供
給

す
る
企
業
と
し
て
最
も
有
利
な
地
位
に
あ
っ
た
。
よ
く
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
夢
は
世
界
各
地
の
港
に
重
油
タ
ン
ク
を
建

設
し
、
世
界
に
冠
た
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
を
始
め
と
し
て
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
掲
げ
た
船
舶
に
「
シ
ェ
ル
」
ブ
ラ
ン
ド
の
重
油
を
補
給



す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
彼
の
構
想
は
、
ク
タ
イ
と
イ
ギ
リ
ス
領
北
ボ
ル
ネ
オ
の
中
間
地
帯
の
タ
ラ
カ
ン
地
方
に
、
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
鉱
区
権
を
獲

得
し
、
そ
の
原
油
が
殆
ど
何
の
加
工
も
せ
ず
に
重
油
と
し
て
使
用
出
来
る
よ
う
な
数
本
の
油
井
を
掘
り
当
て
た
時
、
そ
の
基
盤
を
侵
さ
れ

　
　
　
（
5
）

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
将
来
ク
タ
イ
地
方
か
ら
北
上
し
て
母
国
植
民
地
に
進
出
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
シ
ェ
ル
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
痛

　
　
　
（
6
）

手
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
重
油
を
納
入
す
る
と
い
う
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
夢
に
は
、
必
ず
し
も
決
定

的
な
打
撃
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。

・
こ
こ
で
枢
要
な
問
題
と
し
て
浮
か
ぴ
上
っ
て
来
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
”
政
府
と
シ
ェ
ル
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
重
油
使
用
が
第
一
次
大
戦
以
降
に
な
っ
た
こ
と
は
、
シ
ェ
ル
と
海
軍
と
の
実
験
の
失
敗
と
と
も

に
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
全
体
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
重
油
産
出
地
と
の
関
連
で
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
現
に

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
態
度
が
シ
ェ
ル
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
好
意
的
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
最

た
る
も
の
が
、
ビ
ル
マ
・
印
度
へ
の
進
出
に
対
す
る
印
度
政
府
の
態
度
で
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
に
入
り
、
他
国
か
ら
の
石
油
供
給
源
を
次
々
に
失
な
い
つ
つ
あ
っ
た
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
手
段
は
「
ビ
ル
マ
石

油
」
が
好
成
績
を
あ
げ
て
い
た
ビ
ル
マ
地
方
の
油
田
に
進
出
す
る
こ
と
で
っ
た
。
と
り
わ
け
印
度
市
揚
は
二
〇
世
紀
に
入
り
「
ビ
ル
マ
石

油
」
に
浸
蝕
さ
れ
始
め
た
。
何
故
な
ら
ビ
ル
マ
は
印
度
領
内
に
あ
っ
た
か
ら
無
税
で
石
油
販
売
が
出
来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

石
油
資
本
は
高
い
関
税
を
支
払
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
就
中
、
シ
ェ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
国
籍
で
か
つ
純
粋
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
で
あ
る
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

か
か
わ
ら
ず
、
他
国
の
石
油
資
本
と
同
一
の
取
扱
い
を
受
け
た
。
シ
ェ
ル
は
こ
れ
に
抗
議
し
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
替
策
は
シ
ェ

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
n
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
五
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六

ル
自
身
ビ
ル
マ
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ビ
ル
マ
当
局
は
シ
ェ
ル
が
ビ
ル
マ
に
鉱
区
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
許
可
し
な
か

（
9
）
っ
た
。
こ
れ
ら
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
心
を
痛
く
傷
つ
け
た
こ
と
は
、
彼
の
株
主
総
会
の
発
言
に
よ
っ
て
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
彼
は
そ
の

席
上
で
、
シ
ェ
ル
は
一
四
九
三
名
の
株
主
を
有
し
そ
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
当
社
が
「
誠
実
な
イ
ギ
リ
ス
企
業
」

（
帥
9
β
ゆ
3
騨
三
昏
を
ま
一
〇
8
ヨ
饗
曙
）
で
な
い
と
す
る
一
部
輿
論
に
抗
弁
し
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
こ
の
言
明
で
は
輿
論
は
納
得
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
ル
が
し
ば
し
ば
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
交

渉
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
公
然
た
る
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
途
上
若
し
シ
ェ
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
買
収
計
画
を
の
ん
で
い
た
ら
、
シ

ェ
ル
は
ア
メ
リ
カ
資
本
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
今
後
起
り
得
な
い
と
言
え
よ
う
か
。
現
に
数
年

を
経
ず
し
て
オ
ラ
ン
ダ
資
本
と
合
併
し
た
で
は
な
い
か
：
　
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と

で
あ
る
。
シ
ェ
ル
が
こ
の
点
で
と
り
わ
け
疑
惑
を
持
た
れ
た
の
は
、
前
記
の
経
過
と
は
別
に
次
の
二
点
を
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
第
一
は
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
・
ン
ざ
ン
市
長
と
い
ラ
経
歴
を
持
ち
な
が
ら
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
シ
ェ
ル
に
は
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
と

り
土
着
イ
ギ
リ
ス
資
本
で
あ
る
と
は
映
ら
な
い
何
物
か
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
第
二
点
と
密
接
に
関
係
す
る
。
サ
ミ
ュ
ァ

ル
は
シ
ェ
ル
の
株
主
が
千
名
を
越
え
る
と
言
明
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
過
半
数
が
サ
キ
ュ
ア
ル
一
家
に
握
ら
れ
て
い
る
同
族
企
業
で
あ
る

こ
と
に
は
変
り
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
「
・
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ
実
ス
ト
」
で
は
シ
ェ
ル
の
株

主
総
会
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
．
シ
ェ
ル
は
株
式
買
入
公
示
（
証
5

0
〈
震
げ
己
）
な
ど
を
必
要
と
せ
ず
に
他
企
業
と
合
併
し
た
り
、
自
己
を
売
り
渡
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
コ
端
的
に
言
え
ば
、
シ
ェ
ル
は

イ
ギ
リ
ズ
国
民
に
と
っ
て
は
何
か
得
体
の
知
れ
な
い
暗
い
陰
を
宿
し
た
国
際
資
本
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



（
1
）
　
ρ
男
O
R
『
。
駐
o
P
田
蜂
o
q
o
｛
昏
。
国
o
岩
一
U
暮
0
7
＜
o
一
・
目
、
や
鴇
N

（
2
）
　
こ
の
揚
合
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
は
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
の
で
シ
ェ
ル
側
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
、
シ
ェ
ル
側
は
ア
〕

　
れ
と
交
換
に
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
商
工
」
会
社
が
最
少
限
四
〇
〇
万
ケ
ー
ス
出
荷
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
。

（
3
）
　
ρ
■
O
R
お
駐
o
P
8
・
鼻
；
や
ω
ω
い
彼
の
期
間
は
五
年
間
と
さ
れ
、
こ
の
間
交
換
さ
れ
た
普
通
株
六
〇
〇
は
凍
結
さ
れ
た
。

（
4
）
　
冒
薗
‘
》
呂
9
呂
9
ω
　
企
業
の
清
算
、
⑭
　
売
却
、
⑬
　
立
て
直
し
、
と
い
う
三
つ
の
策
が
考
え
ら
れ
た
が
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
反
対
を
説

　
得
し
て
結
局
⑭
に
落
ち
つ
い
た
。

（
5
）
　
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
が
自
国
領
ボ
ル
ネ
オ
に
初
め
て
進
出
し
た
の
は
、
一
八
九
九
年
初
頭
に
「
ク
タ
イ
開
発
会
社
」
（
内
o
卑
9
国
図
筥
o
β
鼠

　
冒
塁
岱
9
署
豆
一
）
が
採
掘
を
始
め
失
敗
し
た
時
、
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
に
そ
の
採
掘
権
の
譲
渡
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
デ
ー
テ
ル

　
デ
ィ
ン
グ
は
オ
ラ
ン
ダ
領
ボ
ル
ネ
ォ
の
経
営
を
統
合
し
て
シ
ェ
ル
六
〇
、
ダ
ッ
チ
四
〇
の
割
合
で
利
益
を
配
分
す
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
6
）
　
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
ボ
ル
ネ
オ
事
業
に
は
こ
の
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
野
心
を
阻
止
す
る
と
い
う
重
要
な
目
的
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
菊
，
頃
①
p
ユ
ρ
口
o
∫
o
唄
9
f
℃
マ
呂
ω
1
恥
、

（
8
）
　
↓
ぼ
目
日
o
ω
り
ω
呂
ρ
卜
o
N
G
O
弁
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
言
明
に
よ
れ
ば
、
シ
ェ
ル
は
こ
れ
迄
印
度
に
タ
ン
ク
施
設
な
ど
五
〇
万
ポ
ン
ド
を
投
下
し
た

　
と
い
わ
れ
る
。

（
9
）
目
ぎ
目
ヨ
①
ω
”
u
。
9
8
一
8
い

五

ダ
ッ
チ
n
シ
ェ
ル
の
成
立

四
四
七
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四
八

　
今
ま
で
筆
者
が
叙
述
し
て
き
た
こ
と
は
、
結
局
、
最
早
シ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
存
在
意
義
が
無
に
帰
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

と
言
え
よ
う
。
何
故
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
産
石
油
の
買
付
契
約
が
実
現
せ
ず
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
ヘ
の
上
陸
作
戦
が
失
敗
し
、
ア
ジ
ア
の
全
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の
利
用
に
託
ね
た
シ
ェ
ル
に
は
、
今
と
な
っ
て
残
さ
れ
た
仕
事
は
何
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
を
再
度
、

否
、
さ
ら
に
一
回
り
大
き
な
世
界
企
業
と
し
て
再
生
さ
せ
る
た
め
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
道
は
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
と
の
合
併
以
外
に
は

無
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
の
合
併
の
談
合
は
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
六
年
の
到
来
と
と
も
に
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ダ

ッ
チ
は
充
分
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
に
乗
り
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
条
件
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
が
最
初
主
張
し
た
よ
う
に
「
ブ
リ
テ

ィ
シ
ュ
“
ダ
ッ
チ
」
の
場
合
の
よ
う
に
対
等
合
併
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
の
情
勢
が
両
社
に
と
っ
て
如
何
に
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
か
を
、
わ
れ
わ
れ
は
既
に
詳
し
く
検
討
し
た
。
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
は
六
対
四
と
い
う
合
併
比
率
を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
形
質
的
に

は
経
営
権
が
同
社
の
手
に
握
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
シ
ェ
ル
は
当
初
こ
の
条
件
に
は
抵
抗
し
た
。
し
か
し
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は

こ
の
線
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
四
月
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
一
人
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
訪
れ
た
。
彼
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
若
干
の
譲
歩
の
色
を
み

せ
た
。
主
要
な
も
の
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。
ω
　
シ
ェ
ル
は
持
株
会
社
と
し
て
名
を
留
め
る
。
ω
　
サ
ミ
ュ
ア
ル
の
保
持
す
る
株
式
の

一
対
五
の
特
別
票
決
権
は
留
保
さ
れ
る
。
⑥
　
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
が
ダ
ッ
チ
ロ
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
を
シ
ェ
ル
側
の
利
益
に
な
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
運
営
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、
全
普
通
株
の
四
分
の
一
を
時
価
以
上
の
価
格
で
ダ
ッ
チ
が
購
入
す
る
。
遂
に
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
こ

の
条
件
を
呑
ん
だ
。
両
首
脳
の
間
で
基
本
的
合
意
が
成
立
し
た
。

　
（
1
）
　
つ
い
で
に
付
言
す
れ
ぱ
、
ヘ
レ
ッ
ト
ソ
ン
教
授
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
設
立
後
両
社
が
甚
だ
対
照
的
な
発
展
と
後
退
を
遂
げ
た
理
由
を
、
專
ら
ヨ



　
ー
ロ
ッ
バ
市
揚
で
の
作
戦
に
帰
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ロ
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
が
ガ
ソ
リ
ン
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
上
陸
し
て
対
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
作
戦
に
成

　
功
し
た
の
に
対
し
、
シ
ェ
ル
は
灯
油
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進
攻
し
ス
タ
ン
ダ
1
ド
の
激
し
い
反
撃
に
あ
い
敗
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
こ
れ
が

　
両
者
の
帰
趨
の
分
れ
目
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。
ρ
男
O
R
器
富
o
P
o
や
9
f
＜
〇
一
・
目
や
巽
伊

（
2
）
園
●
＝
①
琶
書
①
即
o
℃
●
鼻
・
｝
℃
・
お
一
ぬ
－

（
3
）
　
そ
の
後
の
情
勢
が
シ
ェ
ル
に
非
常
に
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
「
ア
ジ
ア
石
油
」
設
立
の
揚
合
と
ロ
イ
ア

　
ル
・
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
が
合
併
す
る
場
合
と
は
、
事
情
が
全
く
相
違
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
、
即
ち
、
「
ア
ジ
ア
石
油
」
は
販
売
会
社
で

　
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
採
油
・
生
産
部
門
の
資
産
・
収
益
力
の
問
題
は
度
外
視
さ
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
両
社
が
合
併
す
る
揚
合
に
は
、
両
部
門
も
合

　
わ
せ
て
全
資
産
が
評
価
の
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
当
初
全
く
「
ア
ジ
ア
石
油
」
と
同
一
条
件
を
出
し
た
サ
、
・
、
ユ
ア
ル
の
態
度

　
は
常
識
を
失
し
て
い
る
し
、
そ
れ
を
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
ρ
劉
O
R
お
錺
o
P
o
マ
o
犀
・
・
ウ
ω
＆
・
ヘ
レ
ソ
ト
ソ
ン
教
授
は
会
談
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
三
条
件
を
示
さ
れ
た
サ
、
、
、
ユ
ア

　
ル
は
熟
考
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
中
し
出
た
。
「
私
は
今
非
常
に
寛
大
な
態
度
で
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
申
し
出
を
貴
方
に
致
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
貴
方
が
こ
れ
を
受
容
れ
ず
に
こ
の
室
を
お
出
に
な
る
の
な
ら
、
私
は
こ
の
提
案
を
白
紙
に
も
ど
し
ま
す
」
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
答
え
た
。

　
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
提
案
を
呑
ん
だ
。

（
5
）
　
乙
れ
は
現
実
に
は
希
望
す
る
株
主
か
ら
一
株
三
〇
シ
ル
で
買
取
ら
れ
た
。
こ
の
業
務
を
行
な
っ
た
の
は
M
．
サ
、
・
、
ユ
ア
ル
商
会
で
あ
る
。
そ
の

　
際
持
株
の
四
分
の
一
に
限
り
と
い
う
制
限
が
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
希
望
者
が
少
な
い
時
に
二
五
バ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
処
分
し
た
い
者
は
そ
の
故
申

　
し
込
む
形
式
が
採
ら
れ
た
。
な
お
当
時
、
既
に
株
価
は
三
〇
シ
ル
近
く
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。
O
o
鼻
目
冨
艮
旨
聲
0
9
・
撃
一
8
貸
日
冨

　
ω
訂
該
ω
“
0
9
D
ひ
一
〇
〇
9
℃
や
ω
o
o
下
o
o
，

ダ
ヅ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立

四
四
九
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四
五
〇

山！、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
の
国
籍
を
異
に
し
た
二
大
石
油
資
本
の
合
併
は
前
代
未
聞
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
の
合
併
自
体
が
ひ
と
つ
の
組
織
上
の
革
新

と
見
徹
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
両
国
は
夫
々
異
な
っ
た
商
法
・
税
法
を
施
行
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
抵
触
し
な
い
た
め
に
、
さ
ら
に
シ
ェ
ル
側
の
体
面
を
保
つ
た
め

に
、
合
併
に
当
っ
て
は
会
議
の
席
上
次
の
三
点
が
基
本
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
ω
　
既
存
二
企
業
の
全
資
産
は
複
数
の
新
し
い
企
業
の
い

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ず
れ
か
に
移
譲
さ
れ
る
。
②
こ
れ
ら
新
企
業
の
収
支
は
プ
ー
ル
さ
れ
、
利
益
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
シ
ェ
ル
が
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
・

イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
受
取
る
。
⑥
　
プ
ー
ル
か
ら
正
当
な
償
却
が
行
な
わ
れ
る
。

　
残
さ
れ
た
肝
要
な
問
題
は
、
ω
新
企
業
の
数
、
と
、
③
　
そ
の
役
員
会
の
構
成
内
容
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
ω
は
今
ま
で
常
に
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
の
合
併
問
題
が
姐
上
に
の
ぼ
っ
た
時
に
立
消
え
の
原
因
と
な
っ
た
難
題
で
あ
っ
た
。
新
企
業
は
ど
こ
に
国
籍
を
有
す
べ
き
か
。

両
国
の
国
民
感
情
が
考
慮
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
会
社
法
は
州
法
で
あ
る
、
ヨ
i
・
ッ
パ
で
は
国
法
で
あ
る
が
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

家
を
超
越
し
た
国
際
法
と
し
て
存
在
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
は
腹
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
難
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
二
国
に
夫
々
新
会
社
が
創
立
し
た
。
そ
し
て
、
ダ
ッ
チ
と
シ
ェ
ル
は
両
社
と
も
持
株
会
社
と
な
り
、
両

新
会
社
の
株
式
を
六
対
四
の
割
合
で
保
有
す
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
イ
グ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
の
「
バ
タ
ー
フ

シ
ェ
石
油
会
社
」
（
U
o
　
ω
簿
塁
｛
8
ぎ
評
嘗
〇
一
自
目
ζ
帥
p
誌
9
昌
亙
）
が
新
設
せ
ら
れ
、
専
ら
、
「
ダ
ッ
チ
u
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の

採
油
・
精
油
両
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
旧
二
企
業
の
両
部
門
に
属
す
る
施
設
は
当
企
業
に
移
転
さ
れ
た
。
ま
た
。
ロ
ン
ド
ン
に



は
「
ア
ン
グ
・
・
サ
ク
ソ
ン
石
油
会
社
」
（
跨
o
＞
お
一
〇
－
留
誘
8
℃
簿
『
〇
一
2
ヨ
O
o
ヨ
醤
ξ
）
が
生
誕
し
、
こ
れ
は
輸
送
・
販
売
両
部
門

を
分
担
し
、
両
部
門
の
施
設
に
つ
い
て
同
様
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。

　
新
企
業
の
役
員
団
の
構
成
は
、
両
首
脳
聞
で
基
本
的
同
意
に
達
し
た
際
も
、
慎
重
に
保
留
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
交
渉
が
重
ね
ら
れ

た
が
、
結
局
、
合
併
比
率
と
同
一
の
三
対
二
と
す
る
こ
と
に
話
が
落
ち
つ
い
た
。
こ
れ
ら
の
細
目
を
取
決
め
る
た
め
に
、
約
七
カ
月
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

月
日
が
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
シ
ェ
ル
の
株
主
総
会
で
最
終
案
が
承
認
さ
れ
た
の
は
翌
七
年
の
一
月
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ

で
は
二
月
に
取
締
役
会
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
（
1
）
　
普
通
合
併
と
い
う
揚
合
単
一
企
業
の
成
立
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
揚
合
は
次
に
述
ぺ
る
よ
う
に
単
に
利
益
を
プ
ー
ル
し
て
一
定
割

　
　
合
で
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
新
企
業
を
「
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
称
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
、
念
の
た
め
。

　
（
2
）
　
こ
れ
が
今
E
・
E
・
C
諸
国
の
間
で
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
3
）
ρ
閏
■
o
R
轟
の
o
p
o
℃
、
。
F
署
り
睾
。
。
－
。
。
。

　
（
4
）
　
一
げ
錠
‘
や
袈
o
。
…
日
ぎ
目
旨
β
0
9
・
き
。
“
這
0
9
↓
冨
目
ヨ
串
冒
F
一
這
O
N
合
併
の
基
本
的
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
六
年
の
総
会
で
承

　
　
認
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳

　
　
　
　
　
　
　
七

　
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
六
対
四
と
い
う
合
併
比
率
の
上
に
彼
が
積
上
げ
た
譲
歩
に
対
し
て
「
非
常
に
寛
大
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
言
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
本
節
で
わ
れ
わ
れ
は
、
両
社
の
創
業
以
来
の
業
績
を
検
討
し
た
い
と
思

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一
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睡権資本1新株発司発行価格1払込金合計

1890
　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　㎝　一　　　　『　　

　　　　　　1，300，000（9）　1，300，000（9）100（％）　1，300・000（9）

1892 ・ρ・・，…　　　　4・・ρ・・　　…　　1　4・・・…

1895 1　　　　　600，000　　　150　　　　900，000

1896 2，700，000　　　700，000　　370　　　2，590・000

1897 12，…，…139・　7・8・・・…

1902 5，000，000　　　1，000，000　　250　　　2・500，000

1904 16・・，…　一i　一
1905 13・3・・，・…　5・い・95・，…

1906 ・・，…，… 138・・…　1－1　一
合計　2・，…，・…　Q，28・3…　　　12・，44・，…

ロイアル・ダッチ配当

0
0
9
1

1
0
9
1

2
0
9
1

3
0
9
1

4
0
9
1

5
0
9
1

6
0
9
1

4
9
8
1

5
9
8
1

6
9
8
1

7
9
8
1

8
9
8
1

9
9
8
1

三
〇
万
フ
ロ
ー
リ
ン

ン
ド
で
発
足
し
た
当
社
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
二

　
　
　
　
　
　
う
。
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
た
史
料
は
極
め
て
と
ぼ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
そ
こ
か
ら
何
が
言
い
得
る
の

　
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
歴
史
の
古
い
・
イ
ア

　
　
　
　
　
　
　
ル
・
ダ
ッ
チ
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
端
的
に
言
っ
て
、
当
社
は
創

　
　
　
　
　
　
業
期
の
苦
難
を
克
服
し
て
以

　
　
　
　
　
　
来
、
石
油
一
貫
企
業
と
し
て

　
　
　
　
　
　
群
を
抜
く
業
績
を
維
持
し
て

　
　
　
　
　
　
　
き
た
と
断
言
し
て
大
過
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
。
そ
の
資
本
金
の
増
加

　
　
　
　
　
　
　
を
示
し
た
の
が
上
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
当
初
僅
か
に
一

（
旺
ギ
ル
ダ
）
、
つ
ま
り
、
約
一
〇
万
八
O
O
O
ポ

　
　
ほ
ぼ
隔
年
毎
に
増
資
を
く
り
返
し
、
　
一
九
〇



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

六
年
に
は
資
本
金
八
五
万
ポ
ン
ド
を
越
え
る
大
企
業
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
資
本
金
は
一
見
し
て
分
る
よ
う
に
現
実
に

払
い
込
ま
れ
た
資
金
の
す
べ
て
を
示
し
て
は
い
な
い
。
九
五
年
の
第
二
回
の
増
資
以
来
、
常
に
プ
レ
、
・
・
ア
ム
付
の
増
資
を
遂
行
し
て
、
企

業
は
莫
大
な
創
業
者
利
得
を
収
得
し
た
。
現
実
に
株
主
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
金
額
は
二
〇
四
四
万
ギ
ル
ダ
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ば
資
本
金
に

等
し
い
創
業
者
利
得
を
掌
中
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
期
間
中
に
は
、
一
九
〇
四
年
の
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
と
同
六
年
の

「
ム
シ
・
イ
リ
ル
」
の
買
収
の
た
め
に
発
行
し
た
株
式
が
、
夫
々
六
〇
〇
株
、
三
八
○
株
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
増
資
と
巨
額
の
創
業
者
利
得
を
可
能
と
し
た
も
の
は
、
高
い
配
当
率
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

好
調
な
業
績
に
他
な
ら
な
い
。
当
初
、
創
業
以
来
四
年
足
ら
ず
で
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
行
な
っ
た
当
社
は
、
次
の
年
に
は
四
四
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
高
配
当
を
も
っ
て
株
主
に
報
い
た
。
こ
れ
は
既
述
し
た
よ
う
に
ケ
ス
ラ
指
揮
の
も
と
で
、
生
産
が
急
速
に
伸
ぴ
た
た
め
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
義
圃
ヤ
・
隣
。
博
串
踏
聡
准
弼
職
（
一
8
㎝
醤
隔
）

漆
銚
諭
祉
脚
寝
適
露

賠
諮
庸
景

瞭
冶
弊
蹄
材
（
横
一
）

　
　
、
　
　
（
漣
騎
）

※
薗
藻
燭
辮
煎
葎
晦

寮
藩
刈
圃
v
男

比
か
畑
軸
樽
ー
鶉
V

漁
煎
　
蟹
諏
蹄
露

　
「
x
4
〒
郊
”
・
4
マ
v
Σ
v
」

　
　
π
一
〇
旨
甚
暑
貼
d

　
　
ダ
ッ
チ
ー
シ
ェ
ル
の
成
立

　
　
　
（
瞬
）

一
〇
b
O
P
O
O
g
I

一
㌔
O
ρ
O
O
P
I

bo

O
O
b
O
ρ
ー

　
　
悼
b
O
O
、
1

　
“
轟
O
㍉
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あ
る
。
そ
れ
以
来
当
社
は
九
八
～
九
〇
〇
年
の
危
機
の
時
代
を
除
い
て
、
こ
の
高
配
当
政
策
を
続
け
て
き
た
。
と
り
わ
け
二
〇
世
紀
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

っ
て
か
ら
の
相
次
ぐ
増
配
は
注
目
に
値
す
る
。
ち
な
み
に
危
機
の
時
代
と
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
テ
ラ
ガ
・
サ
イ
ド
油
田
の
枯
渇
に
よ

っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
当
社
の
株
価
は
創
業
以
来
こ
の
期
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
二
度
の
下
落
を
除
け
ば
押
し
目



　　　（1905年度）

（f＝ギルダ）

ロイアルダッチ損益計算書

167620，950

　　　　利子・手数料　　　　　　　　　　1，861，575

　　　　船舶・タンク・地代など　　　　　1，214，054

ダ　　　精油・副産物　　　　　　　　　13，518，321
ツ

チ

11　差引
ン
ニ　　　　　　管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12376，907

ル　　　産物に対する諸出費　　　　　　　2，280，797
の
成　　　ロイアリテ・税など　　　　　　2，0072327

立労務費（LaboursupPly）・医療費157，731
　　　つ　　　　地質調査　　　　　　　　　　　　　401，788

　　　　掘削費　　　　　　　　　　　　1，035，487

　　　　保険基金　　　　　　　　　　　　　300，000

　　　　償却　　　　　　　　　4，364，490

　　　　（一）増資プレミマム　1，628，629

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，735，860

10，295，897

　6，325ρ53

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
知
ら
ず
上
昇
を
続
け
た
。

　
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
な
ど
の
営
業
報

告
書
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
若
干
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
、
乏
し
い
上
に
二
〇
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
る
か
ら
現
在

の
よ
う
に
精
緻
な
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
の
指
摘
も
も
と
よ
り
経
営

分
析
と
称
し
得
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
シ
ェ
ル
と
の
合
併
に
当

っ
て
の
企
業
の
体
質
診
断
で
あ
る
。
筆
者
が
入
手
し
得
た
も
の
は

「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
〇
五
年
末
現
在
、
つ
ま
り
、

シ
ェ
ル
と
の
合
併
が
議
題
と
な
っ
た
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

借
対
照
表
を
掲
げ
よ
う
。
記
載
形
式
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
煩
環
な
計
算
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
直
ち
に
若
干
の
点
が
明
ら
か

に
な
る
。
資
本
利
益
率
が
抜
群
に
高
い
の
は
、
当
然
予
想
さ
れ
た
通

り
で
あ
る
が
、
最
も
枢
要
な
こ
と
は
全
資
産
評
価
額
の
ほ
ぼ
半
分
を

占
め
る
固
定
投
資
、
つ
ま
り
、
既
存
施
設
が
殆
ど
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
償
却
を
終
わ
り
、
帳
簿
価
格
で
は
零
（
正
確
に
は
一
ギ
ル
タ
）
と

な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
産
油
企
業
を
分
析
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
五
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四
五
六

る
際
に
と
り
わ
け
重
要
な
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
資
本
金
は
殆
ど
営
業
資
本
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
内
部
蓄
積
に
よ
っ
て
資
産

中
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
大
の
資
産
項
目
で
あ
る
銀
行
預
金
は
そ
の
多
く
の
割
合
が
内
部
留
保
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
占
め
て
い
る
。
自
己
資
本
比
率
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
お
り
、
自
己
資
本
利
益
率
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

や
実
に
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
純
資
産
に
対
す
る
利
益
率
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
同
年
つ
ま
り
一
九
〇
五
年
度
の
損
益
決
算
書
に
眼
を
転
じ
よ
う
。
こ
こ
で
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
か
ら
の
収
益
は
全
く
区
別
さ
れ
て
い
な

い
が
、
総
利
益
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
精
製
油
と
そ
の
副
産
物
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
が
分
る
。
採
油
か
ら
の
一
貫
企
業
と
し
て
出
発

し
た
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
の
特
徴
、
そ
の
高
配
当
の
源
泉
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
が
シ
ェ
ル
と
基
本
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
支
出
に
つ

い
て
何
よ
り
見
落
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
資
本
金
の
三
割
以
上
に
達
す
る
四
十
数
万
ポ
ン
ド
の
償
却
を
同
年
の
み
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
察
す
る
に
残
さ
れ
た
施
設
た
る
船
舶
、
タ
ン
ク
・
貯
蔵
所
、
倉
庫
な
ど
の
全
評
価
の
償
却
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考

　
　
（
9
）

え
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
彪
大
な
償
却
費
を
す
ぺ
て
粗
収
益
か
ら
差
引
か
ず
株
式
発
行
の
プ
レ
ミ
ア
ム
、
す
な
わ
ち
創
業
者
利
得
を
そ
れ

に
充
当
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
当
社
の
約
十
年
間
余
り
の
巨
額
の
償
却
費
三
〇
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
余
り

の
う
ち
、
一
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
ほ
ど
が
こ
の
創
業
者
利
得
に
助
け
ら
れ
て
行
な
い
得
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
営
業
報
告
書
の
簡
単
な
検
討
か
ら
し
て
も
、
・
イ
ァ
ル
・
ダ
ッ
チ
が
石
油
企
業
と
し
て
真
に
申
し
分
の

な
い
経
営
内
容
を
備
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
シ
ェ
ル
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ェ
ル
の
資
本
金
は
既
述
の
よ
う
に
一
八
○
万
ポ
ン
ド
で
発
足
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
改
組
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
如
何
に
も
巨
大
な
資
本
額
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
一
〇
万
ポ
ン
ド
ず
つ
二



　　　　　　　シェル粗収益・配当・資産

1898220，479（£）　6（％）2，332，902（£）

1899369，475　　8　　2，922，192

1900376，393　　10　　3，703，503

1901254，161　　10　　4，126，682
1902　219，567　　2．5　　4，368，533

1903319，775　　5　　4，602，508

1904165，222　　5　　4，477，849

1905418，146　　5　　4，388，799
1906　　481，146　　　　　　　5　　　　　　　4，256，594．

わ
け
決
定
的
な
点
は
償
却
が
遅
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う

の
ほ
ぼ
半
分
が
船
舶
で
残
り
が
土
地
・
貯
蔵
タ
ン
ク
・
築
港
工
事
．
精
油
施
設
で
あ
り

者
に
つ
い
て
は
殆
ど
償
却
を
必
要
と
し
な
い

同
社
の
資
本
償
却
に
対
す
る
認
識
不
足
を
示
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
り
、
子
会
社
「
オ
ラ
ン
ダ
領
印
度
会
社
」
（
ボ
ル
ネ
オ
の
産
油
会
社
）

ぺ
く
も
な
い
。
「
投
資
」
に
は
「
ア
ジ
ア
石
油
」
な
ど
へ
の
出
資
金
が
含
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ニ
ル
の
成
立

度
の
増
資
を
二
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
払
い
込
み
で
行
な
い
、
資
本
金
は
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
な
り
、

創
業
者
利
得
三
〇
万
ポ
ン
ド
を
収
得
し
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
二
年
以
後
の
経
営
不
振
に
対
処
す
る
た

め
に
、
同
年
五
バ
ー
セ
ン
ト
優
先
株
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
発
行
し
た
。
株
式
会
社
へ
の
改
組
以
来
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

エ
ル
の
配
当
は
上
表
の
通
り
で
あ
る
。
既
に
こ
れ
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
、
・
イ
ア
ル
・
タ
ッ
チ
と

の
企
業
格
差
は
瞭
然
で
あ
る
。
自
己
資
本
利
益
率
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
対
純
資
産
利
益
率
四
．
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
特
に
・
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
こ
と
が
分
ろ
う
。

　
次
に
、
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
か
ら
入
手
し
得
る
限
り
の
営
業
報
告
書
を
検
討
し
よ
う
。
貸
借
対
照

表
に
つ
い
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
五
年
の
も
の
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
四
年
末
の
そ
れ
が
同
誌
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

載
さ
れ
て
い
る
が
次
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
し
か
な
い
。
検
討
を
終
え
た
・
イ
ア

ル
・
ダ
ッ
チ
と
比
較
し
て
み
る
と
あ
ら
ゆ
る
点
で
経
営
内
容
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
分
ろ
う
。
と
り

　
　
　
　
　
　
　
。
こ
れ
に
関
し
て
は
一
九
〇
四
末
年
の
株
主
総
会
で
、
サ
、
・
三
ア
ル
は
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
前
者
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
償
却
を
行
な
い
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
・
と
取
締
役
会
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
資
金
的
余
裕
が
な
か
っ
た
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
め
帳
簿
上
債
権
の
六
割
近
く
が
固
定
化
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
融
資
八
四
万
ポ
ン
ド
を
考
慮
す
る
と
低
い
流
動
性
は
覆
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
在
庫
ス
ト
ッ
ク
が
少
な
い
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
七



　鞭脳
の
9
3

σ
（
1
　
4

　
　
声
β

　
　
5
　
　
7

　
　
1
　
　
Q
！

　
　
0
　
　
4

　
　
亀

　
産
産
金

　
　
財
却

　
資
表
　
社
償

照
　
会
e

対借
　
　
0
0

貸
）
o
o
o
o

レ
£
軌
似

ノ
　
（
0
　
0

エ
　
　
　
0
　
0

シ
　
　
ー
2

　
　
株
株

　
債
先
通

　
　
鰻
階

　
　
　
ン
　
ン

　
負
　
　
ポ
　
ポ

　
　
ー
0
1

　
　
本資

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究

2，518，176

840，000

403，897

39，257

544，648

131．871

領
へ
　
ど
品
資
金

ダ
」
　
な

ン
社
　
　
　
権

ラ
会
権

オ
度
債
債

「
印
の
諸
製
投
現

　
妬
　
4
2
4
5
0
0
1
6

　
ユ
　
　
ノ
」
ρ
£

　
6
　
　
　
　
Q
／
　
4
　
　
0
　
　
7

　
2
　
　
　
　
3
　
　
　
　
0
　
　
0

　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
2

諸債務

手形など

保険基金

積立金
利益勘定

47477，8494，4777849

11

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
八

生
産
会
社
た
る
ダ
ソ
チ
と
比
較
し
て
「
ア
ジ
ア
石
油
」
へ
の
船
舶
・
施
設
賃
貸
料
が
収
入

の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
の
時
点
の
シ
ェ
ル
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
低
い
流
動
性
も

こ
の
点
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
次
に
負
債
側
で
あ
る
が
「
諸
債
務
」
の
う
ち
可
成
の
部
分
が
サ
ミ
ュ
ア
ル
一
族
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

借
入
金
で
あ
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
内
部
留
保
四
〇
万
ポ
ン
ド
の
う
ち
三
〇
万
ポ
ン
ド
は

創
業
者
利
得
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
に
せ
よ
、
こ
の
時
点
に
お
け

る
シ
ェ
ル
に
お
い
て
明
白
に
な
る
こ
と
は
、
新
た
な
事
業
に
進
出
す
る
資
金
的
余
裕
は
全

く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
翌
年
P
・
P
・
A
・
G
の
増
資
に
応
じ
得

ず
ヨ
ー
・
ソ
パ
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
根
本
的
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
一
九
〇
五
年
に
は
、
当
社
は
資
金
的
に
も
合
併
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
行
き
詰

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
は
一
九
〇
四
年
度
決
算
が
一
〇
万
ポ
ン
ド
を

次
期
繰
越
金
と
し
た
時
、
こ
れ
を
内
部
留
保
と
し
た
方
が
最
善
の
策
で
あ
っ
た
と
論
評
し

　
（
1
4
）
た
が
、
若
し
こ
の
よ
う
な
堅
実
な
経
営
方
針
を
採
用
し
た
ら
、
当
社
は
当
然
合
併
に
先
立

つ
数
年
間
を
無
配
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
創
業
以
来
の
損
益
決
算
書
に
眼
を
転
じ
よ
う
。
つ
い
で
に
付
言
す

れ
ば
、
シ
ェ
ル
の
営
業
報
告
は
、
ダ
ッ
チ
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
大
雑
把
で
外
部
の
者
が



　年度18981899　　　　　　　　　　（£）

営業利益220，479366，069
利子勘定バランス　　　？　　　十3，406

　
　
　
費
配

経
業
得
却
株

営
所
償
先

諸
　
　
　
優

費

費　　　？

税　　　？

等　　48，474

当（5％）一

普通株配当

金
金
金

　
越
越

立
繰
繰

　
期
期

積
前
次

108，000
（6％）

　　0

7ρ28

23，368

5ρ18
64，495

144，000
（8％）

100，000

　7，028

39，622

シ呂ル損益決算報告

1900　　　　　1901　　　　　1902

255，700　　　254，161

十20，693　　－16，138

22，000

8，650

79，400

190ρ00
（10％）

　　　0

39，622

115，965

23，580

10，905

92，771

200夕000
（10％）

　　　0

115，965

26，732

1903 1904

219，567　　　319，774　　　465，222

－8，026

19，089

13，130

97，817

38，682

50，000

（2．5％）

　　0
26，732

19，555

1905

418，147

21，850　　　　22，150　　　　23ン256

12，032　　　　　8，064　　　　　4，000

96，593　　　236，045　　　230，741

50，000　50，000　50，000

100ρ00
（5％）

　　0
19，555

58，852

100，000
（5％）

　　　0

58，852

107，815

100♪000
（5％）

　　　0

107，815

85，355

気気ホ；へ映e怪帽 図網《
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四
六
〇

理
解
し
難
い
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
シ
ェ
ル
の
企
業
体
質
そ
の
も
の
と
深
い
関
係
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
決
算
書

に
よ
麓
重
業
は
既
に
死
〇
一
象
ら
悪
化
し
て
い
な
一
と
が
否
竃
慧
贈
株
主
総
会
の
サ
ミ
・
ア
ル
の
報
告
に
真
ば
、
こ

れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
大
が
か
り
な
攻
勢
の
た
め
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
社
は
前
期
繰
越
金
を
取
り
く
ず
し
て
一
〇
バ
ー
セ
ン

ト
も
の
配
当
を
続
け
た
。
二
れ
を
敢
え
て
行
な
っ
た
の
は
ガ
ッ
フ
ィ
石
油
と
の
契
約
を
当
込
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
二
年
以

降
の
配
当
は
恐
ら
く
優
先
株
発
行
に
よ
っ
て
入
手
し
た
資
金
の
蛸
配
当
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
両
表
を
比
較
し
て
見
る
と
、
純

利
益
に
若
干
の
喰
い
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
「
償
却
金
等
」
の
合
計
が
貸
借
対
照
表
の
「
償
却
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

と
大
き
く
喰
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
臨
時
的
な
営
業
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
前
述
の
諸

結
論
を
動
か
す
も
の
で
は
な
い
。

　
合
併
の
件
が
年
始
め
の
臨
時
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
五
月
に
再
度
臨
時
株
主
総
会
が
開
か
れ
、
シ
ェ
ル
は
授
権
資
本
を
五
〇

万
ポ
ン
ド
増
加
し
て
二
五
〇
万
ポ
ン
ド
と
し
、
四
〇
万
ポ
ン
ド
の
増
資
を
額
面
の
一
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
払
い
込
み
で
行
な
う
こ
と
を
決
議

（
1
8
）

し
た
。
理
由
は
、
明
瞭
な
こ
と
は
、
負
債
を
清
算
し
て
新
し
い
出
発
を
す
る
た
め
に
六
〇
万
ポ
ン
ド
が
必
要
な
こ
と
、
そ
の
中
に
は
新
グ

ル
ー
プ
の
営
業
資
金
と
し
て
出
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
〇
万
ポ
ン
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
・
イ
ア

ル
●
ダ
ッ
チ
が
「
ス
マ
ト
ラ
・
パ
レ
ン
バ
ン
」
と
「
ム
シ
・
イ
μ
ル
」
の
買
収
を
行
な
っ
て
体
質
を
さ
ら
に
強
化
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
増
資
が
ダ
ッ
チ
側
の
要
請
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
シ
ェ
ル
は
新
グ
ル
ー
フ
の
運

転
資
金
を
こ
の
よ
う
な
増
資
に
よ
っ
て
初
め
て
賄
い
得
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
両
社
の
検
討
を
終
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
両
社
の
企
業
格
差
は
余
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
最
後
に
別
の
視
角
か
ら
、
シ
ェ
ル
の
株



主
に
と
り
両
社
の
合
併
が
そ
の
時
点
で
何
を
意
味
し
た
か
を
考
え
て
見
よ
う
。
つ
ま
り
、
両
社
の
合
併
と
は
、
単
純
に
両
社
の
利
益
が
六

対
四
の
割
合
で
分
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
九
〇
五
年
度
の
両
社
の
純
利
益
を
比
較
し
て
み
れ
ば
よ
い
。

そ
う
す
る
と
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
が
約
五
二
万
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
、
シ
ェ
ル
が
一
六
万
一
五
〇
ポ
ン
ド
、
従
っ
て
約
三
対
一
と
な
る
の
で

あ
る
。
合
併
発
表
前
二
五
シ
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
シ
ェ
ル
の
株
価
は
、
そ
の
後
三
〇
シ
ル
近
く
に
ま
で
上
昇
し
た
。
シ
ェ
ル
の
配
当
が
一
九

〇
七
年
度
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
一
九
〇
八
年
度
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
上
昇
し
た
最
大
の
原
因
が
こ
の
合
併
比
率
に
あ
る
こ
と
は
、
他
方
ロ

イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
株
の
配
当
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
「
非
常
に
寛
大
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
、
決
し
て
裏
付
け
の
な
い
誇
張
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
節
註
（
5
）
参
照
。

　
（
2
）
　
一
般
に
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
は
非
常
に
経
営
内
容
の
つ
か
み
に
く
い
企
業
と
し
て
石
油
史
家
か
ら
は
見
徹
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
A
・
モ
ー
ア
は

　
　
「
ダ
ッ
チ
シ
ェ
ル
が
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
営
業
報
告
書
や
財
務
声
明
か
ら
は
非
常
に
乏
し
い
知
識
し
か
得
ら
れ
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
｝

　
　
冨
o
げ
さ
○
一
一
ー
ミ
碧
、
マ
ω
ド

　
（
3
）
　
乙
こ
に
は
優
先
株
資
本
三
五
万
ギ
ル
ダ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
は
ほ
ぽ
三
八
ポ
ン
ド
に
相
当
す
る
。
ρ
男
O
o
旨
o
富
o
P
o
や

　
　
9
け
‘
＜
o
一
。
目
サ
Q
軌
一
■

　
（
4
）
　
一
九
〇
三
年
度
に
お
い
て
も
配
当
が
可
能
で
あ
っ
た
の
を
内
部
蓄
積
に
ま
わ
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
（
5
）
　
三
年
以
来
の
好
業
績
に
は
ガ
ソ
リ
ン
販
売
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ス
マ
ト
ラ
原
油
が
ガ
ソ
リ
ン
に
適
し
て
い
た
こ
と
が
、
二
〇
世
紀
に
入

　
　
り
重
要
な
意
味
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
“
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
一
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四
六
二

（
6
y
ρ
劉
O
o
旨
辞
8
P
o
や
o
一
f
く
o
一
，
ど
や
鵠
一
、
二
度
の
下
落
と
は
創
業
直
後
の
そ
れ
と
一
八
九
八
年
の
衝
撃
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
↓
冨
誓
鋒
の
ρ
冒
昌
」
8
N
頓
一
サ
輿

（
8
）
　
付
言
す
れ
ぱ
「
ス
マ
ト
ラ
・
パ
レ
ン
パ
ン
」
へ
の
負
債
二
〇
万
ポ
ン
ド
は
翌
年
の
営
業
利
益
か
ら
落
し
て
い
る
。

（
9
）
　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
定
で
あ
る
が
こ
れ
ら
三
項
目
（
「
ム
エ
ラ
・
エ
ニ
ム
」
の
そ
れ
も
含
め
て
）
の
負
債
を
合
計
す
る
と
償
却
分
と
ほ
ぼ
同
額

　
に
な
る
。

（
1
0
）
　
罰
国
o
弩
首
ロ
＄
名
■
9
f
b
。
9
0
（
冴
℃
や
目
）
と
目
ぎ
、
o
o
汁
鉢
馨
．
の
「
シ
ェ
ル
営
業
報
告
」
か
ら
作
製
し
た
。
な
お
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」

　
一
九
〇
五
年
七
月
二
九
日
号
に
は
「
石
油
会
社
業
績
」
と
い
う
見
出
し
で
「
ア
ッ
サ
ム
石
油
」
「
ピ
ル
マ
石
油
」
「
バ
ク
ー
石
油
」
「
・
シ
ア
石
油
」

　
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
油
田
」
「
シ
バ
イ
エ
フ
」
「
ス
パ
イ
ス
」
な
ど
七
社
の
業
績
が
検
討
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
。
こ
こ
で
も
「
シ
ェ
ル
」
が
除
外

　
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
月
ぎ
国
8
昌
o
目
一
呂
一
三
網
暗
這
O
静
℃
や
一
8
一
占
。

（
1
1
）
　
↓
げ
o
ω
貫
試
ω
戸
0
9
。
ひ
一
8
“
℃
や
軌
o
o
o
o
も
．

（
1
2
）
　
弓
7
①
↓
一
ヨ
Φ
即
U
o
o
・
N
“
一
〇
宝
ー

（
1
3
）
　
一
九
〇
一
年
七
月
現
在
で
サ
ミ
ュ
ア
ル
一
族
が
一
三
万
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
企
業
に
投
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
刃

　
田
o
葺
δ
目
雷
一
〇
や
9
げ
こ
や
い
恥
o
o
。

（
1
4
）
↓
冨
ω
冨
瑳
“
u
①
。
■
O
一
8
軌
噌
マ
一
。
轟
o
。
，

（
1
5
）
　
シ
ェ
ル
の
営
業
報
告
書
よ
り
。
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」
あ
る
い
は
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
か
ら
収
録
し
た
。
一
八
九
八
年
度
に
関
し
て
は
不
完
全
な

　
数
字
し
か
探
し
出
せ
な
か
っ
た
。

（
1
6
）
　
サ
ム
は
一
九
〇
二
年
度
に
一
七
万
六
三
七
〇
ポ
ン
ド
の
損
失
金
を
推
定
と
し
て
サ
ミ
ュ
ア
ル
に
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
損
失
金

　
は
報
告
書
に
は
全
く
見
い
出
せ
な
い
。
O
o
星
罰
＝
曾
低
ρ
昌
β
o
℃
・
9
f
や
出
9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
（
1
7
）
　
つ
ま
り
「
償
却
金
等
」
の
中
に
は
厳
密
な
意
味
で
償
却
金
と
は
言
え
な
い
性
格
の
損
失
金
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
一
九
〇

　
四
年
の
二
三
万
六
〇
四
五
ポ
ン
ド
の
中
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
の
石
油
販
売
の
営
業
費
（
8
ω
け
o
｛
乏
9
ざ
韻
）
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は

　
余
り
適
切
な
処
理
方
法
と
は
言
え
ま
い
。
O
o
鼻
目
ぎ
斧
暮
算
噂
U
o
o
■
O
一
8
い

（
1
8
）
　
目
富
目
日
聲
一
β
ぐ
ω
這
ミ
■
な
お
一
九
〇
五
年
度
の
配
当
を
大
分
業
績
が
前
年
よ
り
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
押
さ
え

　
た
の
も
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ
チ
の
要
請
で
あ
っ
た
。
O
o
三
，
目
げ
o
目
目
o
ω
一
〇
9
，
撃
G
O
9

（
1
9
）
　
た
だ
一
九
〇
六
年
度
の
業
績
が
さ
ら
に
前
年
度
よ
り
も
著
し
く
好
転
し
た
こ
と
は
、
シ
ェ
ル
の
た
め
に
一
言
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ

　
う
。
営
業
利
益
に
前
期
繰
越
金
を
含
め
て
五
六
万
七
五
〇
一
ポ
ン
ド
、
そ
こ
か
ら
繰
越
金
・
諸
経
費
・
償
却
費
等
を
差
引
き
当
期
純
利
益
は
三
〇
万

　
七
〇
三
五
ボ
ン
ド
に
達
し
た
。
つ
ま
り
一
九
〇
五
年
度
の
二
倍
近
く
に
急
増
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ソ
チ
と
の
合
意
事
項
に
よ

　
り
優
先
株
配
当
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
普
通
株
配
当
の
他
に
七
万
ポ
ン
ド
の
船
舶
施
設
の
た
め
の
支
出
（
こ
れ
が
特
別
償
却
な
の
か
新
規
投
資
な
の
か
分

　
ら
な
い
）
を
行
な
い
次
期
繰
越
金
と
し
て
一
七
万
二
三
七
〇
ポ
ン
ド
を
計
上
し
た
。
O
o
艮
・
同
ぎ
目
ヨ
聲
冒
ぞ
器
・
8
G
O
丼
事
態
の
改
善
は

　
著
し
い
。

結
語
に
か
え
て

　
』
ダ
ッ
チ
肪
シ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の
成
立
と
と
も
に
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
「
シ
ェ
ル
」
「
ア
ン
グ
ゴ
・
サ
ク
ソ
ン
」
「
ア
ジ
ア
石
油
」
の

会
長
、
「
バ
タ
ー
フ
シ
ェ
」
の
取
締
役
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
世
人
に
は
名
誉
職
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
私
は
失
意
の
人
間
で
あ
る
」
と
記
者
に
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
時
の
推
移
は
こ
の
大
方
の
予
想
を
裏
切
っ
た
。
む
し
ろ
「
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
」
が
合
併
後
、
遂
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
抗
し
得
る

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
ー
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
三
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四
六
四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
に
成
長
し
得
た
の
は
、
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
協
力
体
制
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
サ
、
・
・
ユ

ア
ル
は
会
長
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
彼
は
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
二
〇
世
紀
の
近
代
的
大
企
業
を
指
揮
す
る

最
高
責
任
者
と
し
て
の
精
緻
か
つ
合
理
的
な
頭
脳
の
持
主
で
億
な
か
っ
た
が
、
後
者
の
持
ち
合
わ
せ
な
い
長
所
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ

れ
は
前
ロ
ン
ド
ン
市
長
を
筆
頭
に
彼
の
今
ま
で
歩
ん
だ
様
々
な
公
的
経
歴
が
、
会
長
の
席
に
着
く
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
企
業
に
と
り
プ

ラ
ス
と
し
て
評
価
さ
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
世
界
企
業
た
る
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
会
長
に
相
応
し

い
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
「
名
の
売
れ
た
」
人
物
で
あ
っ
た
。
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
シ
テ
ィ
に
売
り
込
ん
だ
の
も
、
政
府
の
要
人
－
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

え
ば
W
・
チ
ャ
ー
チ
ル
ー
に
紹
介
し
た
の
も
サ
ミ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
。

　
両
社
の
取
締
役
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
三
対
二
と
い
う
合
意
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
決
定
権
は
オ
ラ
ン
ダ
側
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
。
だ
が
「
合
併
の
構
成
か
ら
商
業
史
の
奇
跡
の
ひ
と
つ
が
産
ま
れ
た
」
。
か
つ
て
役
員
会
で
票
決
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

対
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
形
で
意
見
が
分
裂
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
対
立
は
・
ン
ド
ン
対
ヘ
イ
グ
と
い
う
形
で
表

現
さ
れ
た
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
基
本
的
な
原
因
は
、
ダ
ソ
チ
“
シ
ェ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
明
示
す
る
こ
と
が
、
世
界
企
業
と
し
て

の
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
が
発
展
す
る
た
め
に
、
決
し
て
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ダ
ッ
チ
ー
ー
シ
ェ
ル
が
成
立
後
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
国
家
的
立
場
か
ら
シ
ェ
ル
を
再
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

識
し
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
ミ
ュ
ア
ル
は
合
併
に
当
っ
て
株
主
総
会
で
次
の
よ

う
に
述
ぺ
た
。



　
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
企
業
の
設
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
大
事
業
を
認
め
る
こ
と
を
一
貫
し
て
拒
否
し
、
当
社
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国

領
内
の
油
田
開
発
に
参
加
す
る
の
を
故
意
に
拒
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
シ
ェ
ル
の
石
油
供
給
が
オ
ラ
ン
ダ
司
法
権
の
も
と
に

あ
る
領
土
か
ら
得
ら
れ
る
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
信
頼
と
援
助
を
享
受
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
生
産
者
の
利
益
と
シ
ェ
ル
株
主
の
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
合
体
さ
せ
る
の
が
健
全
な
政
策
で
あ
る
と
認
め
る
以
外
に
、
シ
ェ
ル
株
主
の
利
益
の
た
め
に
残
さ
れ
た
代
替
案
は
な
い
。
」

　
か
く
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
を
振
り
捨
て
て
他
国
の
資
本
と
結
び
つ
く
の
が
経
済
口
資
本
の
論
理
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
成
立
し

た
世
界
企
業
が
高
度
の
経
営
政
策
的
立
揚
か
ら
、
経
営
者
の
国
籍
に
係
わ
り
な
く
列
強
の
国
家
権
力
に
癒
着
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
亦
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

本
の
論
理
の
貫
徹
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
（
1
）
　
菊
■
＝
o
曇
五
話
ω
’
o
や
9
¢
曽
℃
・
お
軌
・

　
（
2
）
　
一
げ
一
身
℃
マ
8
い
1
命
ち
な
み
に
、
デ
ー
テ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
サ
ミ
ュ
ア
ル
と
同
様
に
ノ
ー
フ
ォ
ク
に
カ
ン
ト
リ
。
ハ
ウ
ス
を
購
入
し
、
狩
猟
を

　
　
愛
し
、
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
（
3
）
H
玄
自
‘
℃
』
。
。
・

　
（
4
）
　
H
謡
P
A
・
モ
ー
ア
は
一
九
二
七
年
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
さ
え
い
る
。
「
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
利
益
が
ロ
イ
ア
ル
・
ダ
ッ

　
　
チ
“
シ
ェ
ル
の
中
で
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
」
「
恐
ら
く
、
書
類
で
は
証
明
出
来
な
い
に
せ
よ
、
今
日
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
が
、

　
　
支
配
し
て
い
る
。
」
＞
・
冒
O
｝
三
〇
苧
∈
貿
り
も
サ
帆
？
旨
・

　
（
5
）
　
「
ペ
ネ
ズ
ェ
ラ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
、
ペ
ル
ー
の
油
田
を
廻
っ
て
争
奪
戦
が
荒
れ
狂
う
時
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
ダ
ッ
チ
…
シ
ェ
ル
の

　
　
背
後
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
強
力
な
政
治
的
影
響
力
が
常
に
見
受
け
ら
れ
る
」
＞
・
蜜
9
．
・
9
一
，
冒
p
味
・
℃
・
総
・

　
　
　
「
こ
の
（
大
戦
中
の
）
め
ざ
ま
し
い
（
国
家
に
対
す
る
）
奉
仕
の
た
め
ダ
ッ
チ
旺
シ
ェ
ル
が
享
受
し
た
報
酬
は
世
界
中
の
石
油
鉱
区
権
を
求
め
て

　
　
　
　
　
ダ
ッ
チ
”
シ
ェ
ル
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
五
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の
戦
い
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
積
極
的
な
政
治
的
支
援
で
あ
る
。
」
囲
げ
往
‘

（
6
）
　
こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
第
一
次
大
戦
で
あ
る
。

（
7
）
　
目
ぎ
ω
訂
菖
⑳
“
｝
g
P
頓
一
8
y
や
ω
N
●

（
8
）
　
O
・
閂
O
①
旨
o
冨
o
P
o
や
9
梓
こ
＜
o
一
噂
一
H
魎
や
一
ミ
。

℃
。
影

四
六
六

（
昭
和
四
三
年
八
月
一
五
日
　
受
理
）
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付録　1　20世紀初頭における石油輸出（8）
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付録2　オランダ領印度ダッチ＝シェル油田地帯　（1907年現在）
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